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ご注意 

1. 本書に記載した内容は、 予告なしに変更するこ とがあ り ます。

2. 当社は、 本書に関して特定目的の市場性と適合性に対する保証を含む一切の保証をいたしかね

ます。

3. 当社は、 本書の記載事項の誤り、 またはマテ リアルの提供、 性能、 使用によ り発生した直接損

害、 間接損害、 特別損害、 付随的損害または結果損害については責任を負いかねますのでご了
承ください。

4. 本製品パッケージと して提供した本書、 CD-ROM などの媒体は本製品用だけにお使いくださ

い。 プログラムをコピーする場合はバッ クアップ用だけにして ください。 プログラムをそのま
まの形で、 あるいは変更を加えて第三者に販売するこ とは固く禁じられています。

本書には著作権によって保護される内容が含まれています。 本書の内容の一部または全部を著作
者の許諾なしに複製、 改変、 および翻訳するこ とは、 著作権法下での許可事項を除き、 禁止され
ています。

All rights are reserved.

Restricted Rights Legend.

Use, duplication or disclosure by the U.S. Government is subject to restrictions as set forth in 
subparagraph (c)(1)(ii) of the Rights in Technical Data and Computer Software clause in 
DFARS 252.227-7013.

Hewlett-Packard Company

United States of America

Rights for non-DOD U.S. Government Departments and Agencies are as set forth in FAR 
52.227-19(c)(1,2).

Copyright Notices

© Copyright 1992 -2005 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

Trademark Notices

Java™ は Sun Microsystems, Inc. の米国およびその他の国における米国の商標です。 
MS-DOS®、 Windows®、 Windows NT® は、 Microsoft® Corp. の米国の登録商標です。

OpenView は、 Hewlett-Packard Company の米国の登録商標です。 Oracle® は Oracle 



3

Corporation, Redwood City, California の米国の登録商標です。 Netscape Navigator は、

Netscape Communications Corporation の米国の商標です。 UNIX® は The Open Group の登

録商標です。 

その他の製品名は、 それぞれの商標またはサービスマーク所有者の財産であ り、 これによって承
認されています。

原典

本書は 『HP OpenView Performance Insight Installation Guide Software Version: 5.1』
Manufacturing Part No. J5223-90039 (February 2005) を翻訳したものです。

リビジ ョ ン

このドキュ メン トのタイ トルページにあるバージ ョ ン番号は、 ソフ ト ウェアのバージ ョ ンを示し
ています。 このタイ トルページにある印刷日付は、 このドキュ メン トが更新されるたびに変更さ

れます。

該当する製品サポートサービスをご契約になれば、 更新版または新しい版を受け取るこ とができ
ます。 詳細については、 HP にお問い合わせください。

サポート

次の HP OpenView の Web サイ ト を参照して ください。

http://openview.hp.com/ ( 英語 )
http://www.hp.com/jp/openview/ ( 日本語 )

これらのサイ トには、 HP OpenView の提供する製品、 サービス、 サポートについてのお問い合

わせ先や詳細が掲載されています。 

直接、 以下のサポートサイ トにアクセスするこ と もできます。

http://support.openview.hp.com/ 

HP OpenView のオンラインソフ ト ウェアサポートでは、 お客さまが自己解決できるための方法

をご提供しています。 サポートサイ トでは、 お客さまのビジネスの運用に役立つ対話形式の技術
サポート ツールに手早く効率的にアクセスできます。 サポートサイ トでは次のこ とが可能です。

• 関心のある ドキュ メン ト を検索する

• サポート ケースを登録 / ト ラ ッキングする
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• サポート契約を管理する

• HP サポートの問合わせ先を調べる

• 利用可能なサービスに関する情報を確認する

• 他のお客様とのディ スカッシ ョ ンに参加する

• ソフ ト ウェア ト レーニングの検索および登録を行う

サポートの多くでは、 HP Passport へのユーザー登録と ログインが必要です。 多くの場合、 サ

ポート契約も必要です。

アクセスレベルに関する詳細は、 次の URL で確認してください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp 

HP Passport ID のご登録は、 次の URL で行ってください。

https://passport.hp.com/hpp2/newuser.do ( 英語 ) 
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OVPI の概要

HP OpenView Performance Insight (OVPI) は、 ネッ ト ワークデータの収集と分

析を自動化する総合的なパフォーマンス管理ソ リ ューシ ョ ンであ り、 収集した情
報を指定したレポート フォーマッ トで生成します。 

OVPI を使用する と、 ネッ ト ワーク管理者はサービスレベルの管理、 既存のリ

ソースの最適化、 将来の拡張の正確な計画、 ネッ ト ワークの障害の事前予測をす
るこ とができます。

OVPI では、 レポート インタフェース と して、 レポート ビルダ、 レポート ビュー

ア、 および Web アクセスサーバーの各ク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを使用し

ています。 管理コンソールアプリ ケーシ ョ ンおよび Web アクセスサーバーアプ

リ ケーシ ョ ンは、 レポート機能と管理機能を提供します。 

OVPI は、 HP-UX、 Solaris、 Windows の各オペレーティングシステムをサポー

ト しています。 サポート されているバージ ョ ンおよび必要なパッチについての詳
細情報は、 30 ページの 「システムの要件」 を参照して ください。

OVPI のモジュール方式のクライアン トサーバー アーキテクチャは拡張性を提

供し、 以下を実現します。

• シングルホス ト システムにアプ リ ケーシ ョ ンをインス トールして 1 台のユー

ザー管理ステーシ ョ ンを設定する。

• 複数のシステムにアプリ ケーシ ョ ンを配布し、 複数のユーザー、 組織、 ロ
ケーシ ョ ンを包括するネッ ト ワーク規模の管理環境を構築する。 
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図 1 に、 OVPI のアーキテクチャを示します。 

図 1 OVPI のアーキテクチャ

OVPI のコンポーネン ト

OVPI は以下のコンポーネン トで構成されています。

• OVPI データベーススキーマ

• OVPI パフォーマンスマネージャ

クライアン ト リモート
ポーラー

リモート
ポーラー

リモート
ポーラー

Web アクセス

サーバー
および

管理サーバー
パフォーマンス
マネージャ、

OVPI データベース、

および
管理サーバー

データの流れを示す

ユーザーの認証またはレポートの展開、
あるいはその両方に使用

Web クライアン ト
Internet Explorer
または Netscape

Web クライアン ト
Internet Explorer
または Netscape

クライアン ト

大規模なエンタープライズネッ ト ワークで OVPI を使用している場合は、 シン

グルホス ト システムでは、 処理能力やディ スクスペースが不足して、 OVPI が
ネッ ト ワークを最適に監視できない場合があ り ます。
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• Web アクセスサーバー

• OVPI ク ラ イアン ト

• 管理サーバー

• リ モートポーラー

OVPI データベース

OVPI データベースは、 他の OVPI アプリ ケーシ ョ ンによって収集、 処理および

レポートに使用するデータの一次リポジ ト リです。 このコンポーネン トは OVPI
のデータベースサーバーを構成し、 OVPI スキーマを作成します。 Oracle の場

合、 OVPI データベースを使用して表領域を作成したり、 OVPI 用に設定されて

いる既存の表領域にインス トールしたりできます。 Sybase の場合、 OVPI の
データベースセグメン ト を作成します。 管理サーバーは、 このコンポーネン ト と

共にインス トールされます。

パフォーマンスマネージャ

パフォーマンスマネージャは、 ネッ ト ワーク全体のアプ リケーシ ョ ンおよび
ネッ ト ワークデバイスから収集されたデータの保存、 処理、 およびアクセスの
ためのエンジンと して機能します。 パフォーマンスマネージャは、 自動的にデー

タを集約、 要約し、 期限が切れたデータを除外します。 

パフォーマンスマネージャはリ レーシ ョナルデータベース とサーバーソフ ト
ウェアから構成されています。 データベースには、 OVPI サーバーが収集および

処理するデータを格納します。 データベースのサイズは、 保存対象のデータの量

やポーリ ング対象のネッ ト ワーク機器の数など、 さまざまな要因によって決ま
り ます。 サーバーには、 データを収集、 処理し、 データからレポート を生成する

プログラムが含まれます。 

パフォーマンスマネージャは 1 台または複数の物理的なサーバーで使用可能で

す。 これらのサーバーの 1 台は中央サーバーと して使用され、 OVPI システムの

中心に位置し、 大量のデータが保持されます。 通常、 このサーバーでデータを処

理し、 レポート を生成するため、 このシステムは、 大量のディ スクスペース と
メモ リー、 および高い処理能力を有しています。 一般的に、 中央サーバーは 1
台だけ設置します。
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その他の物理サーバーはサテライ トサーバーと呼ばれます。 これらのマシンに

は、 データ と OVPI システムが含まれます。 一般的に、 これらのサーバーでは

第一段階の処理のみが行われ、 その後、 データは中央サーバーに転送されます。
処理を行わずにデータを中央サーバーに転送できる場合もあ り ますが、 その場
合は転送されるデータが非常に大量です。 これら以外の場合は、 処理サイ クルが

完了してから中央サーバーにデータを転送します。 OVPI を大規模な環境に配布

する場合は、 複数のサテライ トサーバーから構成するこ と もできます。

Web アクセスサーバー

Web アクセスサーバーは、 サービスでもあ りアプ リ ケーシ ョ ンでもあ り ます。 
このコンポーネン トはサービス と してインス トールされ、 それと共に以下の
OVPI ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンが自動的にインス トールされます : レ
ポート ビルダ、 レポート ビューア、 Web アクセスサーバー ( アプリ ケーシ ョ ン

サーバー )、 管理コンソール。

Web アクセスサーバーは、 サービス と して、 OVPI ク ラ イアン トの認証および

設定サービスを提供します。 Web ベースのレポートユーティ リ ティおよびユー

ザー管理ユーティ リ ティ を提供します。 詳細は 『Performance Insight 管理ガイ

ド』 を参照して ください。

OVPI クライアン ト

OVPI ク ラ イアン トは OVPI へのインタフェースを提供します。 任意のネッ ト

ワークシステムにク ライアン ト をインス トールできます。 OVPI ク ラ イアン ト ア

プ リ ケーシ ョ ンには以下のものがあ り ます。

• レポート ビルダ。 OVPI データベースのデータに基づき、 複数の表とグラフ

を使用してレポート を作成、 カスタマイズできます。 詳細は、
『Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参照して くださ

い。

• レポート ビューア。 レポート を対話形式で表示、 変更、 保存、 印刷できま

す。 詳細は、 『Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参

照して ください。

• Web アクセスサーバー。 このコンポーネン トには、 Web アクセスサーバー

と呼ばれる Web ベースのアプ リケーシ ョ ンサーバーが含まれています。 こ
のアプリ ケーシ ョ ンを使用して、 レポートの表示、 スケジュール、 生成、 配



第 1 章

15

布ができます。 また、 OVPI ク ラ イアン トのアプリ ケーシ ョ ンとサービスに

関連する管理タスク も実行できます。 ( サポート されている Web ブラウザの

詳細は、 29 ページの 「インス トールの前提条件のチェッ ク リ ス ト 」 を参照

して ください。 )Web アクセスサーバーのアプ リ ケーシ ョ ンとサービスに関

する詳細は、 『Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 およ

び 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

• 管理コンソール。 以下のアプリ ケーシ ョ ンを使用して管理タスクを実行でき

ます。

— データベースチューナー。 全体的なデータスループッ ト を向上させる、

多くのデータベース構成パラ メータを設定できます。 

— MIB ブラウザ。 SMI ( 管理情報構造 ) に準拠した SNMP MIB を分析、

照会、 ト ラブルシューティングできます。

— SNMP 検出。 ネッ ト ワーク上のノードを検出し、 ノードが SNMP 管理

対応であるかど うかを判定できます。

— タイプ検出。 ノードのデバイスタイプを判定できます。

— パッケージマネージャ。 パッケージのインス トールとアンインス トール、

Web アクセスサーバーへの配布と Web アクセスサーバーからの配布解

除を実行します。 

— オブジェク トマネージャ。 システム上の管理対象オブジェク ト を表示お

よび変更できます。

— システムマネージャ。 データベースおよび Web アクセスサーバーシステ

ムを追加、 変更、 削除できます。

— グループマネージャ。 管理対象オブジェク トからグループを作成できま

す。 作成されたグループは、 企業内に策定したポーリ ングポ リシーの適
用範囲と して利用できます。

— ポーリ ングポ リシーマネージャ。 ポーリ ングポ リシーの管理、 ノードの

インポートおよび管理、 ポーリ ンググループの管理を行います。
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— テーブルマネージャ。 データベースを監視し、 データおよびプロパティ

テーブルを表示し、 テーブルのデフォルト値を設定できます。 デフォル
ト値については、 個別のテーブルまたはすべてのテーブルに対して設定
できます。 

管理サーバー

管理サーバーの役割は、 レポートパッ クのインス トール時に配布される管理
サービスおよびフォームを、 管理コンソールアプ リケーシ ョ ンに提供するこ と
です。

リモートポーラー

リ モートポーラーは、 ネッ ト ワーク上のノードからデータを収集し、 OVPI デー

タベースを実行しているサーバー ( 通常はサテライ トサーバー ) にそのデータを

保存するシステムです。 各 OVPI データベースサーバーは複数のリモート ポー

ラーをサポートできます。 

OVPI システムの役割とタスク

データの収集、 処理、 レポート生成のプロセスは、 以下のタスクに分解できま
す。

• データ収集

• 未処理のデータから割合データへの変換処理

ク ライアン トのみのインス トールをした場合は、 通常の OVPI 全体の

インス トールをしたあとに使用できる、 [ ツール ] メニューの次の管

理コンソールアプ リ ケーシ ョ ンが、 使用できません : データベース

チューナー、 MIB ブラウザ、 SNMP 検出、 タイプ検出、 およびパッ

ケージマネージャ。 さ らに、 新しいデータテーブルまたはプロパティ

テーブルを登録するこ と も、 収集データをデータベースに自動的に追
加するこ と もできません。 

全機能を有効にするには、 パフォーマンスマネージャをインス トール
する必要があ り ます。
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• 割合データから時間単位データへの要約

• 時間単位データからの日単位、 月単位、 予測データへの要約、 またはこれら
すべて

• レポート要求のサービス

• レポートの表示と作成

OVPI システム ( スタンドアロンシステム、 リモートポーラー、 サテライ トサー

バー、 中央サーバー、 Web アクセスサーバー ) の役割は、 実行するべきタスク

によって決ま り ます。 各タスクには特定の OVPI コンポーネン ト セッ トが必要

です。

スタンドアロンシステム

スタンドアロンシステムは、 すべての OVPI コンポーネン トがインス トールさ

れている単一のシステムです。 スタンドアロンシステムでは、 データの収集と
処理、 Web サーバーからアクセス可能なレポートの生成、 レポート ビューアお

よびレポート ビルダアプ リ ケーシ ョ ンの実行が可能です。 スタンドアロンシス
テムは、 16 ページの 「OVPI システムの役割と タスク」 に記述されているすべ

てのタスクを実行します。

リモートポーラー

リ モートポーラーは、 データを収集し、 それを別の場所に保存するシステムで
す。 リモートポーラーにはデータベースがなく、 データに対する処理を一切行
いません。 リモートポーラーは 16 ページの 「OVPI システムの役割と タスク」

に記述されているデータ収集タスクを実行します。

一般的にリモート ポーラーはデータをサテライ トサーバーに保存しますが、 サ
テライ トサーバーはターゲッ ト となるデバイスまたはポーリ ングされたデバイ
スの近くにあ り ます ( ネッ ト ワークパス とい う点で )。 このため、 信頼性が低く

サイズが大きい SNMP パケッ トの移動距離が短縮されます。 

OVPI 管理者は、 リモートポーラーを設定する際に、 重複ポーリ ングを回避す

る必要があ り ます。 重複ポーリ ングは、 同じデバイスが複数のポーリ ングを行う

システムによってポーリ ングされる場合に発生します。
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サテライ トサーバー

サテライ トサーバーは通常、 Web アクセスサーバー以外のすべての OVPI コン

ポーネン トがインス トールされているシステムですが、 通常は時間単位のレベ
ルを超えて収集されたデータの処理を実行するこ とはあ り ません。 一部集約さ
れたデータは中央サーバーにコピーされ、 そこで集約が完了します。 複数のリ

モートポーラーがサテライ ト システムにレポートできます。 

サテライ トサーバーは通常、 16 ページの 「OVPI システムの役割と タスク」 に

記載されている未処理のデータから割合データへの変換処理と、 割合データか
ら時間単位のデータへの要約タスクを実行します。 

場合によっては、 サテライ トサーバーは完全なデータ集約およびレポート生成
を実行する完全なスタンドアロンシステムと して実行されますが、 その場合で
も、 未処理のデータ、 割合データ、 または一部集約されたデータは中央サー
バーにコピーされます。 このため、 各サテライ トサーバーにおいて局所的なレ

ポート を表示できる と共に、 中央サーバーでネッ ト ワーク全体のレポート も利
用するこ とができます。

中央サーバー

中央サーバーシステムには通常、 Web アクセスサーバー以外のすべての OVPI
コンポーネン トがインス トールされています。 1 つまたは複数のサテライ トサー

バーから一部処理済のデータを受信し、 通常は時間単位以上のデータ処理を担
当し、 最終段階までデータを処理します。 中央サーバーは、 16 ページの

「OVPI システムの役割と タスク」 に掲載されている日単位、 月単位、 および予

測データの要約を実行します。

Web アクセスサーバー

Web アクセスサーバーは OVPI Web サイ ト をホス トするシステムです。 また、

OVPI ク ラ イアン トのユーザー認証にも使用します。

Web アクセスサーバーは、 多くの場合大量のメモ リーと CPU を必要と します。 
そのため、 Web アクセスサーバーをインス トールするシステムには、 その他の

OVPI プロセスが実行されていないシステムを選択するこ とを強くお勧めしま

す。
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システムの役割とコンポーネン トについて

表 1 に、 各システムの役割に対して一般的にインス トールされる OVPI ソフ ト

ウェアコンポーネン ト を示します。

表 1 一般的なソフ トウェアコンポーネン トの構成

システムの役割

Sybase
または
Oracle

OVPI
データ
ベース

OVPI
パフォーマンス
マネージャ

Web
アクセス
サーバー

クライ
アン ト

リモート
ポーラー

スタンドアロン X X X X X

リ モート ポーラー X

サテライ トサーバー X X X X

中央サーバー X X X X

Web アクセスサーバー X
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2

インストールの準備

本章では、 HP OpenView Performance Insight (OVPI) のインス トールに必要な

前提条件とガイ ド ラ インについて説明します。 こ こでは、 以下の内容について説

明します。

• OVPI の構成方法

• サポート対象のオペレーティングシステム、 UNIX デスク ト ップ、 および

データベース管理システム

• Java の実行で必要なパッチ

• OVPI で必要な HP-UX のパッチ

• すべての OVPI コンポーネン トがインス トールされた場合のデフォルトのメ

モ リーおよび記憶領域容量に関する要件

• UNIX システムのみ : Sybase をインス トールする際のカーネルの再構成、

raw パーティシ ョ ンの設定コマンド、 および Sybase のデバイスサイズの制

限
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• セッ ト アッププログラムを起動するための手順

OVPI の構成方法

OVPI は、 単一のサーバーのみを含むスタンドアロンシステムと しても、 または

複数のサーバーを含む分散システムと しても動作します。

スタンドアロン構成では、 OVPI のすべてのコンポーネン トが 1 つのシステムに

インス トールされます。 分散型構成では、 OVPI の各コンポーネン ト を物理的に

離れた複数のシステムにインス トールし、 OVPI 全体を 1 つの分散型システムと

して動作させます。 どちらの構成でも、 ユーザーは、 Web アクセスサーバーに

アクセスできるすべてのイン ト ラネッ ト またはインターネッ ト上のワークス
テーシ ョ ンでレポート を表示できます。

分散型構成を採用する理由

OVPI を分散型構成で導入する理由はさまざまです。 特に、 以下の条件のいずれ

かに当てはまる場合は、 分散型構成によってパフォーマンスの向上が期待でき
ます。

— 地理的に分散している大規模なネッ ト ワークを使用していて、 各地域に
ついてそれぞれ独自のレポートが必要な場合

— 1 つのサーバーで処理できる量 ( 一般的にポーリ ングおよび要約対象の

オブジェク ト数 20,000) を超えるオブジェク トがある場合

処理負荷の分散という メ リ ッ ト もあ り ますが、 地理的、 組織的、 または機能的
な要因も検討の対象になりえます。 監視対象のネッ ト ワーク とユーザーの作業内

容を検証するこ とによって初めて、 全体のバランスが取れます。 

全体のバランスを取るために役立つ検討事項を以下に示します。

• 管理対象の構成要素の数。

インス トールを始める前に、 インス トールキッ トに含まれている 『Performance 
Insight リ リース ノート 』 に目を通しておく こ とを強くお勧めします。 このド

キュ メン トは、 OVPI バージ ョ ン 5.1.1 のリ リースでの変更についての概要を説

明しています。
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十分な処理能力が確保されているかを検証します。 OVPI がレポートする必

要のある構成要素の数は、 必要なシステムの数に直接影響します。 環境に
よって、 最低 1 台ずつ各種システムを用意する必要があ り ますが、 場合に

よって、 分散アーキテクチャがまったく必要なくな り ます。 この点について

は、 HP の営業担当者にお問い合わせください。

• 管理対象デバイスの位置。

ネッ ト ワーク管理インフラス ト ラ クチャの速度を検証します。 管理対象デバ

イスが地理的に分散している場合、 リモート ポーラーが必要にな り ます。 一
般的なケース と してデータ収集が SNMP を使用して行われる場合、 デバイ

スの近くに リモートポーラーシステムを導入する と、 サイズが大き く信頼性
が低い SNMP パケッ トの移動距離を ( ネッ ト ワークパスの点で ) 短くする

こ とができます。 このため、 ポーリ ング周期を短縮でき、 データ収集のパ

フォーマンスが改善されます。

• サテライ トサーバーでのレポートの必要性。

ユーザーの種類と各種ユーザーの作業内容を検証します。 複数のサテライ ト

サーバーを設置しなければならないほどネッ ト ワークの規模が大きい場合
は、 他の要因を考慮する必要があ り ます。 たとえば、 各サテライ トサーバー

に、 ユーザーグループの作業対象であるデバイスグループを割り当てるかを
検討します。 

たとえば、 ネッ ト ワークが複数の地域に分散している場合は、 各地域に 1 つ

ずつサテライ トサーバーを配置する と よいでし ょ う。 この場合、 各地のユー

ザーはその地域に固有のレポート を表示できます。 

中央サーバーにアクセスすれば同じレポート を参照できますが、 一部のユー
ザーにとっては、 ローカルなシステムレポートにアクセスする方が都合が良
い場合もあ り ます。 このよ う な場合には、 サテライ トサーバーは完全なデー

タ処理サイ クルを実行する必要があ り、 Web アクセスサーバーもインス

トールする必要があ り ます。 その場合、 サテライ トサーバーにかかる処理負

荷は大き くな り ますが、 地域的に存在するユーザーと中央の Web アクセス

サーバー間のネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ クは軽減されます。

• 中央サーバーでの準リ アルタイムレポートの必要性。

ユーザーの種類と各種ユーザーの作業内容を検証します。 収集したデータを

サテライ トサーバーで時間単位まで処理してから、 中央サーバーにコピーす
る方法が、 データの集約や転送に関して最も効率の良い構成です。 
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この構成の利点は、 中央サーバーの処理負荷を減らすこ とができるだけでな
く、 サテライ トサーバーと中央サーバーとの間のネッ ト ワーク ト ラフ ィ ッ ク
も軽減できるこ とです。 ただし、 中央サーバーは詳細なレポートが利用でき

な くな り ます。 準リ アルタイムレポート などの一部のレポート を表示するに

は、 最も精度の高い割合データが必要です。 このよ うなデータが利用できな

い場合、 レポートは正常に動作せず、 システムから削除する必要があるた
め、 機能が減少します。

これらのレポート を表示する必要のあるユーザーには、 以下のオプシ ョ ンが
与えられています。

— 時間単位のデータではなく割合データを中央サーバーに転送する。 この

場合、 サテライ トサーバーの処理負荷は削減されますが、 中央サーバー
の処理負荷は大幅に増大します。 また、 大量のポーリ ングデータがサテ

ライ トサーバーと中央サーバー間を移動するため、 レポート システム全
体のネッ ト ワーク使用量も増大します。

— 割合データ と時間単位のデータの両方を中央サーバーに転送する。 この

場合、 レポート システム全体のネッ ト ワーク使用量が大幅に増大しま
す。

— 時間単位のデータのみを中央サーバーに転送するが、 サテライ ト システ
ムでの地域的なレポート機能を有効にし、 各サテライ ト システムで準リ
アルタイムレポート を利用可能にする。 この場合、 サテライ トサーバー

はレポート要求に対応しながら日単位および月単位の集約も実行する必
要があるため、 サテライ トサーバーの処理負荷が増大します。 また、

ネッ ト ワーク全体ですべてのレポートパッ クを 1 つのシステムから利用

できないため、 管理者は特定地域のト ラフ ィ ッ クに関する詳細なレポー
ト を利用するために各地のサーバーにアクセスする必要があ り ます。

一般的な分散型構成

OVPI は極めて柔軟性が高く、 さまざまな構成が可能です。 ガイ ド ラ インと し

て、 非常に大規模なネッ ト ワークの一般的なアーキテクチャでは、 複数のポー
ラーシステムが管理対象デバイスの近くに配置されます (26 ページの図 1 を参

照 )。 各ポーラーは親のサテライ ト システム ( 通常はその地域の拠点 ) と通信す

る必要があ り ます。 各デバイスは 1 つのポーラーによってポーリ ングされ、

OVPI 管理者は同じデバイスを重複してポーリ ングするこ とのないよ うにしなけ

ればなり ません。
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サテライ ト システムは、 ポーリ ングされてすぐの未処理のデータを時間単位ま
で要約します。 これには非常に大量のデータサンプルを処理するため、 多くの

CPU 時間を使用します。 一般的にサテライ ト システムは、 時間単位以上にデー

タを集約するこ とはあ り ません。

サテライ ト システムはネッ ト ワーク全体の時間単位の要約データを中央サー
バーにコピーするよ うに構成され、 そのデータは中央サーバーで他のサテライ
トサーバーからのデータ とま とめられます。 中央サーバーは最終的な処理を実行

し、 レポートパッケージに基づいて時間単位から日単位、 月単位、 または予測
レベルにデータを集約します。

Web アクセスサーバーは別のシステムにインス トールされ、 中央サーバーの

データベースを使用して、 受信するレポート要求に対応します。

このアーキテクチャがレポート環境と して適していない場合は、 HP の営業担当

者にお問い合わせください。
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図 1 一般的な SNMP ポーリングシステム用分散型アーキテクチャ

インス トール前に考慮すべき問題

以降の各項では、 インス トールを始める前に考慮すべき一般的な問題について
説明します。
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専用システム

OVPI は CPU およびディ スクを大量に使用するアプ リ ケーシ ョ ンです。 OVPI
は、 OVPI のみを実行する専用のシステムにインス トールする必要があ り ます。

レポートパックの更新

OVPI を新規にインス トールする場合以外は、 レポートパッ クを変更する必要が

ある場合があ り ます。 どのよ うに変更するかは、 レポートパッ クごとに異な り ま

す。 詳細は、 176 ページの 「レポートパッ ク とデータパイプのアップグレード」

およびレポートパッ クに付随するユーザーガイ ドを参照して ください。 

ポーリングおよび SNMP の接続性

ネッ ト ワークからデータを収集するシステムは、 中間的なファ イアウォールを
介してネッ ト ワークデバイスに接続する必要があ り ます。 サテライ トサーバーが

複数のポーラーを管理する場合は、 各ポーラーがポーリ ングするデバイスを分
割するための特殊なポーリ ングポ リシーを作成する必要があ り ます。 ポーリ ング

ポ リ シーの作成についての詳細は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照

して ください。

レポート を利用するクライアン トの接続性

ユーザーが Web ブラウザを使用してレポート を表示する必要がある場合は、 す

べてのユーザーにシステムと Web アクセスサーバー間の HTTP 接続が必要で

す。 ユーザーがレポート ビューアまたはレポート ビルダアプ リ ケーシ ョ ンを使用

する場合は、 ク ラ イアン ト システムと Web アクセスサーバーシステム、 適切な

ポート上のデータベースサーバー間の接続性が必要です。

一般的なネッ トワーク接続性

使用可能なポートの範囲を特定して、 すべての OVPI システム間の接続を可能

にする必要があ り ます。 詳細は、 32 ページの 「デフォル トのポート番号」 を参

照して ください。 
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SNMP Security Pack

SNMPv3 ノードからデータを収集する場合、 SNMP Research から入手できる

SNMP Security Pack をインス トールする必要があ り ます。 詳細については、 次

の Web サイ ト を参照して ください。

http://www.snmp.com

オペレーティングシステムに合わせて以下のバージ ョ ンをインス トールして く
ださい。

• バージ ョ ン 16.1.0.19 (UNIX の場合 ) 

• バージ ョ ン 16.1.0.35 (Windows の場合 ) 

SNMPv3 ノード も設定する必要があ り ます。 詳細については、 『Performance 
Insight 管理ガイ ド』 の第 2 章を参照してください。

国際化とローカライズ

OVPI には国際化をサポート しています。 

OVPI は、 サポート されているオペレーティングシステムのどの言語バージ ョ ン

にも インス トールできます。 ただし、 バージ ョ ン 5.1.1 では、 OVPI は次の言語

用にしかローカライズされていません : 日本語、 韓国語、 簡体字中国語、 繁体字

中国語。

データベースサポートは Oracle 向けに国際化されています。 Sybase データベー

スシステムでは、 英語ベースのシステムを使用する必要があ り、 ローカライズ
されたデータはサポート されていません。

ネッ トワーク ノードマネージャ統合

OVPI とネッ ト ワーク ノードマネージャ (NNM) が同じマシンに共存する場合、

NNM 7.5 L10N 以降を使用する必要があ り ます。



第 2 章

29

インストールの前提条件のチェ ックリス ト

以下のチェ ッ ク リ ス ト を使用して、 OVPI のインス トールの前提条件を満たして

いるこ とを確認して ください。

1 OVPI をスタンドアロン構成と分散型構成のどちらでインス トールするかを

決定してある。

2 OVPI をインス トールするシステムが、 最小インス トール要件に適合してい

る。

詳細は、 30 ページの 「システムの要件」 を参照して ください。 

3 Compaq Insight Manager サービスを停止している (OVPI を Compaq シス

テムにインス トールする場合 )。

4 OVPI のインス トールを開始する前に、 データベースをすでにインス トール

していて、 動作中である。 

データベースのインス トールの詳細は、 第 3 章 「データベースのインス トー

ル」 を参照して ください。

5 HP 独自のメモ リー管理サービスを実行する Windows システムのみ :

OVPI をインス トールする前に、 以下のサービスを無効にする。

– HpComponent

– HPEventLog

– HPFpcSvc

– HpLerSvc

– HPSdnSvc

6 Web アクセスサーバー のみ :

a  以下のいずれかの Web ブラウザがインス トールされている必要があ り

ます。

– Microsoft Internet Explorer 5.5 以降

– Netscape Navigator 6.0 以降
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b Web ブラウザでは Java スク リプ トが有効になっている必要があ り ま

す。 そ うでないと、 Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンのナビゲー

シ ョ ンフレームを参照できません。

Java スク リプ ト を有効にするには、 Web ブラウザによって以下のいず

れかを実行します。

— Internet Explorer

ブラウザの [ ツール ] メニューから [ インターネッ ト  オプシ ョ ン ] を選

択します。 [ インターネッ ト  オプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスが表示

されます。 [ セキュ リ ティ ] タブを選択します。 Web コンテンツの

ゾーンで [ インターネッ ト ] をク リ ッ ク し、 [ レベルのカスタマイズ ] を
ク リ ッ ク します。 [ セキュ リ ティの設定 ] ダイアログボッ クスが表示

されます。 設定の一覧を下へスクロールし、 スク リプ トの設定を探

します。 [ アクティブスク リプ ト ] の下の [ 有効にする ] を選択しま

す。 [ セキュ リ ティの設定 ] ダイアログボッ クスの [OK] をク リ ッ ク

します。 [ インターネッ トオプシ ョ ン ] ダイアログボッ クスの [OK]
をク リ ッ ク します。

— Netscape Navigator

ブラウザの [ 編集 ] メニューから [ 設定 ] を選択します。 [ 設定 ] ダイ

アログボッ クスが表示されます。 [ 詳細 ] に移動し、 [ スクリプ ト とプ

ラグイン ] をク リ ッ ク します。 [JavaScript を有効にする ] ボッ クスで

[Navigator] を選択します。 [ 設定 ] ダイアログボッ クスの [OK] をク

リ ッ ク します。

システムの要件

この項では、 OVPI ソフ ト ウェアのインス トールと実行に必要な以下のシステム

要件について説明します。

• サポート対象のオペレーティングシステムおよびデータベース管理システム

• 国際化と ローカライズの問題

• デフォルトのポート番号

• Java の実行で必要なパッチ

• HP-UX システムで必要なパッチ
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• ハードウェア要件

• すべての OVPI コンポーネン トがインス トールされた場合のメモ リーおよび

記憶領域容量に関する要件

サポート対象のオペレーティングシステムおよびデータベース
管理システム

表 1 に、 OVPI がサポート しているオペレーティングシステムおよびデータベー

ス管理システム (Sybase Adaptive Server バージ ョ ン 11.9.2.5 ESD 1 または

Oracle 9.2.0.5) と、 各オペレーティングシステムでサポート されている OVPI
コンポーネン ト を示します。

表 1 サポート されるソフ トウェア構成

オペレーティ ングシステム
データベース
管理システム

OVPI
コンポーネン ト

HP-UX 11.11 Sybase および
Oracle

すべて

Red Hat Enterprise Linux 2.1
Red Hat Enterprise Linux 3
SuSE Linux Enterprise Server 8

なし OVPI ク ラ イアン ト

Solaris 8 Sybase および
Oracle

すべて

Solaris 9 Oracle すべて

Windows 2000 Server および
Advanced Server(Service Pack 4
以降 )

Sybase および
Oracle

すべて

Windows 2003 Standard および
Enterprise 

Oracle すべて

Windows XP なし OVPI Client および

Web アクセスサー

バー 
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ク ラ イアン トのみのインス トールをした場合は、 通常の OVPI 全体のインス

トールをしたあとに管理コンソールの [ ツール ] メニューから使用できる以下の

アプ リ ケーシ ョ ンが、 いずれも使用できません : データベースチューナー、 MIB
ブラウザ、 SNMP 検出、 タイプ検出、 およびパッケージマネージャ。 さ らに、

新しいデータテーブルまたはプロパティテーブルを登録するこ と も、 収集デー
タをデータベースに自動的に追加するこ と もできません。 全機能を有効にするに

は、 パフォーマンスマネージャをインス トールする必要があ り ます。

UNIX のサポート されているデスク ト ップ

OVPI は、 CDE の UNIX デスク ト ップをサポート しています。

デフォルトのポート番号

OVPI では、 各コンポーネン トで以下のデフォルトポート番号が使用されます。

• OVPI データベース。 OVPI データベースは、 未処理データ と要約データを

保存および処理します。

— Sybase はポート 5000 (Windows) またはポート 2052 (UNIX) を使用し

ます。

— Oracle はポート 1521 (Windows および UNIX) を使用します。

• Web アクセスサーバー。 Web アクセスサーバーはレポート ビューアおよび

レポート ビルダに構成情報を提供し、 Web ブラウザを介してレポートの表

示、 スケジュール設定、 および管理機能を提供します。 

Web アクセスサーバーは、 SSL を無効にする とポート 80 を、 SSL を有効

にする とポート 443 を使用します。 

Solaris システムの場合のみ、 OVPI は Veritas Cluster Server (VCS) を使用し

て可用性の高い環境で実行できます。 詳細については、 OVPI Solaris CD の

$DPIPE_HOME/docs/WhitePapers フォルダーにあるホワイ トペーパー

『OVPI High Availability with Veritas Cluster Server on Solaris』 を参照して く

ださい。 ホワイ トペーパーに記述されているスク リプ トは $DPIPE_HOME/
contrib/Veritas フォルダーにあ り ます。 

OVPI は OpenWindows をサポート していません。
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このポートは、 管理コンソールを使用した リモート OVPI 管理にも使用され

ます。

Web アクセスサーバーを使用している場合、 管理サーバーも使用する必要

があ り ますが、 この管理サーバーもデフォルトでポート 80 を使用します。 
リ モート OVPI プロセスは管理サーバーを使用して、 システムの構成に必要

な現在のシステムに関する情報を収集します。 管理サーバーは主に管理コン

ソールによって使用されますが、 他の OVPI アプ リケーシ ョ ンにも使用され

ます。 

図 2 に、 OVPI の構成の例と OVPI で使用されるデフォルトのポート番号を示

します。

図 2 OVPI で使用されるデフォルトのポート番号

ファ イアウォールソフ ト ウェアを使用している場合は、 ファ イアウォールで
OVPI ポート を開く必要があ り ます。 ポート を開く方法については、 ファ イア

ウォールのマニュアルを参照して ください。

ポーラー ポーラー

システム Eシステム E

管理
コンソール

システム D

システム A

システム A にはデータベースと

パフォーマンスマネージャが含まれる

パフォーマンス
マネージャ

データベース

システム B

システム C

Web クライアン ト クライアン ト

データの流れを示す

ユーザーの認証またはレポートの
展開、 あるいはその両方に使用

Web アクセス

サーバー
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Java の実行で必要なパッチ

OVPI には Java 1.4.2_02 が搭載されています。 Java はインス トール時に自動的

にシステムにロード されますが、 多くの場合、 お使いのオペレーティングシス
テムで必要なパッチをダウンロード しなければ正常に動作しません。 

インストールされているパッチの表示

以下のいずれかのコマンドを使用して、 システムにインス トールされている
パッチを確認して ください。

• HP-UX

次のコマンドを入力します。

/usr/sbin/swlist -l product | fgrep PH 

• Solaris

次のコマンドを入力します。

showrev -p 

• Windows

以下の手順に従います。

a Windows エクスプローラの [ ヘルプ ] メニューから [ バージ ョ ン情報 ]
を選択します。

b バージ ョ ンの行に記載されているサービスパッ クの番号を見つけます。 
次の例では、 xxxx がビルド番号であ り n がサービスパッ クの番号です。

Version 5.0 (Build xxxx: Service Pack n)

データベース (Sybase または Oracle) や OVPI をインス トールする前に、 すべ

てのオペレーティングシステムパッチをインス トールする必要があ り ます。 この

マニュアルの印刷の時点でテス トが完了している必要なパッチを掲載していま
すが、 必要なパッチの最新の一覧については HP の営業担当者にお問い合わせ

ください。 
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必要な Java パッチ

お使いのオペレーティングシステム用の最新の Java 関連パッチを検索するに

は、 以下の Web サイ ト アドレスにアクセスして ください。

• HP-UX

http://www.hp.com/products1/unix/java/patches/index.html ( 英語 ) 

• Solaris

http://java.sun.com/j2se/1.4.2/ja/download.html 

「Solaris OS Patches」 のセクシ ョ ンを探して ください。

• Windows 

http://windowsupdate.microsoft.com 

HP-UX システムの OVPI コンポーネン トに必要なその他のパッ

チ

データベーススキーマおよびパフォーマンスマネージャコンポーネン ト を
HP-UX システムにインス トールする場合は、 表 2 に掲載されている HP-UX の

パッチを事前にインス トールする必要があ り ます。  

これらの URL は予告な く変更されるこ とがあ り ます。

T

これらのパッチは以下のサイ トにあ り ます。

http://www1.itrc.hp.com/service/index.html

この URL は予告なく変更されるこ とがあ り ます。
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データベースのハードウェア要件

表 3 に、 データベースのサイズに基づいた、 推奨する最小システム要件を示し

ます。 

表 3 では、 OVPI がデータを収集し、 レポート を生成する管理対象オブジェク ト

の数によってシステム負荷が決定されるものと します。 管理対象オブジェク ト

は、 実際にデータを収集する対象の 1 つです ( たとえば、 1 つのフレーム リ レー

の PVC や 1 つのルーターのインタフェースなど )。 

中間サイズのスタンドアロンシステム ( 表 3 の推奨要件に基づき、 データベース

サイズが 10 または 20 GB のもの ) で、 15 分ごとに最高 20,000 の管理対象オブ

ジェク ト をポーリ ングできます。 

分散型構成は通常、 別個のレポートサーバー (Web アクセスサーバー )、 サテラ

イ トサーバー、 および中央サーバーから構成されています。 サテライ トサーバー

は毎時ロールアップを実行し、 時間単位のデータを中央サーバーに送信します。 
大規模なサテライ トサーバーは、 15 分のポーリ ング周期で最大 30,000 個のイン

タフェースをポーリ ングできます。 また、 中央サーバーは、 特別な処置を施す
こ とな く、 4 台のサテライ トサーバーを使用できます。

表 2 OVPI コンポーネン トに必要な HP-UX のパッチ

パッチ番号 説明

PHSS_14577  s700_800 11.00 HP aC++ ランタイム ラ イブラ リ  コンポー

ネン ト (A.03.10) 

PHCO_29495 s700_800 11.11 libc 累積パッチ

PHKL_27315 s700_800 11.11 共有ミ ューテッ クスハング、 共有同期の性

能改善

PHSS_30966 s700_800 11.11 ld(1) およびリ ンカーツール累積パッチ

PHCO_30544 s700_800 11.11 Pthread 拡張機能および修正

大規模なシステムの場合は、 ディ スクコン ト ローラを追加するこ とをお勧めし
ます。
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表 3 データベースサイズ別のシステム推奨案

データベー

スのサイズa CPU

Sybase
最低メモリー
および推奨

メモリーb

Oracle
最低メモリー
および
推奨メモリー

10 KB 
RPM 以上

のドライ

ブの数c ド ライブの使用

2 GB 1 1 GB/2 GB 2 GB/4 GB 4 OS およびスワップ用に 1 個

一時データベース用に 1 個

ログファ イル用に 1 個

データベース用に 1 個

5 GB 1 1 GB/2 GB 2 GB/4 GB 4 OS およびスワップ用に 1 個

一時データベース用に 1 個

ログファ イル用に 1 個

データベース用に 1 個

10 GB 2 1 GB/4 GB 2 GB/8 GB 6 OS およびスワップ用に 1 個

一時データベース用に 1 個

ログファ イル用に 1 個

データベース用に 3 個 (RAID 
0 構成 )

20 GB 2 1 GB/4 GB 2 GB/8 GB 6 OS およびスワップ用に 1 個

一時データベース用に 1 個

ログファ イル用に 1 個

データベース用に 3 個 (RAID 
0 構成 )
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デフォルトのメモリーおよび記憶領域の要件

この項では、 データベースおよび OVPI のインス トールのための、 デフォルト

のメモ リーおよび記憶領域の要件について説明します。 

40 GB 4 1 GB/4 GB 4 GB/16 GB 8 OS およびスワップ用に 1 個

一時データベース用に 1 個

ログファ イル用に 1 個

データベース用に 5 個 (RAID 
0 構成 )

80 GB 4 1 GB/4 GB 4 GB/16 GB 8 OS およびスワップ用に 1 個

一時データベース用に 1 個

ログファ イル用に 1 個

データベース用に 5 個 (RAID 
0 構成 )

a. データベースには、 保存するデータが使用する容量の 2 倍のディ スク領域を確保する必要があ り ま
す。 記載されている ド ラ イブの数は、 許容できるパフォーマンスを確保するための最小値であ り、
各ド ライブが 36 GB であるこ とを前提と しています。 大容量のド ライブ ( たとえば 72 MB) を使用
しても、 推奨される ド ライブの数は減り ません。 4 つ以上のレポートパッ クを同時に実行している
場合は、 Web アクセスサーバーを別のシステムにインス トールするこ とをお勧めします。

b. Sybase と Oracle の最低メモリーの場合、 OVPI をインス トールして実行できますが、 オブジェク
トの数が制限されます。 高負荷時のパフォーマンスは許容できないレベルになる可能性があ り ま
す。

c. この中には、 使用されている ミ ラード ライブは含まれていません。

表 3 データベースサイズ別のシステム推奨案 ( 続き )

データベー

スのサイズa CPU

Sybase
最低メモリー
および推奨

メモリーb

Oracle
最低メモリー
および
推奨メモリー

10 KB 
RPM 以上

のドライ

ブの数c ド ライブの使用
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すべてのコンポーネン ト を、 同一の UNIX ファ イルシステムまたは Windows
パーティシ ョ ンにインス トールする必要はあ り ません。 ただし、 特定のコンポー

ネン ト をインス トールする場合、 そのデフォルトの領域は 1 つのシステムに由

来している必要があ り ます。

最小記憶領域要件

表 4 に、 Sybase の最小記憶領域要件の一覧を示します。 (Oracle の要件について

は、 Oracle のマニュアルを参照して ください。 )

データベースメモリー構成

Sybase の実行に必要なメモ リーの量を決定するには、 システム メモ リーの総量

に基づいた計算方法を使用します。 表 5 に、 Sybase の実行に必要なメモ リー容

量を、 システム メモ リーの総量に基づいて計算する方法を示します。 (Oracle の

要件については、 Oracle のマニュアルを参照して ください。 )

OVPI をインス トールした後に Oracle または Sybase データベースのサイズを

拡張する方法については、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して くだ

さい。

表 4 Sybase の最小記憶領域要件

コンポーネン ト HP-UX Solaris Windows

実行可能プログラム 367 MB 358 MB 99 MB

マスターデータベース 50 MB 50 MB 30 MB

ス ト アドプロシージャ
データベース

60 MB 60 MB 60 MB

インス トールの合計 477 MB 468 MB 189 MB
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OVPI データベースの最小記憶領域要件

データベースのサイズは、 ポーリ ングされるデバイスの数、 収集されるデータ
オブジェク トの量、 データの保存期間によって決定されます。

表 6 に、 Sybase を使用する OVPI データベースの最小記憶領域要件の一覧を示

します。

Oracle での OVPI データベースの最小記憶領域要件は、 すべてのプラ ッ ト

フォーム (HP-UX、 Solaris、 および Windows) でメ インデータベースに対して

800MB です。

表 5 Sybase データベースのメモリー構成

システムの物理メモリーのサイズ Sybase で必要とする割合a

256 MB 以下 物理メモ リーの 50%

257 MB 以上 物理メモ リーの 60%

a. HP-UX システムでは、 オペレーティングシステムの制限によ り、 データベース
メモリーの合計は 1GB を超えるこ とはあ り ません。

表 6 Sybase での OVPI データベース最小記憶領域要件

コンポーネン ト HP-UX Solaris Windows

メ インデータベース 800 MB 800 MB 800 MB

一時データベースa 400 MB 400 MB 400 MB

ログデータベースb 400 MB 400 MB 400 MB

インス トール合計c 1600 MB 1600 MB 1600 MB

a. 一時データベースのデフォルトの大きさは、 メ インデータベースの 50% に設定
されています。 この値はインス トール時に変更できます。

b. ログデータベースのデフォルトの大きさは、 メ インデータベースの 50% に設定
されています。 この値はインス トール時に変更できます。

c. OVPI データベースのインス トールの合計値は選択された指定した比率に基づく
ため、 変わる可能性があ り ます。
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OVPI 記憶領域要件

表 7 に、 OVPI の最小記憶領域要件の一覧を示します。

デバイスサイズの制限 

この項では、 2 ギガバイ ト (GB) を超えるサイズのデバイスをサポートする場合

の、 Sybase Adaptive Server 11.9.2.5 のデバイスサイズの制限について説明し

ます。

検索ユーティ リ ティ を使用して、 Sybase はホス ト システムで許可されている最

大デバイスサイズを特定し、 サポートするこ とができます。 

表 7 OVPI 最小記憶領域要件

コンポーネン ト HP-UX Solaris Windows

OVPI データベーススキーマa 600 MB 500 MB 400 MB

パフォーマンスマネージャ 425 MB 330 MB 365 MB

Web アクセスサーバー 255 MB 190 MB 165 MB

ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン 180 MB 105 MB 90 MB

リ モート ポーラー 265 MB 200 MB 130 MB

完全 ( スタンドアロン ) インス

トールbc
900 MB 900 MB 1300 MB

a. Oracle の場合さ らに 800MB、 Sybase の場合さ らに 1600MB の追加を想定して
ください。

b. Oracle の場合さ らに 800MB、 Sybase の場合さ らに 1600MB の追加を想定して
ください。

c. これらの値は、 1 つのシステムにすべてのコンポーネン ト をインス トールした場
合の記憶領域要件です。
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表 8 に、 最大デバイスサイズおよびオペレーティングシステムによってどのよ

うに異なるかを示します。 (Oracle の要件については、 Oracle のマニュアルを参

照して ください。 )

アドレス指定可能なメモリーの制限 

表 9 に、 Sybase Adaptive Server 11.9.2.5 および Oracle 9.2.0.5 でのアドレス指

定可能なメモ リーの制限をオペレーティングシステム別に示します。  

表 8 Sybase でサポート されている最大デバイスサイズ

オペレーテ ィ ングシステム

Sybase のバージョ ン

11.9.2.5 ファイル 11.9.2.5 Raw

HP-UX 32 GB 32 GB

Solaris 2 GB 32 GB

Windows 4 GB 該当なし

表 9 Sybase および Oracle でのアドレス指定可能なメモリーの制限

オペレーティ ング
システム

データベース

Sybase Oracle (32-bit) Oracle (64-bit)

HP-UX 1 GB 最大 1 GB (SHMMAX
カーネルパラ メータ用 )

1.75 GB ( すべての

Oracle インスタンス用
SGA(Shared Global 
Area) の合計 )

オペレーティングシ
ステムが処理できる
サイズに限定

Solaris 4 GB 2 GB オペレーティングシ
ステムが処理できる
サイズに限定

Windows 2 GB 2 GB 該当なし
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UNIX 固有の要件

UNIX システムに OVPI をインス トールする場合は、 この項で指定されている

すべての要件を満たしているこ とを確認して ください。 

UNIX システムで、 以下を実行します。

• Sybase をインス トールする前に、 カーネルを再構成します。

Oracle をインス トールしている場合は、 カーネルの設定について、 Oracle
のマニュアルを参照して ください。

• UNIX ファ イルシステムまたは raw パーティシ ョ ンのどちらに OVPI デー

タベースをインス トールするかを決定し、 OVPI データベースをインス トー

ルする前に raw パーティシ ョ ンを設定します。

raw パーティシ ョ ンと UNIX ファイルシステムの使用

この項では、 OVPI Sybase データベースを raw パーティシ ョ ンにインス トール

する場合 (S0 および Veritas の raw パーティシ ョ ンがサポート されている ) と、

UNIX ファ イルシステムにインス トールする場合との、 違いについて説明しま

す。

Oracle データベースを raw パーティシ ョ ンにインス トールするユーザーは、 自

分で表領域を設定する必要があ り ます ( その後、 OVPI のインス トール時に

[Oracle 上の既存の表領域を使用します ] オプシ ョ ンを選択します )。 68 ページの

「表領域の作成」 および Oracle のマニュアルを参照して ください。

OVPI をインス トールする と、 デフォルトではデータベースは UNIX ファ イル

システムにインス トールされます。

30 ページの 「システムの要件」 に記載されている要件もすべて満たしているこ

とを確認して ください。
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raw パーティシ ョ ンと UNIX ファイルシステムとの比較

UNIX システムの raw パーティシ ョ ンは、 ファ イルシステムが作成されていな

い部分のディ スクを指します。 Sybase Adaptive Server ではデータベースデバ

イス用に UNIX ファ イルを使用するこ と も可能ですが、 Sybase では raw パー

ティシ ョ ンを使用するこ とをお勧めしています。

ほとんどの UNIX システムではディ スク I/O にバッファキャ ッシュを利用しま

す。 ディ スクへの書き込みはいったんバッファに保存され、 すぐにディ スクに
は書き込まれません。 Sybase Adaptive Server が ト ランザクシ ョ ンを完了し、

結果を UNIX ファ イルに送信する と、 UNIX バッファキャ ッシュがディ スクに

書き込まれていなくても、 ト ランザクシ ョ ンは完了したものとみなされます。 こ
のバッファキャ ッシュが書き込まれる前にシステムがク ラ ッシュした場合、
データは失われてしまいます。 このよ うな場合、 Sybase Adaptive Server には

ディ スクへの書き込みが最終的に失敗したこ とを認識する手段がないため、 ト
ランザクシ ョ ンはロールバッ ク されません。 さ らに、 一部の UNIX オペレー

ティングシステムでは部分的な書き込みも実行します。 その場合、 システムがク

ラ ッシュする と、 Sybase デバイスは破損します。

Sybase デバイスに raw パーティシ ョ ンを使用した場合、 Sybase Adaptive 
Server は UNIX のバッファ機構を利用せずに、 独自の I/O 要求を処理するこ と

ができます。 この方法では、 Sybase Adaptive Server は、 システムク ラ ッシュ

が発生した場合に ト ランザクシ ョ ンのどの部分が完了し、 どの部分が失敗した
かを正確に認識するこ とができます。 

raw パーティシ ョ ンの使用

raw パーティシ ョ ンを使用する場合、 実質的にデータベースはそのサーバーに

保存されている他の情報から分割または隔離されます。 このよ うなパーティシ ョ

ニングには、 パフォーマンス上重要な意味があ り ます。

長所

すべての保存データは、 1 つの場所に置かれます。 このため、 データベースが効

率的に利用され、 処理速度が向上します。 さ らに、 システムク ラ ッシュが発生し

た場合も、 パーティシ ョ ン化されたデータベースはいくぶん容易に復元するこ
とができます。 外部からのデータベースへの干渉も、 はるかに困難になり ます。
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短所

Sybase を raw パーティシ ョ ンにインス トールした時のパフォーマンス上の利点

が、 OVPI ユーザーのシステム環境によっては、 顕著に現れない場合があ り ま

す。 インス トールプロセスがよ り複雑であ り、 不必要な場合もあ り ます。 さ ら

に、 Sybase を raw パーティシ ョ ンにインス トールする場合、 サーバーの使用可

能なディ スク領域を多く必要と します。 また、 標準の UNIX バッ クアップユー

ティ リ ティでは raw パーティシ ョ ンをバッ クアップするこ とはできません。 
Sybase のバッ クアップユーティ リ ティおよびアーカイブユーティ リ ティを使用

して、 データベースのコピーを作成する必要があ り ます。

UNIX ファイルシステムの使用

UNIX ファ イルシステムを使用する場合、 データベースが他のアプリ ケーシ ョ

ンに取り囲まれている場合や、 他のアプリ ケーシ ョ ンと混在している場合があ
り ます。 この場合にもやはり、 長所と短所があ り ます。

長所

Sybase の UNIX ファ イルシステムへのインス トールは、 OVPI のインス トール

の一環と して実行できる簡単な作業です。 Sybase は、 ピーク効率の 80% 以上で

動作できます。 一部のデータベース管理タスク も、 容易に実行できます。 Sybase
のインス トールでは、 自ら使用するディ スク領域が自動的に予約されるため、
多くの場合、 物理的なパーティシ ョ ンを作成する必要があ り ません。

短所

Sybase を UNIX ファ イルシステムにインス トールした場合、 ハードディ スク上

の Sybase の各コンポーネン トは分散されます。 したがって、 往々にして

Sybase は必要な情報を見つけるために、 ディ スクの複数の場所を検索する必要

があ り ます。 このため処理速度が多少低下します。 Sybase はその他のアプリ

ケーシ ョ ンから物理的に隔離されないため、 外部からの影響をいく らか受けや
すくな り ます。

最終的に、 どの方法を採用して Sybase をインス トールすべきかについて、 一概

にはお勧めいたしかねます。 この問題はケースバイケースで対応する必要があ

り、 HP のシステムエンジニアに相談なさるこ とをお勧めします。
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raw パーティシ ョ ンの設定

OVPI データベース、 ト ランザクシ ョ ンログ、 および tempdb (raw パーティ

シ ョ ンに tempdb をインス トールする場合 ) をインス トールする前に、 必要な

raw パーティシ ョ ンを設定しておく必要があ り ます。 

Sybase 実行可能プログラム、 ラ イブラ リ、 インス トールファイル、 および構成

ファイルはファイルシステムに配置します。 OVPI 実行可能プログラム、 レポー

ト、 デモデータベース、 文書もファ イルシステムに配置します。 

OVPI データベース、 ト ランザクシ ョ ンログ、 および tempdb のサイズに合わせ

て、 必要な数の raw パーティシ ョ ンを設定できます。 

データベースを設定する際のガイ ド ラ インは以下のとおりです。

• tempdb を raw パーティシ ョ ンまたはファイルシステム上にインス トールし

ます。 HP では、 tempdb をファ イルシステムにインス トールするこ とをお

勧めします。 tempdb のサイズは、 OVPI データベースのサイズの 50% にし

ます。

• OVPI データベースを raw パーティシ ョ ンまたはファイルシステム上にイン

ス トールします。

• ト ランザクシ ョ ンログを OVPI データベースと同じよ うに、 raw パーティ

シ ョ ンまたはファイルシステム上にインス トールします。 ト ランザクシ ョ ン

ログを raw パーティシ ョ ンにインス トールする場合は、 OVPI データベース

とは別のディ スクスピンドルに配置して ください。 ト ランザクシ ョ ンログの

サイズは、 OVPI データベースのサイズの 50% にします。

Solaris の raw パーティシ ョ ンの設定

この項では、 コマンド行インタフェースを使用して、 Solaris に raw パーティ

シ ョ ンを設定するのに必要な手順を説明します。 

こ こでは、 パーティシ ョ ン c0t3d0s3 および c0t3d0s4 は、 以下を表します。

• c0t3d0s3 : OVPI データベース (10 GB)

Sybase データベースのどのコンポーネン ト も、 パーティシ ョ ンマップを含む

raw パーティシ ョ ンにインス トールしないでください。 一般的に、 この raw
パーティシ ョ ンは第 1 シ リ ンダの第 1 セクターにあ り ます。
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• c0t3d0s4 : tempdb (5 GB)

この手順は必要に応じて、 OVPI データベース、 ト ランザクシ ョ ンログ、 または

tempdb (raw パーティシ ョ ンに tempdb をインス トールする場合 ) のいずれかの

構成に使用する raw パーティシ ョ ンごとに、 パーティシ ョ ン名とサイズを置き

換えて繰り返して使用できます。 

raw パーティシ ョ ンを作成するには、 次の作業を行います。

タスク  1: format コマンドを実行する。

1 コマンドプロンプ トから、 以下のよ うに入力します。

format 

2 raw パーティシ ョ ンを作成するディ スクの番号を選択します。 コマンドの一

覧が表示されます。

タスク  2: パーティシ ョ ンスライスを割り当てる。

1 次のコマンドを入力します。

partition 

コマンドの一覧が表示されます。

2 次のコマンドを入力します。

print 

選択されたディ スクのスライスの表が表示されます。 

3 使用可能なスライスの番号を選択します。

4 入力が求められたら有効なタグを入力します ( たとえば、 home)。

5 デフォルトのパーミ ッシ ョ ンを維持します (wm)

6 バッ クアップ以外の最高の最終シ リ ンダーに 1 を追加して開始シ リ ンダーを

入力します。

7 パーティシ ョ ンサイズを入力します ( 例 : 20 GB なら 20g、 35 MB なら

35m)。

8 このディ スクに作成する各パーティシ ョ ンに、 手順 2 ～手順 7 を繰り返しま

す。
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タスク  3: ディスクにラベルを付ける。

1 最後のパーティシ ョ ンの割り当てが終了したら、 次のコマンドを入力しま
す。

label 

2 プロンプ トに Y と入力します。

3 プロンプ トに quit と入力します。

4 次のコマンドを入力します ( 例の第 2 パーティシ ョ ンに対して )。

label 

5 プロンプ トに Y と入力します。

6 プロンプ トに quit と入力します。

タスク  4: 必要ならば、 別のディスクに raw パーティシ ョ ンを作成する。

タスク 1 ～タスク 3 を繰り返して別のディ スクに raw パーティシ ョ ンを作成し

ます。

タスク  5: 文字ブロックを変更する。

各ディ スクについて、 文字ブロ ッ ク も変更する必要があ り ます。 グループ ID を

変更するには ( 例のパーティシ ョ ンを使用して )、 次のよ うに入力します。

chgrp sybase /dev/dsk/c0t3d0s3 

chgrp sybase /dev/rdsk/c0t3d0s3 

chgrp -h sybase /dev/dsk/c0t3d0s3 

chgrp -h sybase /dev/rdsk/c0t3d0s3 

chgrp sybase /dev/dsk/c0t3d0s4 

chgrp sybase /dev/rdsk/c0t3d0s4 

chgrp -h sybase /dev/dsk/c0t3d0s4 

chgrp -h sybase /dev/rdsk/c0t3d0s4 
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HP-UX の raw パーティシ ョ ンの設定

この項では、 System Administration Manager と コマンド行インタフェースを

使用して、 HP-UX に raw パーティシ ョ ンを設定するのに必要な手順を説明しま

す。 

この手順では、 lv01 および lv02 はそれぞれ以下を表します。

• lv01: OVPI データベース (10 GB)

• lv02: tempdb (5 GB)

この手順は必要に応じて、 OVPI データベース、 ト ランザクシ ョ ンログ、 または

tempdb (raw パーティシ ョ ンに tempdb をインス トールする場合 ) のいずれかの

構成に使用する raw パーティシ ョ ンごとに、 パーティシ ョ ン名とサイズを置き

換えて繰り返して使用できます。 

SAM ユーティ リテ ィの使用

raw パーティシ ョ ンを設定するには、 次の作業を行います。

タスク  1: ログオンして SAM ユーティ リテ ィ を起動する。

1 root と してログオンします。

2 SAM ユーティ リ ティを起動します ( 通常は /usr/sbin ディ レク ト リから )。 
[System Administration Manager] ウ ィンド ウが開きます。

3 [Disks and File Systems] アイコンをダブルク リ ッ ク します。 [Disk and File 
Systems] ダイアログボッ クスが表示されます。

タスク  2: ボリュームグループを作成するかどうかを決定する。

• ボ リ ュームグループを作成する必要がない場合は、 以下を実行します。

a [Logical Volume] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

b [Actions] メニューから [Create] を選択します。 [Create New Logical 
Volumes] ウ ィンド ウが開きます。

c [Select Volume Group] をク リ ッ ク します。

以下の手順に示されているインタフェースは、 使用している HP-UX のバー

ジ ョ ンによって多少異なり ます。
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d ポップアップボッ クスからボ リ ュームグループを選択します。

e [OK] をク リ ッ ク します。

f [Define New Logical Volume(s)] をク リ ッ ク します。 

• ボ リ ュームグループを作成する必要がある場合は、 以下を実行します。

a [Volume Groups] アイコンをダブルク リ ッ ク します。 

[Disks and File Systems] ダイアログボッ クスに [Scanning the 
hardware] とい う メ ッセージが表示され、 次のウ ィ ンド ウが開きます 
( この例では、 既存のボ リ ュームグループが一覧表示されています )。
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b [Actions]、 [Create]、 または [Extend] を選択します。 [Select a Disk] ダイ

アログボッ クスが開きます。

このウ ィンド ウでは、 ディ スクのハードウェアパス、 SCSI チェインに

おけるディ スクの位置、 MB 単位でのディ スクの合計容量が示されま

す。 

c [OK] をク リ ッ ク します。 [Add a Disk Using LVM] ダイアログボッ クス

が開きます (LVM は Logical Volume Manager です )。
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d [Create or Extend a Volume Group] をク リ ッ ク します。 [Create a Volume 
Group] ダイアログボッ クスが開きます。

e [Volume Group Name] ボッ クスにボ リ ュームグループの名前を入力し

ます ( この例では rn00)。 

f [OK] をク リ ッ ク します。 [Add a Disk Using LVM] ダイアログボッ クス

が開きます。
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g [Add New Logical Volumes] ボタンを選択します。 [Create New Logical 
Volumes] ダイアログボッ クスが開きます。 

タスク  3: 新規論理ボリュームを作成する。

1 [LV Name] ボッ クスに論理ボ リ ュームの名前を入力します ( この例では

lv01)。

2 [LV Size (Mbytes)] ボッ クスに論理ボ リ ュームのサイズを入力します ( この

例では 10240)。 

この手順の中では [OK] ボタンをク リ ッ ク しないでください。 このボ

タンをク リ ッ クする と、 この手順では必要のない物理ボ リ ューム作成
タスクが開始されます。

ボ リ ュームグループの物理的なエクステン トサイズは、 4 の倍数でな

ければなり ません。 [LV Size (Mbytes)] ボッ クスに 4 の倍数以外の値

を入力する と、 最も近い 4 の倍数に切り上げるこ とを通知する メ ッ

セージが表示されます。 メ ッセージを無視して続行するには、 [OK] を
ク リ ッ ク します。
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3 [Usage] リ ス ト から [None] を選択します。

4 [Add] をク リ ッ ク します。 パラ メータがダイアログボッ クスに表示されます。 

[Create New Logical Volumes] ダイアログボッ クスに戻り、 新し く作成した

論理ボ リ ュームが一覧表示されます。 

5 [LV Name] ボッ クスに論理ボ リ ュームの名前を入力します ( この例では

lv02)。
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6 [LV Size (Mbytes)] ボッ クスに論理ボ リ ュームのサイズを入力します ( この

例では 5120)。 [Create New Logical Volumes] ダイアログボッ クスが以下の

よ うに表示されます。

7 [Usage] ボッ クスが [None] に設定されているこ とを確認し [Add] をク リ ッ ク

します。
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この手順で作成された 2 つの論理ボリ ュームが表示されます。 

8 各 raw パーティシ ョ ンに手順 5 ～手順 7 を繰り返します。 各パーティシ ョ ン

の名前とサイズを調整します。

実際の手順で作成したすべての論理ボ リ ュームが一覧表示されます。 

9 [OK] をク リ ッ ク します。 

[Add a Disk Using LVM] ダイアログボッ クスが再度開きます。 

タスク  4: 論理ボリュームを追加する。

1 [OK] をク リ ッ ク してさ らに論理ボ リ ュームを追加します。 
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2 以下の確認ダイアログボッ クスが表示されたら、 [Yes] をク リ ッ ク して新し

い論理ボ リ ュームの作成プロセスを続行します。

[Disks and File Systems] ダイアログボッ クスが表示されます。 新規に作成

された論理ボ リ ュームが表示されます。

コマンド行の使用

コマンド行インタフェースを使用して HP-UX システムに raw パーティシ ョ ン

を設定するには、 次の作業を行います。

タスク  1: ログオンする。

1 root と してログオンします。

2 論理ボリ ュームを作成する前に、 ioscan コマンドを実行してシステムに接

続されているディ スク とそのデバイスファ イル名を決定します。
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ioscan -f -n 

タスク  2: 各ディスクを初期化する。

1 pvcreate コマンドを使用して各ディ スクを LVM と して初期化します。 た
とえば、 次のよ うに入力します。

pvcreate /dev/rdsk/c0t15d0 

2 ボ リ ュームグループのディ レク ト リ を作成します。 たとえば、 次のよ うに入

力します。

mkdir /dev/rn00 

3 mknod コマンドを使用して上記のディレク ト リに group とい う名前のデバイ

スファ イルを作成します。 基本の構文は次のとおりです。

mknod /dev/rn00/group c 64 0x010000 

デバイスファ イル名の後の c は、 グループがキャラ ク タ型デバイスファ イル

であるこ とを指定しています。 64 はグループデバイスファ イルのメジャー番

号であ り、 常に 64 です。 0x010000 (0x020000、 など ) はグループファイル

の 16 進数でのメジャー番号です。 特定の 01、 02、 などは、 すべてのボ

リ ュームグループを通じて一意の番号でなければな り ません。

pvdisplay コマンドを使用してド ライブに関する情報を取得します。 たと

えば、 次のよ うに入力します。

pvdisplay /dev/dsk/c0t15d0 

タスク  3: ボリュームグループを作成する。

vgcreate コマンドを使用して、 指定した各物理ボ リ ュームを含むボ リ ュームグ

ループを作成します。 たとえば、 次のよ うに入力します。

vgcreate /dev/rn00 /dev/dsk/c0t15d0 

このコマンドを実行する と、 以下のメ ッセージが表示されます。

Increased the number of physical extents per physical volume to 
2178 

pvcreate コマンドを使用する と物理ボ リ ュームの現在のデータはす

べて失われ、 ディ スクに対してキャラ ク タ型デバイスファ イルを使用
します。 初期化されたディ スクは物理ボ リ ュームと呼ばれます。
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Volume group "dev/rn00" has been successfully created 

タスク  4: 論理ボリュームを作成する。

ボ リ ュームグループを作成したら、 lvcreate コマンドを使用して論理ボ リ ュー

ムを作成します。 たとえば、 次のよ うに入力します。

lvcreate /dev/rn00 

LVM は論理ボリ ュームを作成する際、 ディ レク ト リ /dev/rn00/lvol1 にブ

ロッ クデバイスファ イルとキャラ ク タ型デバイスファ イルを作成します。 

このコマンドを実行する と、 以下のメ ッセージが表示されます。

/dev/rn00/lvol1 has been successfully created with character device 
"/dev/rn00/rlvol1". 

タスク  5: 必要に応じて繰り返す。

作成する各 raw パーティシ ョ ンにタスク 2 ～タスク 4 を繰り返します。

タスク  6: ディスク容量を割り当てる。

以下のコマンドは、 特定の論理ボ リ ュームのディ スク容量を割り当てる ( 拡張 )
方法を示しています。

OVPI データベースの場合 :

lvextend -L 36 /dev/rn00/lvol1 

一時データベースの場合 :

lvextend -L 60 /dev/rn00/lvol2 

この手順全体を、 必要に応じて、 OVPI データベース、 ト ランザクシ ョ ンログ、

または tempdb (raw パーティシ ョ ンに tempdb をインス トールする場合 ) のい

ずれかの構成に使用する raw パーティシ ョ ンごとに、 パーティシ ョ ン名とサイ

ズを置き換えて繰り返して ください。 



インス トールの準備

60

セッ トアッププログラムの起動

OVPI セッ ト アッププログラムはインス トールウ ィザードを実行します。 この

ウ ィザードには Sybase、 OVPI のコンポーネン ト、 リモートポーラーのインス

トールおよび OVPI と リモート ポーラーのアップグレードのためのオプシ ョ ン

が用意されています。 

この項では、 Windows および UNIX の両オペレーティングシステムでセッ ト

アッププログラムを起動する方法について説明します。 

セッ ト アッププログラムを起動するには、 以下の手順に従います。

1 ローカルシステムにログオンします。

— Windows

管理者権限を持つユーザーと してログオンします。

— UNIX 

root と してログオンします。

2 インス トール CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。 UNIX ユーザーの場

合は、 挿入した CD をマウン ト します。 
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表 10 に、 各 UNIX プラ ッ ト フォームでの CD のマウン ト方法を示します。

3 Solaris システムの場合のみ : 以下の手順を実行します。

a cd_label を表示するには、 次のコマンドを入力します。

ls -l /cdrom 

b ディレク ト リ を変更するには、 次のコマンドを入力します。

cd /cdrom/cd_label 

この場合で、 cd_label は CD 名です。

表 10 UNIX での OVPICD のマウン ト

オペレーテ ィ ング
システム コマンド

Sun Solaris CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入する と、 CD は自動的にマ

ウン ト されます。 CD-ROM が自動的にマウン ト される と、

ファ イルマネージャウ ィンド ウが開きます。 ウ ィンド ウが

開かれない場合は、 root と して次のよ うに入力します。

mkdir /cdrom
mount -r /dev/dsk/cd_devicename /cdrom 

このインスタンスで、 cd_devicename は CD-ROM デバ

イスの名前です。

HP-UX SAM ユーティ リ テ ィを使用して CD-ROM をマウン トする

か、 または次のコマンドを入力します。

mkdir /cdrom 
mount /dev/dsk/cd_devicename /cdrom 

このインスタンスで、 cd_devicename は CD-ROM デバ

イスの名前です。
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4 以下のいずれかを実行してセッ ト アッププログラムを起動します。

— Windows 

OVPI インス トール CD を挿入する と、 自動的にセッ ト アッププログラ

ムが起動します。 自動的に起動しない場合は、 CD の最上位のフォル

ダーから setup.exe をダブルク リ ッ ク します。

— UNIX 

セッ ト アッププログラムを検索し、 以下のコマンドを入力して起動しま
す。

./setup 

[ セッ ト アップ ] ウ ィンド ウが開きます。 

Windows の場合のみ。 ウ ィザードのウ ィンド ウが正し く表示されな

い場合は、 付録 A 「 ト ラブルシューティング」 を参照して ください。 



63

3

データベースのインストール

HP OpenView Performance Insight (OVPI) が収集するデータは、 データベース

に保存されます。 OVPI をインス トールする前にデータベースをシステムにイン

ス トールして実行しておく必要があ り ます。

OVPI は、 次のデータベースをサポート しています。

• Oracle 9.2.0.5 

Oracle ソフ ト ウェアは OVPI メディアキッ トには含まれていません。 別途購

入してインス トールする必要があ り ます。 インス トールのガイ ド ラ インにつ

いては、 64 ページの 「Oracle 9.2.0.5 のインス トール」 を参照して くださ

い。

既存の 9.2.0.5 Oracle データベースを使用し、 OVPI をインス トールして リ

モートデータベースにアクセスするには、 74 ページの 「既存のリモート

Oracle データベースの使用」 を参照して ください。

各データベースがサポート しているオペレーティングシステムの一覧は、 31
ページの 「サポート対象のオペレーティングシステムおよびデータベース管理シ
ステム」 を参照して ください。

OVPI インス トールプログラムはデフォルトの設定、 サイズなどでインス トー

ルします。 OVPI のインス トールを特定の環境用に最適化する場合、 データベー

ス管理者にご相談ください。 
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Oracle 9.2.0.5 のインストール

この項では、 Oracle 9.2.0.5 をインス トールする際の、 一般的なガイ ド ラ インに

ついて説明します。  

Oracle データベースと共に OVPI を使用するには、 次のタスクを行います。

タスク  1: Oracle を購入しインス トールする 

OVPI は、 Oracle Partitioning 9.2.0.1.0 オプシ ョ ン付きの Oracle Enterprise 
Edition 9.2.0.5 をサポート しています。 この Oracle Partitioning 9.2.0.1.0 は、

Oracle から別途購入するオプシ ョ ンです。

タスク  2: Oracle インス トールプログラムを起動し、 Oracle のマニュアルに従ってインス

トールする

指定のウ ィンド ウが表示されたら、 次の選択を行います。

• [ インス トールタイプ ] ウ ィンド ウ。 以下のいずれかを選択します。

— 完全インス トールの場合は、 [Enterprise Edition]。

— カスタムインス トールの場合は [ カスタム ]。 この場合は、 OVPI で

必要な最少限の Oracle コンポーネン ト を選択できます。

• [ 使用可能な製品コンポーネン ト ] ウ ィンド ウ ( カスタムインス トールの

場合のみ )。

最低限、 少なく と も次のオプシ ョ ンを選択する必要があ り ます。

— Oracle9i Database 9.2.0.1.0。 [Oracle9i 9.2.0.1.0] を選択します。

この項では、 Oracle のインス トールおよび調整方法については説明しません。 
便宜上、 OVPI インス トールプログラムは Oracle の調整パラ メータおよび表領

域作成用のデフォルトの設定を提供します。 OVPI をインス トールする前に

Oracle データベース管理者が、 OVPI で必要な表領域の作成などの、 Oracle
データベースの設計およびセッ ト アップを行う必要がある場合もあ り ます。
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— [Enterprise Edition Options 9.2.0.1.0]。 [Oracle Partitioning 9.2.0.1.0]
を選択します。 

— Oracle Net Services 9.2.0.1.0。 [Oracle Net Listener 9.2.0.1.0] を選択

します。

OVPI のインス トールには影響を与えるこ とな く、 他のインス トールオ

プシ ョ ンをク リ アするこ と もできます。 

• [ データベースキャラ ク タセッ ト ] ウ ィンド ウ。 

以下の手順に従います。

— ワイ ドキャラ ク タのデータ ( 日本語など ) をサポートするために、

[Unicode (AL32UTF8) を使用 ] を選択して ください。 

タスク  3: Oracle 9.2.0.5 パッチセッ ト を適用する 

1 Oracle の Web サイ ト (www.oracle.com) にアクセスし、 [MetaLink] アイコ

ンをク リ ッ ク してログオンします。 

2 9.2.0.5 パッチセッ ト をダウンロード します。 

3 9.2.0.5 パッチセッ ト をインス トールします。

[ ファ イルの場所 ] ウ ィ ンド ウで、 既存の Oracle ホームディ レク ト リがイン

ス トール先に設定されているこ とを確認して ください。

4 HP-UX のみ : パッチセッ トのインス トール中に、 root.sh を実行するよ う

に要求されます。 その前に root.sh スク リプ ト を編集しておく必要があ り

ます。 次の行を変更します。

CHMODF="/bin/chmod -f"
CHMODRF="/bin/chmod -fR"

この Web サイ トにアクセスするには、 最新の製品サポート契約が必

要です。

パッチセッ ト をインス トールする前に、 パッチセッ トが格納されてい
る zip ファ イルの中にある README.html に目を通して ください。

ORACLE_HOME でパッチセッ ト と一緒に提供されている Oracle 
Universal Installer (OUI) を始め、 すべてのパッチセッ ト をインス

トールして ください。
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変更後

CHMODF="/bin/chmod "
CHMODRF="/bin/chmod -R"

5 データベースおよびリ スナープログラムが実行中ではなく、 データベースパ
スワードが manager である と した場合、 次のいずれかを実行します。

— Windows

a [ コン ト ロールパネル ] ウ ィンド ウから、 [ 管理ツール ] アイコンをダブル

ク リ ッ ク します。 [ 管理ツール ] ウ ィンド ウが開きます。

b [ サービス ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。 [ サービス ] ウ ィンド ウが

表示されます。

c リ スナープログラムとデータベースサーバーを選択して起動し、 手順 6
に進みます。

— UNIX

a コマンドプロンプ トから次のよ うに入力して リ スナープログラムを起動
します。

>lsnrctl start

b 手順 6 に進みます。

6 次のよ うに入力して、 SQL*PLUS を使用して sysdba と してログオンしま

す。

>sqlplus/nolog

SQL>connect sys/manager as sysdba

7 次のよ うに入力してデータベースを起動します。

SQL>shutdown
SQL>startup migrate

8 次のよ うに入力して SQL を実行します。

Oracle パッチのインス トールに伴う不具合のため、 パッチセッ ト をインス トー

ルした後で、 かつ OVPI をインス トールする前に以下の手順を実行する必要が

あ り ます。 この手順で実行しないと、 Oracle のシステムテーブル

IND_ONLINE$ の欠落に関するエラーメ ッセージが表示されます。
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SQL>@?/rdbms/admin/catpatch.sql
SQL>@?/rdbms/admin/catcio.sql

9 次のよ うに入力して、 データベースをシャッ ト ダウンしてから起動します。

SQL>shutdown
SQL>startup

10 次のよ うに入力して SQL*Plus を終了します。

SQL>exit

11 OVPI をインス トールする前に、 OVPI 用に作成された Oracle リ スナープロ

グラムのインスタンスが実行されているこ とを確認します。

タスク  4: Oracle クライアン トがインス トールされているシステムの tnsnames.ora ファ

イルを編集する

1 次のいずれかのディ レク ト リに格納されている tnsnames.ora ファ イルを

探します ( お使いのオペレーティングシステムによ り異なる )。 

• Windows

oracle_install_dir¥network¥admin 

• UNIX 

oracle_install_dir/network/admin 

こ こでは、 oracle_install_dir は Oracle のインス トール先ディ レク ト リ

です。

2 テキス トエディ タを使用してファ イルを開きます。 ( 別の方法と して、

Oracle Net Manager を使用してサービス名を作成するこ と もできます。 ) 

3 Oracle のインス トール先システムの SERVICE_NAME のエン ト リーを追加

します。 

次の例では、 Oracle のインス トール先システムの SERVICE_NAME が

PI51 で、 HOST は dbl.ackcat.com です。

最初のスク リプ トは実行に最長 1 時間かかるこ とがあ り ます。

何らかの理由で SERVICE_NAME がう ま く機能しない場合は、 SID
を使用してシステムエン ト リーを定義します。



データベースのインストール

68

# This is a sample TNS entry in the tnsnames.ora file. 
# Note that the key is the same as the SERVICE_NAME; this
# is necessary for OVPI applications to find the correct
# server entry.

PI51 =
  (DESCRIPTION =
    (ADDRESS_LIST =
      (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = db1.ackcat.com)(PORT 
= 1521))
    )
    (CONNECT_DATA =
      (SERVICE_NAME = PI51)
    )
  )

4 tnsnames.ora ファ イルを保存します。

表領域の作成

Oracle に OVPI をインス トールする際、 インス トールウ ィザードが表領域を新

規に作成するか、 既存の表領域を使用するかを尋ねます (86 ページの図 5 を参

照して ください )。 その時点で表領域を作成するこ と もできますが、 この項の以

下の手順に従って、 先に作成するこ と もできます。 先に表領域を作成した場合

は、 OVPI のインス トール時に [Oracle 上の既存の表領域を使用します ] を選択

できます。 

こ こで表領域を作成するには、 OVPI をインス トールする前に以下のタスクを行

う必要があ り ます。

1 SQL*Plus を使用して、 次のコマンドを入力して dpipe_default_seg 表領域、

dsi_dpipe ユーザーを作成し、 dsi_dpipe ユーザーに必要な権限を与えま

す。

SQL> CREATE TABLESPACE dpipe_default_seg 
DATAFILE 'dpipe_default_seg.dbf' SIZE 10M REUSE 
AUTOEXTEND ON NEXT 10M MAXSIZE UNLIMITED 

Oracle データベース管理者は、 次のタスクを行う こ とをお勧めします。
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LOGGING ONLINE PERMANENT 
EXTENT MANAGEMENT LOCAL AUTOALLOCATE 
SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTO; 

SQL> CREATE USER dsi_dpipe IDENTIFIED BY dsi_dpipe DEFAULT 
TABLESPACE dpipe_default_seg TEMPORARY TABLESPACE temp PROFILE 
DEFAULT ACCOUNT UNLOCK; 

SQL> GRANT connect TO dsi_dpipe; 
SQL> GRANT dba TO dsi_dpipe; 
SQL> GRANT exp_full_database TO dsi_dpipe; 
SQL> GRANT imp_full_database TO dsi_dpipe; 
SQL> GRANT unlimited tablespace TO dsi_dpipe; 
SQL> GRANT select any table TO dsi_dpipe ;
SQL> GRANT select any dictionary TO dsi_dpipe; 
SQL> GRANT execute ON sys.dbms_lock TO dsi_dpipe; 
SQL> COMMIT; 
SQL> CONNECT dsi_dpipe/dsi_dpipe;

2 dsi_dpipe ユーザーと して以下の表領域を作成します。

• dpipe_property_ind_seg

• dpipe_property_seg

• dpipe_upload_ind_seg

• dpipe_upload_seg

• dpipe_rate_ind_seg

• dpipe_rate_seg

• dpipe_summary_ind_seg

• dpipe_summary_seg

• dpipe_overflow_seg

以下に SQL*Plus を使用して dpipe_property_ind_seg 表領域を作成する方

法の 1 例を示します。

この代わりに、 Oracle Enterprise Manager を使用してこのプロシー

ジャの任意のステップを実行するこ と もできます。 
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SQL> CREATE TABLESPACE dpipe_property_ind_seg 
DATAFILE 'dpipe_property_ind_seg.dbf' SIZE 10M REUSE 
AUTOEXTEND ON NEXT 10M MAXSIZE UNLIMITED 
LOGGING ONLINE PERMANENT 
EXTENT MANAGEMENT LOCAL AUTOALLOCATE 
SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTO; 

この手順を繰り返して残りの表領域を作成します。

この例では、 比較的小さい 10MB の表領域を作成しています。 データベース

のサイズに基づいて表領域の適切なサイズを設定する方法については、 72
ページの 「表領域のサイズ設定のガイ ド ラ イン」 を参照して ください。

3 Oracle のパラ メータを調整します。

Oracle には自身を自動で最適化する機能があるので、 最小限の数のパラ

メータを設定するだけでデータベースの完全な最適化を行う こ とができま
す。 

表 1 に、 これらのパラ メータ とそれぞれの推奨値を示します。 
V$SYSTEM_PARAMETER テーブルを照会する と、 表 1 のパラ メータの最

新の値一覧を入手できます。 各パラ メータの説明については、 92 ページの

「特定の Oracle 構成パラ メータの変更」 を参照して ください。 

表 1 Oracle パラメータの推奨値

パラ メータ 推奨値

SGA_MAX_SIZE 

共有メモ リー = SGA サイズの 40%
バッファーキャ ッシュ  = SGA サイズの 40%
ラージプール = SGA サイズの 12%
Java プール = SGA サイズの 8%

全システム メモ リーの 60%

PGA_AGGREGATE_TARGET (M) 200M

DB_FILE_MULTIBLOCK_READ_COUNT ス ト ラ イプサイズ (KB)a / 
DB_BLOCK_SIZE (KB)b

WORKAREA_SIZE_POLICY AUTO
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スト ライプサイズの決定

RAID アレイはス ト ラ イピングを使用してパフォーマンスを高めています。 ス ト

ライピングはファイルを分割して、 複数のディ スク ド ラ イブに分散する技術で
す。 ス ト ラ イピングを使う と、 ディ スクから高速にデータを取り出すこ とができ

ます。

ス ト ラ イプサイズとは、 ス ト ラ イピングで使用されるブロ ッ クのサイズです。
この値は、 2 KB ～ 512 KB( 以上 ) で、 2 の累乗の範囲で指定できます。 ス ト ラ

イプサイズについては、 システム管理者にお問い合わせください。 

データベースブロックサイズの決定

DB_BLOCK_SIZE を決定するには、 以下の SQL*Plus コマンドをタイプしま

す。

SELECT value 
FROM   V$PARAMETER 
WHERE name = 'db_block_size'; 

キャッシュサイズの決定

使用可能なバッファーキャ ッシュの 95% を算出するには、 以下の SQL*Plus コ

マンドをタイプします。

SELECT (dc.CURRENT_SIZE + fm.CURRENT_SIZE) * 0.95 
FROM     V$SGA_DYNAMIC_FREE_MEMORY fm, 

DB_CACHE_SIZE (Windows)
DB_32K_CACHE_SIZE (UNIX) 

使用可能なバッファーキャ ッ

シュの 95%c

PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING TRUE

COMPATIBLE 9.2.0

a. ス ト ラ イプサイズの決定を参照して ください。

b. データベースブロ ッ クサイズの決定を参照して ください。

c. キャ ッシュサイズの決定を参照して ください。

表 1 Oracle パラメータの推奨値 ( 続き )

パラ メータ 推奨値
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       V$SGA_DYNAMIC_COMPO NENTS dc 
WHERE   dc.COMPONENT = 'buffer cache'; 

表領域のサイズ設定のガイ ド ライン

この項では、 OVPI データベース用に確保するディ スク領域のサイズに応じた、

表領域を作成する際のガイ ド ラ インについて説明します。 特定のサイズで OVPI
データベース全体を拡張するこ とを検討する場合、 このガイ ド ラ インは重要で
す。

表 2 に、 Oracle 表領域とデータベースの中で表領域が占める割合を示します。 

OVPI のインス トール中に表領域のサイズを変更するこ とができます。 詳細は、

92 ページの 「特定の Oracle 構成パラ メータの変更」 を参照して ください。

表 2 dpipe の Oracle 表領域のサイズ

表領域 全データベースの割合

dpipe_default_seg 5%

dpipe_property_ind_seg 2%

dpipe_property_seg 2%

dpipe_upload_ind_seg 6%

dpipe_upload_seg 7%

dpipe_rate_ind_seg 12%

dpipe_rate_seg 12%

dpipe_summary_ind_seg 12%

dpipe_summary_seg 12%

dpipe_overflow_seg 30%

データベースの合計サイズ 100%
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表 3 に一覧表示されている割合とエクステン トサイズルールを使用して、 1GB
のデータベースを設定する方法を表 3 に示します。 

表 3 1 GB のデータベースの表領域サイズ

表領域 初期表領域サイズ エクステン ト a

dpipe_default_seg 50 MB 25 MB

dpipe_property_ind_seg 20 MB 10 MB

dpipe_property_seg 20 MB 10 MB

dpipe_upload_ind_seg 60 MB 30 MB

dpipe_upload_seg 70 MB 35 MB

dpipe_rate_ind_seg 120 MB 60 MB

dpipe_rate_seg 120 MB 60 MB

dpipe_summary_ind_seg 120 MB 60 MB

dpipe_summary_seg 120 MB 60 MB

dpipe_overflow_seg 300 MB 150 MB

データベース合計 1 GB デフォルト

TEMP 4 GB デフォルト

UNDO 1 GB デフォルト

a. エクステン トサイズルールは初期表領域サイズの 50% 未満である と と もに、
1GB 未満でなければなり ません。 たとえば 80 GB のデータベースでは、
dpipe_overflow_seg の初期表領域サイズは 24 GB で、 エクステン トは初期表領
域サイズの 50% ではなく、 1 GB になり ます。
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既存のリモート Oracle データベースの使用

既存の Oracle 9.2.0.5 データベースを使用していて、 システムのそのデータベー

ス とは別に OVPI をインス トールする場合、 以下のタスクを実行して ください。

タスク  1: Oracle Client をインス トールし、 リモート Oracle データベースを指定するよう

に設定する 

1 Oracle Client のインス トールプログラムを起動します。 [ よ う こそ ] ウ ィン

ド ウが表示されます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ ファ イル場所 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

3 デフォルトのファ イルの場所を受け入れるか、 またはデフォルト値を変更し
て [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 使用可能な製品 ] ウ ィンド ウが開きます。

4 [Oracle9i Client xxxx] を選択して (xxxx はバージ ョ ン番号 )、 [ 次へ ] をク リ ッ

ク します。 [ インス トールタイプ ] ウ ィンド ウが開きます。

5 [ ランタイム ] を選択して [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ サマ リー ] ウ ィンド ウ

が開きます。

6 [ インス トール ] をク リ ッ ク します。 

7 インス トール中に要求されたら、 Oracle9i ディ スク 1 を取り出し、 Oracle9i
ディ スク 2 を挿入します。 

インス トール中に Oracle Net Configuration Assistant を起動したこ とを通

知する [ 構成ツール ] ウ ィ ンド ウが開き、 [Oracle Net Configuration 
Assistant: よ う こそ ] ウ ィンド ウが表示されます。

8 [Oracle Net Configuration Assistant: よ う こそ ] ウ ィンド ウで、 [ ネッ トサー

ビス名を自分で作成する。 アシスタン ト を利用して今すぐネッ トサービス名を作成

する。 ] を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ データベースバージ ョ ン ]
ウ ィンド ウが表示されます。

9 デフォルト (Oracle8i 以上のデータベースまたはサービス ) を受け入れ、 [ 次
へ ] をク リ ッ ク します。 [ サービス名 ] ウ ィンド ウが開きます。

Oracle データベースの以前のレベル (9.2.0.1 ～ 9.2.0.4) を OVPI 5.1.1 で使用す

るには、 9.2.0.5 にアップグレードする必要があ り ます。 これは、 以下の手順で

説明する 9.2.0.5 パッチセッ ト をインス トールするこ とで実行できます。
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10 [ サービス名 ] ボッ クスにデータベースのサービス名を入力し、 [ 次へ ] をク

リ ッ ク します。 

通常、 この名前はデータベースのグローバルデータベース名です。 [ プロ ト

コルの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。

11 デフォルト (TCP) のままで [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [TCP/IP プロ ト コル ]
ウ ィンド ウが開きます。

12 データベースのあるコンピュータのホス ト名を [ ホス ト名 ] ボッ クスに入力

し、 デフォルトの TCP/IP ポート番号 (1521) のままで [ 次へ ] をク リ ッ ク し

ます。 [ テス ト ] ウ ィ ンド ウが開きます。

13 [ はい。 テス ト を実行します。 ] を選択し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 接続 ]
ウ ィンド ウに、 テス トが成功したかど うかが表示されます。

14 テス トが成功した場合は、 [ 接続 ] ウ ィンド ウで [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 
[ ネッ トサービス名 ] ウ ィンド ウが開きます。

15 デフォルトのネッ トサービス名を受け入れるか、 または名前を変更して [ 次
へ ] をク リ ッ ク します。 [ 別のネッ トサービス名 ] ウ ィンド ウが開きます。

16 [ いいえ ] をク リ ッ ク して [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ ネッ トサービス名の構

成が終了しました。 ] ウ ィンド ウが開きます。

17 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 [ 完了 ] ウ ィンド ウが開きます。

18 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。 [ インス トールの終了 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

19 [ 終了 ] をク リ ッ ク します。

20 Oracle データベースを 9.2.0.5 にアップグレードする必要がある場合は、 タ

スク 2 に進みます。 必要がなければタスク 3 に進みます。

タスク  2: Oracle データベースに 9.2.0.5 パッチセッ ト を適用して Oracle 9.2.0.5 にアップ

グレードする

1 Oracle の Web サイ ト (www.oracle.com) にアクセスし、 [MetaLink] アイコ

ンをク リ ッ ク してログオンします。 

この Web サイ トにアクセスするには、 最新の製品サポート契約が必

要です。
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2 Oracle 9.2.0.5 パッチセッ ト をダウンロード します。

3 Oracle 9.2.0.5 パッチセッ ト をインス トールします。

4 HP-UX のみ : パッチセッ トのインス トール中に、 root.sh を実行するよ う

に要求されます。 その前に root.sh スク リプ ト を編集しておく必要があ り

ます。 次の行を変更します。

CHMODF="/bin/chmod -f"
CHMODRF="/bin/chmod -fR"

変更後

CHMODF="/bin/chmod "
CHMODRF="/bin/chmod -R"

タスク  3: Oracle Client システムからリモート Oracle データベースへの接続をテストする

以下の SQL*Plus コマンドを入力します。

sqlplus system/password@oracle_SID_value 

こ こでは、 system は Oracle ユーザーであ り、 password は Oracle ユーザーの

パスワード、 oracle_SID_value は Oracle SID の値です。

タスク  4: Oracle クライアン トのインス トールされているシステム上の tnsnames.ora
ファイルを編集する

1 次のいずれかのディ レク ト リに格納されている tnsnames.ora ファ イルを

探します ( お使いのオペレーティングシステムによ り異なる )。 

• Windows

oracle_install_dir¥network¥admin 

• UNIX 

oracle_install_dir/network/admin 

パッチセッ ト をインス トールする前に、 パッチセッ トが格納されてい
る zip ファ イルの中にある README.html に目を通して ください。

ORACLE_HOME でパッチセッ ト と一緒に提供されている Oracle 
Universal Installer (OUI) を始め、 すべてのパッチセッ ト をインス

トールして ください。
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こ こでは、 oracle_install_dir は Oracle のインス トール先ディ レク ト リ

です。

2 テキス トエディ タを使用してファ イルを開きます。 ( 別の方法と して、

Oracle Net Manager を使用してサービス名を作成するこ と もできます。 ) 

3 Oracle のインス トール先システムの SERVICE_NAME のエン ト リーを追加

します。 

次の例では、 Oracle のインス トール先システムの SERVICE_NAME が

PI51 で、 HOST は dbl.ackcat.comです。

# This is a sample TNS entry in the tnsnames.ora file. 
# Note that the key is the same as the SERVICE_NAME; this
# is necessary for OVPI applications to find the correct
# server entry.

PI51 =
  (DESCRIPTION =
    (ADDRESS_LIST =
      (ADDRESS = (PROTOCOL = TCP)(HOST = db1.ackcat.com)(PORT 
= 1521))
    )
    (CONNECT_DATA =
      (SERVICE_NAME = PI51)
    )
  )

4 tnsnames.ora ファ イルを保存します。

タスク  5: Oracle データベースがインストールされているシステムに dsi_dpipe ユーザー

と表領域を作成する

1 dsi_dpipe ユーザーを作成して、 特定の権限を付与します。

2 dsi_dpipe ユーザーで特定の表領域を作成します。 

68 ページの 「表領域の作成」 の手順に従います。

何らかの理由で SERVICE_NAME がう ま く機能しない場合は、 SID
を使用してシステムエン ト リーを定義します。
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タスク  6: Oracle Client がインストールされているシステムに OVPI をインス トールする

詳細は、 第 4 章 「Oracle での OVPI のインス トール」 を参照して ください。 

Oracle Client がインス トールされているシステムで OVPI インス トールウ ィ

ザードを実行する場合、 最低限、 [ コンポーネン トの選択 ] ウ ィ ンド ウ (84 ペー

ジの図 3) で [OVPI データベーススキーマ ] および [ パフォーマンスマネージャ ]
チェ ッ クボッ クスを選択する必要があ り ます。 これによ り スキーマがリモート

データベースにインス トールされ、 OVPI でリモートデータベースを使用でき

るよ うに正し く設定されます。 

実行しているインス トールの種類によっては、 その他のチェッ クボッ クスも選
択できます。 たとえば、 これがスタンドアロンインス トールの場合、 ウ ィンド ウ

の 4 つすべてのチェ ッ クボッ クスを選択します。
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4

Oracle での OVPI のインストール

本章では、 Oracle データベースのスタンドアロン構成で、 サポート されている

オペレーティングシステムに HP OpenView Performance Insight (OVPI) をイ

ンス トールする方法について説明します。 

スタンドアロンシステムは、 すべての OVPI コンポーネン トが 1 つのシステム

にインス トールされています。 ( 分散型構成で OVPI をインス トールする場合は、

第 5 章 「分散型構成での OVPI のインス トール」 を参照して ください。 ) 

OVPI をインス トールする前に、 以下の要件を満たしているこ とを確認して くだ

さい。

• 『Performance Insight リ リース ノート 』 を読んでおく こ と。 このドキュ メン

トは、 OVPI バージ ョ ン 5.1.1 のリ リースでの変更点の概要を説明していま

す。

• システムが第 2 章 「インス トールの準備」 の前提条件を満たしているこ と。

すべての Windows システム、 および UNIX システムの前提条件について

は、 30 ページの 「システムの要件」 を参照して ください。 また、 UNIX シス

テムは、 43 ページの 「UNIX 固有の要件」 も参照して ください。

• 第 3 章 「データベースのインス トール」 の手順に従ってデータベースをイン

ス トール済みであるこ と。
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OVPI のインストール - スタンドアロン

この項では、 インス トールウ ィザードを使用する際に必要な情報と、 Windows
システムおよび UNIX システムに OVPI をインス トールする方法について説明

します。 

コンポーネン トのインス トールの準備

インス トールウ ィザードを使用する際に必要な情報のほとんどはデフォルト値
が設定されています。 デフォルト値を変更する場合は、 インス トールの前にこ
の情報を用意しておく こ とをお勧めします。 

表 1 に、 OVPI の各コンポーネン ト、 コンポーネン トに関する情報を入力するイ

ンス トールウ ィザード画面、 各ウ ィンド ウで要求されるパラ メータ と、 そのデ
フォルト値の一覧を示します。 

表 1 インストールウィザードの構成パラメータ

コンポーネン ト ウィザードウィ ンドウ パラ メータのデフォルト値

すべてのコン
ポーネン ト

[ インス トール先フォ

ルダー ]
[ インス トール先ディ レク ト リ ]: 
C:¥OVPI (Windows) または /usr/ovpi (UNIX)

OVPI データ

ベーススキーマ

[ データベース管理者

ユーザーを使用した
Oracle 参照 ]

[Oracle TCP/IP ポート番号 ]:

[Oracle ホームディ レク ト リ ]: $ORACLE_HOME

OVPI データ

ベーススキーマ

[Oracle ユーザーおよ

び表領域の作成 ]a
[ データベースのサイズ ]: 1024 MB

[Oracle ホームディ レク ト リ ]: $ORACLE_HOME/
dbs

パフォーマンス
マネージャ

[ パフォーマンスマ

ネージャの設定 ]
[ キャッシュフォルダー ]: 
OVPI_directory¥collect (Windows) または 
OVPI_directory/collect (UNIX)

Web アクセス

サーバー

[Web アクセスサー

バーの設定 ]
[ ユーザー名 ]: trendadm

[HTTP ポート ]: 80

a. このウ ィンド ウは、 [ データベースの選択 ] ウ ィンド ウ (86 ページの図 5) で [ 新規表領域を
Oracle 上に作成します ] オプシ ョ ンを選択した場合にのみ表示されます。
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OVPI のインストール 

タスク  1: データベースがインストールされていて、 動作中であることを確認する。

データベースをまだインス トールしていない場合は、 第 3 章 「データベースの

インス トール」 を参照して ください。  

タスク  2: OVPI 用に作成された Oracle リスナープログラムが実行されていることを確認

する。

タスク  3: セッ トアッププログラムを起動する。

OVPI セッ ト アッププログラムを実行します。 60 ページの 「セッ ト アッププロ

グラムの起動」 を参照して ください。 

タスク  4: OVPI インス トールオプシ ョ ンを選択する。

[ セッ ト アップ ] ウ ィンド ウの [ インス トール ] セクシ ョ ンから [OVPI 5.1.1] を選

択します。

インス トールウ ィザードの起動方法および [ パフォーマンスマネージャ用のオ

ペレーティングシステムユーザー ] ウ ィ ンド ウ以外の、 スタンドアロンシステ

ムでの OVPI をインス トールする手順は Windows でも UNIX でも同じです。 こ
の項では、 Windows と UNIX でのインス トールウ ィザードの起動手順を別々に

説明しますが、 重複を避けるため OVPI のインス トールについては手順の説明

を 1 回のみと しています。

既存の 9.2.0.5 Oracle データベースを使用し、 データベースに リモート アクセ

スするよ う OVPI をインス トールするには、 74 ページの 「既存のリモート

Oracle データベースの使用」 にある、 構成と インス トールについての情報を参

照して ください。
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タスク  5: [ よう こそ ] ウィ ンドウを読む。

図 1 に、 [ よ う こそ ] ウ ィンド ウを示します。

図 1 [ よう こそ ] ウィ ンドウ

[ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。
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タスク  6: 使用許諾条件を承諾または拒否する。

図 2 に、 [ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウを示します。 

図 2 [ 使用許諾条件 ] ウィンドウ

以下のいずれかを実行します。

• 使用許諾条件を拒否してインス トールを中断する場合は、 [ キャンセル ] をク

リ ッ ク します。

確認のウ ィンド ウが表示されます。 

— [ はい ] をク リ ッ クする と、 インス トールプロセスが終了します。

— [ いいえ ] をク リ ッ クする と、 [ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウが再び表示さ

れます。 そこで [ 使用許諾条件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ クする

と、 インス トールを続行できます。

• 使用許諾条件を承諾し、 OVPI のインス トールを続行するには、 [ 使用許諾条

件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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タスク  7: インストールする OVPI コンポーネン トを選択する。

図 3 に [ コンポーネン トの選択 ] ウ ィンド ウを示します。

図 3 [ コンポーネン トの選択 ] ウィ ンドウ

1 すべてのコンポーネン トにチェ ッ クが入っているこ とを確認して ください。
スタンドアロンインス トールではすべてのコンポーネン トが必要です。 

各コンポーネン トの説明については、 12 ページの 「OVPI のコンポーネン

ト 」 を参照して ください。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。 

Oracle Client がインス トールされているシステムで OVPI インス トールウ ィ

ザードを実行している場合、 最低限、 [ コンポーネン トの選択 ] ウ ィンド ウで

[OVPI データベーススキーマ ] および [ パフォーマンスマネージャ ] チェ ッ クボッ ク

スを選択する必要があ り ます。 これで、 スキーマがリモートデータベースにイン

ス トールされ、 OVPI でリモートデータベースを使用できるよ う正し く設定さ

れました。 
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タスク  8: OVPI ソフ トウェアのインス トールディ レク ト リを指定する。

図 4 に、 [ インス トール先フォルダー ] ウ ィンド ウを示します。

図 4 [ インス トール先フォルダー ] ウィンドウ

インス トールディ レク ト リは、 NFS マウン トディ レク ト リ 、 UNIX ソフ ト リ ン

ク、 UNIX ハード リ ンク、 Windows マップド ラ イブのいずれでも構いません。 

以下のいずれかを実行します。

• [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 デフォルトのインス トール先フォルダーを受け入

れ、 インス トールを続行する。 

• デフォルト とは異なる宛先ディ レク ト リ を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して

インス トールを続行する。

指定したインス トールディ レク ト リによって、 以下のよ うにな り ます。

• インス トールディ レク ト リが存在しない場合は、 セッ ト アッププログラムに
よって作成されます。 

宛先フォルダーへのパスには、 スペース ( 空白 ) を入れるこ とはできません。
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• インス トールディ レク ト リがすでに存在していて、 データが入っている場合
は、 そのディ レク ト リが空でないこ とを警告する メ ッセージが表示されま
す。 

• セッ ト アッププログラムがアクセスできないファ イルシステム上のインス
トールディ レク ト リ を指定した場合は、 警告メ ッセージが表示されます。 有
効なディレク ト リ を指定するまで、 インス トールは続行できません。 

タスク  9: OVPI データベーススキーマがインストールされるデータベースの設定を選択す

る。 

図 5 に [ データベースの選択 ] ウ ィンド ウを示します。 

図 5 [ データベースの選択 ] ウィンドウ

オプシ ョ ンの選択にあたっては、 以下のガイ ド ラ インに従ってください。

• どのオプシ ョ ンを選択すべきか不明な場合は、 [ 新規表領域を Oracle 上に作成

します ] を選択して ください。

• 以下のいずれかの条件に当てはまる場合は、 [Oracle 上の既存の表領域を使用

します ] を選択して ください。
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— OVPI をインス トールしているシステムで、 Oracle Client を使用して

Oracle リモートデータベースにアクセスする。 

— 72 ページの 「表領域のサイズ設定のガイ ド ラ イン」 に説明されている

dsi_dpipe ユーザーと表領域をすでに作成済みである。 

1 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

• [ 新規表領域を Oracle 上に作成します ]

このオプシ ョ ンを使用するには、 dsi_dpipeユーザーが存在していては

ならず、 以下の表領域も存在していてはなり ません。

— dpipe_default_seg

— dpipe_property_ind_seg

— dpipe_property_seg

— dpipe_upload_ind_seg

— dpipe_upload_seg

— dpipe_rate_ind_seg

— dpipe_rate_seg

— dpipe_summary_ind_seg

— dpipe_summary_seg

— dpipe_overflow_seg

• [Oracle 上の既存の表領域を使用します ]

インス トールを続行する前に、 以下を実行しておく必要があ り ます。

— OVPI データベースユーザーアカウン ト (dsi_dpipe) を作成する。

— dsi_dpipeユーザーと して、 前述の表領域を作成する。

— Oracle の推奨パラ メータを調整する。 詳細は、 68 ページの 「表領

域の作成」 を参照して ください。 

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

選択した表領域オプシ ョ ンによって以下のいずれかを実行します。

— [ 新規表領域を Oracle 上に作成します ] オプシ ョ ン。 タスク 10 に進みます。
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— [Oracle 上の既存の表領域を使用します ] オプシ ョ ン。 94 ページのタスク 12
に進みます。

タスク  10:データベースの場所を確定し、 接続する。 

[ データベース管理者ユーザーを使用した Oracle 参照 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 

図 6 [ データベース管理者ユーザーを使用した Oracle 参照 ] ウィンドウ

1 [Oracle インスタンス ID (SID)] ボッ クスに Oracle インスタンス ID を入力

します。

Oracle 環境変数 ORACLE_SID が設定されている場合にのみデフォルト値

が表示されます。 複数のデータベースインスタンスが実行されている場合が
あるため、 表示された SID が正しいこ とを確認して ください。 

2 [Oracle TCP/IP ポート番号 ] ボッ クスに Oracle の TCP/IP ポート を入力し

ます。 デフォルト値は 1521 です。

3 [DBA 権限を持つ Oracle ユーザー ] ボッ クスに 「sys」 と入力します。

4 [Oracle ユーザーパスワード ] ボッ クスに、 sys アカウン トのパスワードを

入力します。 

5 [Oracle ホームディ レク ト リ ] ボッ クスに、 Oracle のインス トールディ レク

ト リ を入力します。 インス トールプログラムが Oracle のホームディ レク ト

リの場所を確定できる場合は、 それがデフォルト値と して提供されます。
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6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  11:Oracle ユーザーアカウン ト と新しい表領域を作成する。

図 7 に、 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィンド ウが示されています。 

図 7 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウィンドウ

1 [ データベースのサイズ ] ボッ クスに、 データベースのサイズを入力します。 

表領域は autoextend を on にして作成されているため、 表領域に現在十分な空

き領域がない場合、 データの需要を満たすためにデータファ イルが自動的に拡
張されます。 したがって、 物理ファイルシステムが 100% を超えないよ うにシス

テムを監視して ください。

[ データベースのサイズ ] および [ データファ イル (.dbf) フォルダー ] オプシ ョ

ンの値を変更する前に、 [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク してデータベースセグメン ト

のデータファ イルを変更するかど うかを決定して ください。 詳細は、 90 ページ

の手順 4 を参照して ください。 [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを使用して

データベースセグメン ト を変更した後は、 [ データベースのサイズ ]( 手順 1) お
よび [ データベースフォルダ ]( 手順 2) オプシ ョ ンの値を変更しないで くださ

い。 これらのオプシ ョ ンの値を一度設定する と、 リセッ トするこ とはできませ

ん。 [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスで行った変更が上書きされてしまいま

す。 インス トールプログラムをキャンセルして初めからやり直す以外に、 これら

のオプシ ョ ンを リセッ トする方法はあ り ません。
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デフォルト値は 1024MB で、 最小サイズは 500MB です。 

表領域は適切に領域を分散して作成されます。

2 [ データファ イル (.dbf) フォルダ ] ボッ クスに、 データベースファ イル (.dbf)
が作成されるディ レク ト リ を入力します。 

3 [OVPI DB ユーザー (dsi_dpipe)] の [ パスワード ] ボッ クスで、 dsi_dpipe

アカウン トのパスワードを作成し、 [ パスワードの確認 ] ボッ クスにそのパ

スワードをも う一度入力します。 

以下の規則に準拠した dsi_dpipe パスワードを作成して ください。

• パスワードの長さは 1 文字以上 30 文字以下であるこ と。 

• アルファベッ ト文字で始まるものであるこ と。 

• 有効な文字は、 すべての英数字とアンダースコア (_) である。 

4 必要に応じて、 [ 詳細 ] をク リ ッ クする と、 [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ

クスが表示されます。 このダイアログボッ クスでは、 以下を実行できます。

• 表領域を構成するデータファ イルの追加、 変更、 または削除。 

表領域には次のものがあ り ます。 デフォルト 、 プロパティ とプロパティ
インデッ クス、 アップロード とアップロード インデッ クス、 レートおよ
びレート インデッ クス、 サマ リーおよびサマ リーインデッ クス、 データ
ベースオーバーフロー。 詳細は、 「デフォルトの表領域の変更」 を参照し

て ください。

• 特定の Oracle 構成パラ メータの変更。 詳細は、 92 ページの 「特定の

Oracle 構成パラ メータの変更」 を参照して ください。

このパスワードは大文字と小文字を区別しません。
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デフォルトの表領域の変更

表領域のサイズ設定ガイ ド ラインについては、 72 ページの 「表領域のサイ

ズ設定のガイ ド ラ イン」 を参照して ください。

表領域を変更するには、 以下の手順に従います。

a [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィ ンド ウの [ 詳細 ] をク リ ッ ク

して [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを開きます。

b 変更する表領域に関連するタブを選択します。 図 8 に、 [OVPI 詳細設

定 ] ダイアログボッ クスの [ プロパティ ] タブが示されています。

図 8 [ プロパティ ] タブ

[OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを使用してデータベースセグメ

ン ト を変更した後は、 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィン

ド ウの [ データベースのサイズ ](89 ページの手順 1) および [ データ

ファ イル フォルダ ](90 ページの手順 2) オプシ ョ ンの値を変更しない

で く ださい。 これらのオプシ ョ ンの値を変更する と、 リセッ トするこ

とはできません。 [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを使用して

行った変更が上書きされてしまいます。 インス トールプログラムを

キャンセルして初めからやり直す以外に、 これらのオプシ ョ ンを リ
セッ トする方法はあ り ません。
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c [AUTOEXTEND のサイズ ] ボッ クスに、拡張するサイズを入力します。 

d データファ イルを追加するには、 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 [ データ

ファ イル ] ダイアログボッ クス内の [ データファ イル名 ] ボッ クスに

データファ イル名、 [ サイズ (MB)] ボッ クスにデータファ イルのサイズ

を入力します。 [OK] をク リ ッ ク します。

e データファ イルを変更するには、 データファ イルを選択して [ 変更 ] を
ク リ ッ ク します。 [ データファ イル ] ダイアログボッ クスで、 データファ

イルの名前かサイズ、 またはその両方を変更し、 [OK] をク リ ッ ク しま

す。

f データファ イルを削除するには、 データファ イルを選択して [ 削除 ] を
ク リ ッ ク します。

g すべての変更が完了したら、 [OK] をク リ ッ ク して [OVPI 詳細設定 ] ダ
イアログボッ クスを閉じ、 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィ

ンド ウに戻り ます。

特定の Oracle 構成パラメータの変更

これらのパラ メータに対する HP 推奨値は、 70 ページの表 1 を参照して く

ださい。

Oracle 構成パラ メータを変更するには、 以下の手順に従います。

a [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィ ンド ウの [ 詳細 ] をク リ ッ ク

して [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを開きます。

b [ パラ メータ ] タブを選択します。 [ パラ メータ ] タブには以下のオプ

シ ョ ンがあ り ます。

— SGA_MAX_SIZE。 このパラ メータは、 Oracle データベースが利用

する メモ リーの最大量を指定します。 このメモ リーは共有メモ リー

で、 すべての Oracle サーバープロセスによって使用されます。

エクステン トサイズに 0 を指定した場合、 Oracle の自動拡張機能は

無効になり ます。

各表領域に対して少なく と も 1 つのデータファ イルを作成する必要が

あ り ます。
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— PGA_AGGREGATE_TARGET (M)。 このパラ メータは、 インスタ

ンスに関連付けられているすべてのサーバープロセスが使用できる、
ターゲッ ト集合 PGA メモ リーを指定します。 デフォルト値は 200M
です。

— DB_FILE_MULTIBLOCK_READ_COUNT。 このパラ メータは、

順次スキャンの発生時に 1 回の I/O 操作で読み取られる最大ブロッ

ク数を指定するこ とによ り、 テーブルスキャン時の I/O を最小限に

抑えるこ とができます。

— WORKAREA_SIZE_POLICY。 このパラ メータは、 作業領域のサイ

ズ設定のためのポ リシーを指定し、 作業領域の調整モードを制御し
ます。 デフォルト値は AUTO です。 この値に MANUAL を指定しな

いこ とをお勧めします。

— DB_CACHE_SIZE。 このパラ メータは、 一次ブロ ッ クサイズを持つ

バッファのデフォルトバッファプールのサイズを指定します。 デ
フォルト値は TRUE です。 FALSE に指定しないこ とをお勧めしま

す。

— DB_32K_CACHE_SIZE。 このパラ メータは、 32K バッファの

キャ ッシュのサイズを指定します。 

— PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING。 このパラ メータは、 Oracle
が並列実行を制御するパラ メータのデフォルト値を決定するかど う
かを指定します。 

c [ 適用 ] をク リ ッ ク して変更を有効にします。 [Oracle ユーザーおよび表

領域の作成 ] ウ ィンド ウに戻るには、 [OK] をク リ ッ ク します。

5 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィ ンド ウで [ 次へ ] をク リ ッ ク して

インス トールを続行します。 

6 95 ページのタスク 13 に進みます。
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タスク  12:データベースの場所を確定し、 接続する。 

図 9 に、 [OVPI データベースユーザーを使用した Oracle 参照 ] ウ ィンド ウが示

されています。 

図 9 [OVPI データベースユーザーを使用した Oracle 参照 ] ウィンドウ

1 [Oracle インスタンス ID (SID)] ボッ クスに Oracle インスタンス ID を入力

します。

Oracle 環境変数 ORACLE_SID が設定されている場合にのみデフォルト値

が表示されます。 複数のデータベースインスタンスが実行されている場合が
あるため、 表示された SID が正しいこ とを確認して ください。 

2 [Oracle ホス ト名 ] ボッ クスに Oracle がインス トールされているシステムの

ホス ト名を入力します。 

デフォルトでは、 このボッ クスにはローカルホス トの名前が入っています。 
Oracle データベースがリモート システムにインス トールされている場合は、

この値を変更する必要があ り ます。 

3 [Oracle TCP/IP ポート番号 ] ボッ クスに Oracle の TCP/IP ポート を入力し

ます。 

4 [ パスワード ] ボッ クスに、 dsi_dpipe アカウン トのパスワードを入力しま

す。
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5 [Oracle ホームディ レク ト リ ] ボッ クスに、 Oracle のインス トールディ レク

ト リ を入力します。 インス トールプログラムが Oracle のホームディ レク ト

リの場所を確定できる場合は、 デフォルト値と して提供されます。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

7 [Oracle パラ メータの確認 ] ボッ クスで、 OVPI をサポートするよ うにパラ

メータを変更したこ とを確認するよ う要求されます。 [ 次へ ] をク リ ッ ク して

続行します。

タスク  13:パフォーマンスマネージャをインス トールする。 

図 10 に [ パフォーマンスマネージャの設定 ] ウ ィ ンド ウが示されています。 

図 10 [ パフォーマンスマネージャの設定 ] ウィンドウ

収集が正常に動作するには、 ポーラーおよびデータ収集で使用する
キャ ッシュディ レク ト リがあるディ スクパーティシ ョ ンの 5% の空き

領域に加えて、 さ らに 512MB の空き領域が必要です。 たとえば、

ディ スクパーティシ ョ ンが 10GB の場合、 1GB の空き領域が必要で

す。
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以下の手順に従います。

1 必要があれば、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク して [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ ク

スを開き、 ログファ イルを格納するディ レク ト リ を指定するこ とができま
す。

ログファ イルのディ レク ト リ を指定するには、 以下の手順に従います。

a [ ログディ レク ト リ ] ボッ クスで、 以下のいずれかを実行します。

— ログファ イルが常駐するディ レク ト リのパスを入力する。

— [ 参照 ] をク リ ッ ク して希望のディ レク ト リ を探す。

— デフォルトのパスを受け入れる。 デフォルトパスによ り、 OVPI の
インス トールディ レク ト リの配下に log フォルダーが作成されま

す。

b [OK] をク リ ッ ク して変更を適用し、 [ パフォーマンスマネージャの設

定 ] ウ ィンド ウに戻り ます。 

2 以下のいずれかを実行します。

— [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 キャ ッシュフォルダーのデフォルトの場所を受

け入れ、 インス トールを続行する。

— 完全修飾パスを入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行す

る。

— [ 参照 ] をク リ ッ ク してキャ ッシュフォルダーの場所に移動し、 [ 次へ ]
をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

3 オペレーティングシステムによって以下のいずれかを実行します。

— Windows: 100 ページのタスク 15 に進みます。 

— UNIX: タスク 14 に進みます。

インス トールでは、 OVPI をインス トールしたディ レク ト リの下にロ

グディ レク ト リが作成されます。 特定のログファ イルは、 [ ログディ

レク ト リ ] ボッ クスで指定したディ レク ト リに関係なく、 このログ

ディ レク ト リで管理されます。



第 4 章

97

タスク  14:UNIX システムのみ : オペレーティ ングシステムのアカウン ト を作成または変更

する

UNIX システムの場合、 パフォーマンスマネージャコンポーネン トには、

trendadm という名前のオペレーティングシステムアカウン トおよびグループが

必要です。 

このアカウン トが存在しているかど うかによって、 インス トールのこの時点で
表示されるウ ィンド ウが異なり ます。

• オペレーティングシステムアカウン トおよびグループが存在しない場合は、
OS ユーザー作成用のウ ィンド ウが開きます。 98 ページの 「オペレーティン

グシステムアカウン トの作成」 を参照して ください。

• オペレーティングシステムアカウン トおよびグループが存在する場合は、 既
存の OS ユーザー用のウ ィンド ウが開きます。 99 ページの 「既存のオペレー

ティングシステムアカウン トの変更」 を参照して ください。

このアカウン トの目的は、 OVPI が実行される環境を保存するこ とです。 このア

カウン トはオペレーティングシステムへのログオンのために使用するものであ
り、 Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンへのログオンに使用する、 100
ページのタスク 15 で作成する trendadm アカウン ト と混同しないでください。 
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オペレーティ ングシステムアカウン トの作成

図 11 に、 [ パフォーマンスマネージャ用のオペレーティングシステムユーザー ]
ウ ィンド ウが示されています。 

図 11 [ パフォーマンスマネージャ用のオペレーティ ングシステムユー

ザー ] ウィンドウ

1 [ パスワード ] ボッ クスで trendadm アカウン トのパスワードを作成し、 [ パ
スワードの確認 ] ボッ クスにも う一度そのパスワードを入力します。

デフォルトでは、 パスワードは 1 文字以上でなければならず、 最大長の制限

はあ り ません。 任意の文字を指定できますが、 パスワードの作成については
会社のポ リ シーに従う こ とをお勧めします。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

3 100 ページのタスク 15 に進みます。
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既存のオペレーティ ングシステムアカウン トの変更

図 12 に、 [ パフォーマンスマネージャ用のオペレーティングシステムユーザー ]
ウ ィンド ウが示されています。 

図 12 [ パフォーマンスマネージャ用のオペレーティ ングシステムユー

ザー ] ウィンドウ

1 以下のいずれかをク リ ッ ク します。

— [ ユーザー環境を変更する ]。 このオプシ ョ ンは、 trendadm アカウン トの

.profile または .cshrc を OVPI 環境変数 (COLLECT_HOME、

DPIPE_HOME、 DPIPE_TMP、 および TREND_LOG) で更新します。

— [ ユーザー環境を変更しない ]。 このオプシ ョ ンは、 アカウン トの

.profile または .cshrc を OVPI 環境変数で更新しません。 このオプ

シ ョ ンを選択した場合は、 後から OVPI 環境変数を手作業で追加する必

要があ り ます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。
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タスク  15:Web アクセスサーバーのポート を指定する

図 13 に、 [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィンド ウが示されています。 

図 13 [Web アクセスサーバーの設定 ] ウィ ンドウ

1 [ ユーザー名 ] ボッ クスに、 OVPI Web アクセスサーバー管理者のユーザー

名を入力します。 ユーザー名はデフォルトでは trendadmです。 

このアカウン トは Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンへのログ

オンに使用します。 このアカウン ト と、 97 ページのタスク 14 で説明

している、 OVPI の実行環境を保存するのに使用する trendadm アカ

ウン ト (UNIX のインス トールのみ ) とを混同しないでください。 
Web アクセスサーバーのアカウン トのデフォルト名は trendadmで

すが、 こ こでこの名前を変更できます。
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2 [ パスワード ] ボッ クスにパスワードを入力して、 OVPI Web アクセスサー

バー管理者アカウン トのパスワードを作成します。

Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンを使用して、 OVPI のインス トール

後にパスワード規則を変更するこ とができます。 詳細は、 『Performance 
Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

3 [ パスワードの確認 ] ボッ クスに手順 2 で作成したパスワードを入力します。

4 デフォルト値を採用しない場合は、 [HTTP ポート ] ボッ クスに Web アクセ

スサーバーのポート番号 (80) を入力します。 開いているポート ならどのポー

トでも使用できます。

5 必要に応じて、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク して [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ ク

スを開き、 以下の処理が実行できます。

• レポートディ レク ト リの場所の変更 ([ ディレク ト リ ] タブ )。 レポート

ディレク ト リには、 配布されたすべてのレポートが保存されます。 詳細

は、 「レポートディ レク ト リの変更」 を参照して ください。

• ユーザーアカウン トの作成および削除 ([OVPI ユーザー ] タブ ) ユー

ザーアカウン トから、 OVPI のク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ン ( レポー

ト ビューア、 レポート ビルダ、 Web アクセスサーバー、 および管理コン

ソール ) にログオンするこ とができます。 詳細は、 102 ページの 「ユー

ザーアカウン トの作成および変更」 を参照して ください。

• Web アクセスサーバーとサポート されている Web ブラウザ間の SSL 
(Secure Sockets Layer) 通信を有効にする ([SSL の設定 ] タブ )。 詳細

は、 103 ページの 「SSL (Secure Sockets Layer) 通信を有効にする」 を

参照して ください。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

レポートディ レク ト リの変更

ユーザーおよびレポートのディ レク ト リの場所を変更するには、 以下の手順
に従います。

インス トールウ ィザードによる長さの制限 ( 最小および最大 ) や、

ユーザー名およびパスワードに使用できる文字に関する制限はあ り ま
せんが、 ユーザー名とパスワードを指定するよ う要求されます。 ユー

ザー名およびパスワードの作成に関する会社のポ リシーに準拠するこ
とをお勧めします。
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a [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスの [ ディ レク ト リ ] タブを選択し

ます。

b レポートディ レク ト リ を変更するには、 以下のいずれかを実行します。

— [ レポートディ レク ト リ ] ボッ クスに新しいディ レク ト リの場所を入

力する。

— ディ レク ト リ を検索するには、 [ 参照 ] をク リ ッ クする。 ディレク ト

リの場所を確定し、 [ 開く ] をク リ ッ クする。 

c [ 適用 ] をク リ ッ ク して変更を有効にします。 

d [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィンド ウに戻り、

[ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

ユーザーアカウン トの作成および変更

[OVPI ユーザー ] タブを使用してユーザーアカウン ト を作成します。 これら

のアカウン トは、 OVPI ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン ( 管理コンソール、

レポート ビルダ、 レポート ビューア、 および Web アクセスサーバー ) への

ログオンに使用されます。 

通常のユーザーアカウン ト または管理者アカウン ト を作成できます。 管理者

以外のアカウン ト を持つユーザーは、 OVPI ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン

にアクセスできます。 管理者アカウン ト を持つユーザーは、 Web アクセス

サーバーの管理機能 ([ 管理 ] リ ンク ) にアクセスできます。 詳細は、

『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。 

アカウン ト を作成および変更するには、 以下の手順に従います。

a [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスの [OVPI ユーザー ] タブを選択し

ます。

b ユーザーアカウン ト を追加するには、 以下の手順に従います。

— [ ユーザーの追加 ] をク リ ッ クする。 ユーザー名、 パスワード、 および

ユーザーの役割のデフォルト値が設定された新規ユーザーが表示さ
れます。 

— [ ユーザー名 ] 列の下にある新規ユーザーセルをダブルク リ ッ ク し、

デフォルト値を削除して、 使用するユーザー名を入力する。

— [ パスワード ] 列の下の新規ユーザーセルをダブルク リ ッ ク し、 デ

フォル ト値を削除して、 使用するパスワードを入力する。
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— [ ロール ] 列の下のユーザーセルをク リ ッ ク し、 一覧から役割 (user
または admin) を選択する。 

— すべての変更が完了したら [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

c ユーザーアカウン ト を削除するには、 以下の手順に従います。

— ユーザー名を選択します。 ユーザー名、 パスワード、 および役割を

含む行全体が選択されます。

— [ ユーザーの削除 ] をク リ ッ ク します。 

— すべての変更が完了したら [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

d [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィンド ウに戻り、

[ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

OVPI のインス トール後に、 Web アクセスサーバーを使用してユーザーアカ

ウン ト を作成、 変更または削除できます。 詳細は、 『Performance Insight 管
理ガイ ド』 を参照して ください。

SSL (Secure Sockets Layer) 通信を有効にする

SSL を使用する と、 Web アクセスサーバーとサポート されている Web ブラ

ウザ、 レポート ビューア、 レポート ビルダおよび管理コンソール間の安全な
通信を実現できます 

SSL を有効にするには、 自己署名証明書を作成します。 この証明書によ り

SSL を有効にできますが、 この自己署名証明書の有効期限は 90 日間です。 
90 日間の期限が切れる前に、 この証明書を認証機関に送って署名入りデジ

タル証明書を受け取るか、 別の自己署名証明書を作成する必要があ り ます。 

署名入りデジタル証明書を受け取ったら、 Web アクセスサーバーアプ リ

ケーシ ョ ンを使用してインポートする必要があ り ます。 また、 Web アクセス

サーバーを使用して、 OVPI のインス トール後に SSL の設定を変更するこ

と もできます。 詳細は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して くだ

さい。 

SSL 通信を有効にして自己署名証明書を作成するには、 以下の手順に従い

ます。

a [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスの [SSL の設定 ] タブを選択しま

す。
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b [SSL の有効化 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

c 以下のいずれかを実行します。

— [SSL ポート ] ボッ クスの値をそのままにする ( デフォルト値は

443)。 

— [SSL ポート ] ボッ クスの値を変更する。

d [ キース ト ア パスワード ] ボッ クスに 6 文字以上のパスワードを入力し

ます。 

e [ 国コード ] ボッ クスに 2 文字の国コードを入力します ("JP" など )。

f 以下の情報は省略可能です。

— [ 組織 ]。 自分が所属する組織名を入力します ("ABC システム株式会

社 " など )。

— [ 組織単位 ]。 所属部署の名称を入力します (" 営業部 " など )。 

— [ 市町村 ]。 所在地の市町村名を入力します ("Suginami-ku" など )。

— [ 州 / 都道府県 ]。 都道府県名を入力します ("Tokyo" など )。

g [ 適用 ] をク リ ッ ク して変更を有効にします。

h [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィンド ウに戻り、

[ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

このオプシ ョ ンを選択しても、 標準の HTTP リ スナーは無効になり

ません。 したがって、 安全な SSL ポート と安全の確保されていない

HTTP ポートが両方と も有効にな り ます。

パスワードを記録し安全な場所に保管しておきます。 このパスワード
は、 署名証明書を作成するのに必要です。

自己署名証明書を作成する と、 証明書リポジ ト リに保存されます。 こ
のパスワードによ り、 Web アクセスサーバーは証明書リポジ ト リに

アクセスできます。

残りのフ ィールドは、 証明書署名機関によって検証および署名される
必要のある、 SSL キーを生成するのに必要な情報を要求します。 この

情報は、 証明書の有効性を確認するために、 証明書のチェ ッ ク担当者
が使用します。
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タスク  16:インス トール情報を確認してインス トールする

図 14 に、 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウを示します。

図 14 [ 概要 ] ウィ ンドウ

1 [ 概要 ] ウ ィンド ウの内容を確認します。 

2 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。 
変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィンド ウまで戻り ま

す。

3 [ インス トール ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。
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タスク  17:セッ トアッププログラムを終了する。 

図 15 にインス トールの進捗状況を示す [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウ

を示します。

図 15 [ インス トールの進捗状況 ] ウィ ンドウ

以下のいずれかを実行します。

• OVPI のインス トールが正常に終了した場合は、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

• OVPI のインス トールが正常に終了しなかった場合は、 [ インス トールの進

捗状況 ] ウ ィ ンド ウの下にある [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク して詳細な情報を

調べてから、 サポートに連絡して ください。 

タスク  18:Windows システムのみ : システムをリブートする

OVPI を使用する前に、 Windows システムをリブートする必要があ り ます。 

UNIX システムに OVPI をインス トールした場合は、 インス トールは

完了です。
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文書のインストール

OVPI をインス トールした後で、 文書をインス トールします。 OVPI の文書は、

PDF(Portable Document Format) 形式で利用可能です。 PDF を見るには

Adobe Acrobat Reader を使用します。 

文書は、 OVPI をインス トールしたディ レク ト リの下の docs フォルダ内にイン

ス トールされます。 たとえば Windows システムでは、 以下の場所から文書を利

用するこ とができます。

installation_directory¥docs 

こ こでは、 installation_directory は OVPI のインス トール先ディ レク ト リです。

UNIX でのインストール

UNIX での文書のインス トール方法は次のとおりです。

1 root と してログオンします。  

2 文書 CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。 UNIX ユーザーの場合は、 挿

入した CD をマウン ト します。 

文書をインス トールしないと、 OVPI のオンラインヘルプが使用できません。
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表 2 に、 各 UNIX プラ ッ ト フォームでの CD のマウン ト方法を示します。

3 Solaris システムの場合のみ : 以下の手順を実行します。

a cd_label を表示するには、 次のコマンドを入力します。

ls -l /cdrom 

b ディレク ト リ を変更するには、 次のコマンドを入力します。

cd /cdrom/cd_label 

こ こで、 cd_label は CD 名です。

表 2 UNIX での OVPI CD のマウン ト

オペレーテ ィ ング
システム コマンド

Sun Solaris CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入する と、 CD は自動的にマ

ウン ト されます。 CD-ROM が自動的にマウン ト される と、

ファ イルマネージャウ ィンド ウが開きます。 ウ ィンド ウが
開かれない場合は、 root と して次のよ うに入力します。

mkdir /cdrom
mount -r /dev/dsk/cd_devicename /cdrom 

このインスタンスで、 cd_devicename は CD-ROM デバ

イスの名前です。

HP-UX SAM ユーティ リ ティを使用して CD-ROM をマウン トする

か、 または次のコマンドを入力します。

mkdir /cdrom 
mount /dev/dsk/cd_devicename /cdrom 

このインスタンスで、 cd_devicename は CD-ROM デバ

イスの名前です。
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4 次のコマンドを入力して、 セッ ト アッププログラムを起動します。

./setup 

[ よ う こそ ] ページが開きます。

5 インス トールウ ィザードの指示に従います。

Windows でのインス トール

Windows での文書のインス トール方法は次のとおりです。

1 適切な管理者権限をもっているこ とを確認して ください。 

2 文書 CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。 

OVPI 文書 CD を挿入する と、 自動的にインス トールプログラムが起動しま

す。 自動的に起動しない場合は、 CD の最上位のフォルダーから setup.exe

をダブルク リ ッ ク します。

[ よ う こそ ] ページが開きます。

3 インス トールウ ィザードの指示に従います。

サービスパックの適用

この リ リースのサービスパッ クを適用します。 この リ リースのサービスパッ クの

場所を確認するには、 次の Web サイ トにアクセスして ください。

http://support.openview.hp.com/cpe/ovpi/patch_ovpi.jsp ( 英語 ) 

インストール後の設定作業

OVPI のインス トール完了後に、 OVPI を構成する方法、 および実行する必要の

ある管理タスクについては、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して く

ださい。 
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5

分散型構成での OVPI のインストール

この章では、 分散型構成での HP OpenView Performance Insight(OVPI) のイン

ス トール方法について説明します。 

インストールの前提条件

分散型構成に OVPI をインス トールする前に、 以下を実行しておく必要があ り

ます。

• 『Performance Insight リ リース ノート 』 を読んでおく こ と。 このドキュ メン

トは、 OVPI バージ ョ ン 5.1.1 のリ リースでの変更点についての概要を説明

しています。

• アーキテクチャ全体の中で自分のシステムが果たす役割について理解するた
めに、 16 ページの 「OVPI システムの役割と タスク」 をお読みください。 シ
ステムの役割は、 システムがその役割を遂行するためにインス トールする必
要のある OVPI コンポーネン ト を決定します。 

• 22 ページの 「分散型構成を採用する理由」 をお読みください。
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• システムが第 2 章 「インス トールの準備」 の前提条件を満たしているこ とを

確認して ください。 すべての Windows システム、 および UNIX システムの

前提条件については、 30 ページの 「システムの要件」 を参照して ください。 
また、 UNIX システムは、 43 ページの 「UNIX 固有の要件」 も参照して く

ださい。

• 以下の要件を満たしているこ とを確認して ください。

— 最初にデータベーススキーマコンポーネン ト をインス トールします。 必
ずデータベースサーバー (Sybase または Oracle) を実行しているシステ

ムと同じシステムにインス トールして ください。 

— OVPI のデータベーススキーマコンポーネン ト とパフォーマンスマネー

ジャコンポーネン ト を同じシステムにインス トールします。 

これらのコンポーネン トは、 インス トール時に [ コンポーネン トの選

択 ] ウ ィンド ウから選択します。 

— リ モートポーラーとサテライ トサーバーは異なるプラ ッ ト フォーム上に
インス トールできますが、 デフォルトのデータベースキャラ ク タセッ ト
はオペレーティングシステムによって異なる可能性があるため、 すべて
のデータベースインスタンス と ク ラ イアン トが共通のキャラ ク タセッ ト
を使用するよ うにして ください。

OVPI のインストール

分散型構成に OVPI をインス トールする方法は数多くあるため、 構成のすべて

について説明するこ とはできませんが、 この章では以下について解説します。

• 一般的な分散型構成に OVPI をインス トールする方法 ( 構成 )

• 各コンポーネン ト を個別にインス トールする方法

• Sybase および Oracle への、 データベースおよびパフォーマンスマネージャ

コンポーネン トのそれぞれのインス トール方法

既存の Oracle データベースを使用していて、 システム上でそのデー

タベースを、 インス トールされた OVPI とは別にしておく予定である

場合は、 74 ページの 「既存のリモート Oracle データベースの使用」

を参照して ください。
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この項では、 以下に示すよ うな分散型構成に OVPI をインス トールする方法に

ついて説明します。 

図 1 一般的な SNMP ポーリングシステム用分散型アーキテクチャ

例 : 分散型構成での OVPI のインス トール

次の例は、 図 1 に示された分散型構成で Sybase を使用している Windows シス

テムに OVPI をインス トールする方法について示しています。

Web アクセスサーバー

レポート

フォーム

管理サーバーを
含む

月単位の
要約

日単位の
要約

時間単位の
要約

trendcopytrendcopy

サテライ トサーバー 1 サテライ トサーバー n

データベース

フォーム

管理サーバー

時間単位の
要約

raw
データ

データベース

フォーム フォーム

時間単位の
要約

raw
データ

ポーラー 1 ポーラー 2 ポーラー 3 ポーラー A ポーラー B ポーラー C

中央サーバー
データベース

管理サーバー
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タスク  1: Sybase がインストールされていて、 動作中であることを確認する。

Sybase がインス トールされていて、 動作中であるこ とを確認して ください。 詳
細は、 『Performance Insight リ リース ノート 』 を参照して ください。

タスク  2: 中央サーバーにデータベーススキーマおよびパフォーマンスマネージャの各コン
ポーネン ト をインス トールする。

タスク  3: Web アクセスサーバーをインス トールする。

Web アクセスサーバーをインス トールするには、 132 ページの 「Web アクセス

サーバーのインス トール」 を参照して ください。 

複数の Web アクセスサーバーをインス トールする場合は、 それぞれについてイ

ンス トール手順を繰り返して ください。

タスク  4: 中央サーバーにレポートパックをインス トールし、 レポートの配布のためのデ
フォルト を採用する 中央サーバーがポーリングしていない場合は、 中央サー

バーにはデータパイプをインス トールしないで ください。

共有パッケージ、 レポートパッ ク、 およびデータパイプは、 パッケージと して
RNS 配布 CD にまとめて収録されています。 RNS のリ リースごとに作成される

『 リ リース ノート 』 に記載されているよ うに、 CD を挿入する と、 CD から圧縮

ファイルを抽出してシステムの Packages ディレク ト リにコピーする、 パッケー

ジ抽出プログラムが起動されます。 パッケージの抽出が終了する と、 ただちに

Performance Insight が開始し、 インス トールウ ィザードの [ よ う こそ ] ウ ィン

ド ウが開きます。

画面に表示される手順に従ってパッケージをインス トールします。 依存関係、

アップグレードパッケージのインス トール時の特別な手順、 パッケージを分散
環境で機能するよ う構成するための特別な手順に関する詳細は、 そのパッケー
ジのユーザーガイ ドを参照して ください。 ユーザーガイ ドは、 システムの OVPI
の下にある docs の指示の中にあ り ます。 次の Web サイ トから もユーザーガイ

ドをダウンロードできます。

http://openview.hp.com/ ( 英語 ) 

[Support]、 [ 製品マニュアル ( 英語 )] の順に選択する と、 「Product Manuals 
Search」 ページ ( 英語 ) が表示されます。 共有パッケージ、 レポートパッ ク、 お

よびデータパイプのユーザーガイ ドは、 [1. Product] で [Reporting and 
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Network Solutions] を選択する と表示されます。

日本語のマニュアルは以下の URL からも入手できます。
http://www.jpn.hp.com/doc/manual/openview/index.html

タスク  5: レポート を各 Web アクセスサーバーに配布する

複数の Web アクセスサーバーが構成されている場合は、 deploytool コマンド

を使用して中央サーバーから各 Web アクセスサーバーにすべてのレポート を配

布して ください。 deploytool コマンドの詳細については、 『Performance 
Insight Reference Guide』 を参照して ください。 

別の方法と して、 配布ウ ィザードを使用して、 選択したレポート を 1 回に 1 つ

ずつ配布するこ と もできます。 配布ウ ィザードの詳細については、

『Performance Insight レポートの作成および表示ガイ ド』 を参照して ください。

タスク  6: 各サテライ トサーバーにデータベーススキーマおよびパフォーマンスマネージャ
をインス トールする  

タスク  7: サテライ トサーバー上のネッ トワークを検出する。

以下のいずれかの方法で、 ネッ ト ワークを検出します。

• SNMP 検出ウ ィザードを使用して OVPI にノードを検出させる。 詳細は、

『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

• node_manager コマンドを使用してノードをインポートする。 詳細は、

『Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。 

タスク  8: 各サテライ トサーバーにレポートパックおよびデータパイプをインス トールす
る。 ローカルレポートが必要な場合は、 インス トール時にレポートを配布する

パッケージマネージャを起動し、 画面に表示される指示に従います。 パッケージ

のユーザーガイ ドに、 インス トールすべきパッケージとその順序が示されてい
ます。 サテライ トサーバーがポーリ ングを行っていない場合は、

trendtimer.sched ファ イルを編集するこ とでポーリ ングを無効にして くださ

い。 ポーリ ングについての詳細は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照し

て ください。

サテライ トサーバーを使用せずに分散環境を構築するこ と も可能です。 この場
合は、 中央サーバーと リモート ポーラーのインス トールのみにな り ます。

検出する必要があるのはポーリ ングする ノードだけです。
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タスク  9: リモートポーラーをインス トールする ( 省略可 )

詳細は、 144 ページの 「リモートポーラーコンポーネン トのインス トール」 を参

照して ください。 

複数のリモートポーラーをインス トールする場合は、 各リモート ポーラーに対
してインス トール手順を繰り返します。

タスク  10:各サテライ トサーバーでタイプ検出を実行する

レポートパッ クのインス トール時にタイプ検出を実行しなかった場合は ( タスク

8 を参照 )、 各サテライ トサーバーでタイプ検出を実行します。 タイプ検出の詳

細は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

タスク  11:分散環境で使用するために、 レポートパックを構成する  

具体的な手順はレポートパッ クによって異な り ます。 一般的には、 以下のよ うに

して行います。

• [ データベースの追加ウ ィザード ] を使用して、 中央サーバーとサテライ ト

サーバーデータベース との間の接続を設定します。

• trendcopy の pull コマンドを設定します。

• 各サテライ トサーバーで、 時間単位よ り も上位レベルの要約を停止させま
す。

具体的な手順については、 そのレポートパッ クのユーザーガイ ドを参照して く
ださい。

タスク  12:リモートポーラーのポーリングポリシーを設定する ( 省略可 ) 

この作業は、 リモートポーラーを使用している場合にのみ適用されます。 詳細

は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 または 『Interface Discovery Datapipe
ユーザーガイ ド』 の 「複数ポーラーの設定」 を参照して ください。
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OVPI のコンポーネン トの個別インス トール

インス トールウ ィザードを使用する と、 特定のシステムに必要なコンポーネン
ト を選択して、 インス トールできます。 このウ ィザードは、 インス トール作業
をガイ ド し、 インス トールに必要なすべての構成パラ メータを要求します。 こ
こでは、 ほぼすべてのコンポーネン ト を個別にインス トールする方法について
説明します。

データベーススキーマおよびパフォーマンスマネージャコンポーネン
トの Oracle へのインストール 

この項では OVPI データベースコンポーネン トおよびパフォーマンスマネー

ジャの Oracle へのインス トールに必要な準備と インス トール手順について説明

します。 

インストールの準備

インス トールプロセスを遅延なく進めるため、 以下の情報がそろっているこ と
を確認して ください。

• OVPI のインス トール先ディレク ト リ

• Oracle インスタンス ID (SID)

• OVPI データベースアカウン ト (dsi_dpipe) のパスワード

• Oracle TCP/IP ポート番号

• Oracle のインス トール先ディ レク ト リ

• 既存の表領域を使用する場合は、 以下の情報も必要です。

— データベースのサイズ

— データファ イルが格納されているディ レク ト リ

分散環境を構築する場合、 データベーススキーマコンポーネン ト とパフォーマ
ンスマネージャコンポーネン トは同じシステムにインス トールする必要があ り
ます。 

分散環境を構築する場合、 データベーススキーマコンポーネン ト とパフォーマ
ンスマネージャコンポーネン トは同じシステムにインス トールする必要があ り
ます。
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表領域および表領域のサイズ設定に関するガイ ド ラ インの詳細は、 64 ペー

ジの 「Oracle 9.2.0.5 のインス トール」 を参照して ください。

• Poller/Collection Cache ディ レク ト リ

• UNIX システムのみ : オペレーティングシステムアカウン ト (trendadm) の
作成または変更 

• Web アクセスサーバーのホス ト名

• Web アクセスサーバーの HTTP ポート番号

• 管理サーバーの HTTP ポート番号

コンポーネン トのインス トール

以下の作業を実行して、 データベーススキーマおよびパフォーマンスマネー
ジャコンポーネン ト をインス トールします。

タスク  1: データベースがインストールされていて、 動作中であることを確認する。 

詳細は、 第 3 章 「データベースのインス トール」 を参照して ください。

タスク  2: OVPI 用に作成された Oracle リスナープログラムが実行されていることを確認

する。

タスク  3: セッ トアッププログラムを起動する。

60 ページの 「セッ ト アッププログラムの起動」 を参照して ください。 

セッ ト アッププログラムを起動する と、 [ セッ ト アップ ](62 ページを参照 ) ウ ィ

ンド ウが開きます。

タスク  4: OVPI インス トールオプシ ョ ンを選択する。

[ セッ ト アップ ] ウ ィンド ウの [ インス トール ] セクシ ョ ンから [OVPI  5.1.1] を選

択します。

既存の 9.2.0.5 Oracle データベースを使用し、 データベースに リモート アクセ

スするよ う OVPI をインス トールするには、 74 ページの 「既存のリモート

Oracle データベースの使用」 にある、 構成と インス トールについての情報を参

照して ください。
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タスク  5: [ よう こそ ] ウィ ンドウを読む。

[ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開きます。 82 ページの図 1 を参照して ください。

[ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

タスク  6: 使用許諾条件を承諾または拒否する。

[ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウが開きます。 83 ページの図 2 を参照して ください。 

以下のいずれかを実行します。

• 使用許諾条件を拒否してインス トールを中断する場合は、 [ キャンセル ] をク

リ ッ ク します。

確認のウ ィンド ウが表示されます。 

— [ はい ] をク リ ッ クする と、 インス トールプロセスが終了します。

— [ いいえ ] をク リ ッ クする と、 [ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウが再び表示さ

れます。 そこで [ 使用許諾条件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ クする

と、 インス トールを続行できます。

• 使用許諾条件に承諾し、 OVPI のインス トールを続行するには、 [ 使用許諾条

件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  7: インストールする OVPI コンポーネン トを選択する。

[ コンポーネン トの選択 ] ウ ィ ンド ウが開きます。 84 ページの図 3 を参照して く

ださい。

1 [OVPI データベーススキーマ ] と [ パフォーマンスマネージャ ] のチェ ッ クボッ ク

スをオンにし、 その他のチェッ クボッ クスはすべてオフにします。 

各コンポーネン トの説明については、 12 ページの 「OVPI のコンポーネン

ト 」 を参照して ください。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  8: OVPI ソフ トウェアのインス トールディ レク ト リを指定する。

[ インス トール先フォルダー ] ウ ィンド ウが開きます。 85 ページの図 4 を参照し

て ください。
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インス トールディ レク ト リは、 NFS マウン トディ レク ト リ 、 UNIX ソフ ト リ ン

ク、 UNIX ハード リ ンク、 Windows マップド ラ イブのいずれでも構いません。 

以下のいずれかを実行します。

• [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 デフォルトのインス トール先フォルダーを採用し、

インス トールを続行する。 

• デフォルト とは異なる宛先ディ レク ト リ を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して

インス トールを続行する。

指定したインス トールディ レク ト リによって、 以下のよ うにな り ます。

• インス トールディ レク ト リが存在しない場合は、 セッ ト アッププログラムに
よって作成されます。 

• インス トールディ レク ト リがすでに存在していて、 データが入っている場合
は、 そのディ レク ト リが空でないこ とを警告する メ ッセージが表示されま
す。 

• セッ ト アッププログラムがアクセスできないファ イルシステム上のインス
トールディ レク ト リ を指定した場合は、 警告メ ッセージが表示されます。 有
効なディレク ト リ を指定するまで、 インス トールは続行できません。 

タスク  9: OVPI データベーススキーマがインストールされるデータベースの設定を選択す

る

[ データベースの選択 ] ウ ィンド ウが開きます。 86 ページの図 5 を参照して くだ

さい。 

オプシ ョ ンの選択にあたっては、 以下のガイ ド ラ インに従ってください。

• どのオプシ ョ ンを選択すべきか不明な場合は、 [ 新規表領域を Oracle 上に作成

します ] を選択して ください。

• 以下のいずれかの条件に当てはまる場合は、 [Oracle 上の既存の表領域を使用

します ] を選択して ください。

— OVPI をインス トールしているシステムで、 Oracle Client を使用して

Oracle リモートデータベースにアクセスする。 

宛先フォルダーへのパスには、 スペース ( 空白 ) を入れるこ とはできません。
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— 72 ページの 「表領域のサイズ設定のガイ ド ラ イン」 に説明されている

dsi_dpipe ユーザーと表領域をすでに作成済みである。 

1 以下のいずれかのオプシ ョ ンを選択します。

• [ 新規表領域を Oracle 上に作成します ]

このオプシ ョ ンを使用するには、 dsi_dpipeユーザーが存在していては

ならず、 以下の表領域も存在していてはなり ません。

— dpipe_default_seg

— dpipe_property_ind_seg

— dpipe_property_seg

— dpipe_upload_ind_seg

— dpipe_upload_seg

— dpipe_rate_ind_seg

— dpipe_rate_seg

— dpipe_summary_ind_seg

— dpipe_summary_seg

— dpipe_overflow_seg

• [Oracle 上の既存の表領域を使用します ]

インス トールを続行する前に、 以下を実行しておく必要があ り ます。

— OVPI データベースユーザーアカウン ト (dsi_dpipe) を作成する。

— dsi_dpipeユーザーと して、 前述の表領域を作成する。

— Oracle の推奨パラ メータを調整する。 詳細は、 70 ページの表 1 を

参照して ください。 

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

選択した表領域オプシ ョ ンによって以下のいずれかを実行します。

— [ 新規表領域を Oracle 上に作成します ] オプシ ョ ン。 タスク 10 に進みま

す。

どのオプシ ョ ンを選択すべきか不明な場合は、 [ 新規表領域を Oracle
上に作成します ] を選択して ください。
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— [Oracle 上の既存の表領域を使用します ] オプシ ョ ン。 127 ページのタスク

12 に進みます。

タスク  10:データベースの場所を確定し、 接続する。 

88 ページの図 6 に、 [ データベース管理者ユーザーを使用した Oracle 参照 ]
ウ ィンド ウが示されています。

1 [Oracle インスタンス ID (SID)] ボッ クスに Oracle インスタンス ID を入力

します。

Oracle 環境変数 ORACLE_SID が設定されている場合にのみデフォルト値

が表示されます。 複数のデータベースインスタンスが実行されている場合が
あるため、 表示された SID が正しいこ とを確認して ください。 

2 [Oracle TCP/IP ポート番号 ] ボッ クスに Oracle の TCP/IP ポート を入力し

ます。 デフォルト値は 1521 です。

3 [DBA 権限を持つ Oracle ユーザー ] ボッ クスに 「sys」 と入力します。

4 [Oracle ユーザーパスワード ] ボッ クスに、 sys アカウン トのパスワードを

入力します。

5 [Oracle ホームディ レク ト リ ] ボッ クスに、 Oracle のインス トールディ レク

ト リ を入力します。 インス トールプログラムが Oracle のホームディ レク ト

リの場所を確定できる場合は、 それがデフォルト値と して提供されます。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  11:Oracle ユーザーアカウン ト と新しい表領域を作成する。

89 ページの図 7 に、 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィンド ウが示され

ています。 

1 [ データベースのサイズ ] ボッ クスに、 データベースのサイズを入力します。 
デフォルト値は 1024MB で、 最小サイズは 500MB です。 

表領域は適切に領域を分散して作成されます。

表領域は autoextend を on にして作成されているため、 表領域に現在十分な空

き領域がない場合、 データの需要を満たすためにデータファ イルが自動的に拡
張されます。 したがって、 物理ファイルシステムが 100% を超えないよ うにシス

テムを監視して ください。
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2 [ データファ イル (.dbf) フォルダ ] ボッ クスに、 データベースファ イル (.dbf)
が作成されるディ レク ト リ を入力します。 

3 [OVPI データベースユーザー (dsi_dpipe) パスワード ] ボッ クスで、

dsi_dpipe アカウン トのパスワードを作成し、 [ パスワードの確認 ] ボッ ク

スにそのパスワードをも う一度入力します。 

以下の規則に準拠した dsi_dpipe パスワードを作成して ください。

• パスワードの長さは 1 文字以上 30 文字以下であるこ と。 

• アルファベッ ト文字で始まるものであるこ と。 

• 有効な文字は、 すべての英数字とアンダースコア (_) である。 

4 必要に応じて、 [ 詳細 ] をク リ ッ クする と、 [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ

クスが表示されます。 このダイアログボッ クスでは、 以下を実行できます。

• 表領域を構成するデータファ イルの追加、 変更、 または削除。 

表領域には次のものがあ り ます。 デフォルト 、 プロパティ とプロパティ
インデッ クス、 アップロード とアップロード インデッ クス、 レートおよ
びレート インデッ クス、 サマ リーおよびサマ リーインデッ クス、 データ
ベースオーバーフロー。 詳細は、 「デフォル トの表領域の変更」 を参照
して ください。

• 特定の Oracle 構成パラ メータの変更。 詳細は、 125 ページの 「特定の

Oracle 構成パラ メータの変更」 を参照して ください。

[ データベースのサイズ ] および [ データファ イル (.dbf) フォルダー ] オプシ ョ

ンの値を変更する前に、 [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク してデータベースセグメン ト

のデータファ イルを変更するかど うかを決定して ください。 詳細は、 123 ペー

ジの手順 4 を参照して ください。 [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを使用

してデータベースセグメン ト を変更した後は、 [ データベースのサイズ ](122
ページの手順 1) および [ データファ イル (.dbf) フォルダ ](123 ページの手順 2)
オプシ ョ ンの値を変更しないで ください。 これらのオプシ ョ ンの値を一度設定す

る と、 リセッ トするこ とはできません。 [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスで

行った変更が上書きされてしまいます。 インス トールプログラムをキャンセルし

て初めからやり直す以外に、 これらのオプシ ョ ンを リセッ トする方法はあ り ま
せん。

このパスワードは大文字と小文字を区別しません。
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デフォルトの表領域の変更

表領域のサイズ設定ガイ ド ラインについては、 72 ページの 「表領域のサイ

ズ設定のガイ ド ラ イン」 を参照して ください。

表領域を変更するには、 以下の手順に従います。

a [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィ ンド ウの [ 詳細 ] をク リ ッ ク

して [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを開きます。

b 変更する表領域に関連するタブを選択します。 91 ページの図 8 に、

[OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスの [ プロパティ ] タブが示されて

います。 

c [AUTOEXTEND のサイズ ] ボッ クスに、 拡張サイズを入力します。 

d データファ イルを追加するには、 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 [ データ

ファ イル ] ダイアログボッ クス内の [ データファ イル名 ] ボッ クスに

データファ イル名、 [ サイズ (MB)] ボッ クスにデータファ イルのサイズ

を入力します。 [OK] をク リ ッ ク します。

e データファ イルを変更するには、 データファ イルを選択して [ 変更 ] を
ク リ ッ ク します。 [ データファ イル ] ダイアログボッ クスで以下を実行し

ます。 データファ イルの名前、 サイズ、 またはその両方を変更し、 [OK]
をク リ ッ ク します。

[OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを使用してデータベースセグメ

ン ト を変更した後は、 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィン

ド ウの [ データベースのサイズ ](122 ページの手順 1) および [ データ

ファ イル フォルダ ](123 ページの手順 2) オプシ ョ ンの値を変更しな

いで ください。 これらのオプシ ョ ンの値を変更する と、 リセッ トする

こ とはできません。 [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを使用して

行った変更が上書きされてしまいます。 インス トールプログラムを

キャンセルして初めからやり直す以外に、 これらのオプシ ョ ンを リ
セッ トする方法はあ り ません。

エクステン トサイズに 0 を指定した場合、 Oracle の自動拡張機能は

無効になり ます。
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f データファ イルを削除するには、 データファ イルを選択し [ 削除 ] をク

リ ッ ク します。

g すべての変更が完了したら、 [OK] をク リ ッ ク して [OVPI 詳細設定 ] ダ
イアログボッ クスを閉じ、 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィ

ンド ウに戻り ます。

特定の Oracle 構成パラメータの変更

これらのパラ メータに対する HP 推奨値は、 70 ページの表 1 を参照して く

ださい。

Oracle 構成パラ メータを変更するには、 以下の手順に従います。

a [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィ ンド ウの [ 詳細 ] をク リ ッ ク

して [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスを開きます。

b [ パラ メータ ] タブを選択します。 [ パラ メータ ] タブには以下のオプ

シ ョ ンがあ り ます。

— SGA_MAX_SIZE。 このパラ メータは、 Oracle データベースが利用

する メモ リーの最大量を指定します。 このメモ リーは共有メモ リー

で、 すべての Oracle サーバープロセスによって使用されます。

— PGA_AGGREGATE_TARGET (M)。 このパラ メータは、 インスタ

ンスに関連付けられているすべてのサーバープロセスが使用できる、
ターゲッ ト集合 PGA メモ リーを指定します。 デフォルト値は 200M
です。

— DB_FILE_MULTIBLOCK_READ_COUNT。 このパラ メータは、

順次スキャンの発生時に 1 回の I/O 操作で読み取られる最大ブロッ

ク数を指定するこ とによ り、 テーブルスキャン時の I/O を最小限に

抑えるこ とができます。

— WORKAREA_SIZE_POLICY。 このパラ メータは、 作業領域のサイ

ズ設定のためのポ リシーを指定し、 作業領域の調整モードを制御し
ます。 デフォルト値は AUTO です。 この値に MANUAL を指定しな

いこ とをお勧めします。

各表領域に対して少なく と も 1 つのデータファ イルを作成する必要が

あ り ます。



分散型構成での OVPI のインストール

126

— DB_CACHE_SIZE。 このパラ メータは、 一次ブロ ッ クサイズを持つ

バッファのデフォルトバッファプールのサイズを指定します。 デ
フォルト値は TRUE です。 FALSE に指定しないこ とをお勧めしま

す。

— DB_32K_CACHE_SIZE。 このパラ メータは、 32K バッファの

キャ ッシュのサイズを指定します。 

— PARALLEL_AUTOMATIC_TUNING。 このパラ メータは、 Oracle
が並列実行を制御するパラ メータのデフォルト値を決定するかど う
かを指定します。 

c [ 適用 ] をク リ ッ ク して変更を有効にします。 [Oracle ユーザーおよび表

領域の作成 ] ウ ィンド ウに戻るには、 [OK] をク リ ッ ク します。

5 [Oracle ユーザーおよび表領域の作成 ] ウ ィ ンド ウで [ 次へ ] をク リ ッ ク して

インス トールを続行します。 

6 128 ページのタスク 13 に進みます。
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タスク  12:データベースの場所を確定し、 接続する。 

図 2 に、 [OVPI データベースユーザーを使用した Oracle 参照 ] ウ ィンド ウが示

されています。

図 2 [OVPI データベースユーザーを使用した Oracle 参照 ] ウィンドウ

1 [Oracle インスタンス ID (SID)] ボッ クスに Oracle インスタンス ID を入力

します。

Oracle 環境変数 ORACLE_SID が設定されている場合にのみデフォルト値

が表示されます。 複数のデータベースインスタンスが実行されている場合が
あるため、 表示された SID が正しいこ とを確認して ください。 

2 [Oracle ホス ト名 ] ボッ クスに Oracle がインス トールされているシステムの

ホス ト名を入力します。

3 [Oracle TCP/IP ポート番号 ] ボッ クスに Oracle の TCP/IP ポート を入力し

ます。

4 [ パスワード ] ボッ クスに、 dsi_dpipe アカウン トのパスワードを入力しま

す。

5 [Oracle ホームディ レク ト リ ] ボッ クスに、 Oracle のインス トールディ レク

ト リ を入力します。 インス トールプログラムが Oracle のホームディ レク ト

リの場所を確定できる場合は、 それがデフォルト値と して提供されます。
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6 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

7 [Oracle パラ メータの確認 ] ボッ クスで、 OVPI をサポートするパラ メータ

を変更したこ とを確認するよ う要求されます。 [ はい ] をク リ ッ ク して続行し

ます。 

タスク  13:パフォーマンスマネージャをインス トールする  

95 ページの図 10 に [ パフォーマンスマネージャの設定 ] ウ ィンド ウが示されて

います。 

以下の手順に従います。

1 必要があれば、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク して [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ ク

スを開き、 ログファ イルを格納するディ レク ト リ を指定するこ とができま
す。

ログファ イルのディ レク ト リ を指定するには、 以下の手順に従います。

a [ ログディ レク ト リ ] ボッ クスで、 以下のいずれかを実行します。

— ログファ イルが常駐するディ レク ト リのパスを入力する。

— [ 参照 ] をク リ ッ ク して希望のディ レク ト リ を探す。

— デフォルトのパスを採用する。 デフォルトパスによ り、 OVPI のイ

ンス トールディ レク ト リの配下に log フォルダーが作成されます。

b [OK] をク リ ッ ク して変更を適用し、 [ パフォーマンスマネージャの設

定 ] ウ ィンド ウに戻り ます。 

2 以下のいずれかを実行します。

— [ 次へ ] をク リ ッ ク して、 キャ ッシュフォルダーのデフォルトの場所を採

用し、 インス トールを続行する。

収集が正常に動作するには、 Poller Collection/Cache ディレク ト リがあるディ

スクパーティシ ョ ンの 5% プラス 512MB の空き領域が必要です。 たとえば、

ディ スクパーティシ ョ ンが 10GB の場合、 1GB の空き領域が必要です。

インス トールでは、 OVPI をインス トールしたディ レク ト リの下にロ

グディ レク ト リが作成されます。 特定のログファ イルは、 [ ログディ

レク ト リ ] ボッ クスで指定したディ レク ト リに関係なく、 このログ

ディ レク ト リで管理されます。
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— 完全修飾パスを入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行す

る。

— [ 参照 ] をク リ ッ ク してキャ ッシュフォルダーの場所にナビゲート し、

[ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

3 オペレーティングシステムによって以下のいずれかを実行します。

— Windows: 130 ページのタスク 15 に進みます。 

— UNIX: タスク 14 に進みます。

タスク  14:UNIX システムのみ : オペレーティ ングシステムのアカウン ト を作成または変更

する

UNIX システムの場合、 パフォーマンスマネージャコンポーネン トには、

trendadm という名前のオペレーティングシステムアカウン トおよびグループが

必要です。 

このアカウン トが存在しているかど うかによって、 インス トールのこの時点で
表示されるウ ィンド ウが異なり ます。

• オペレーティングシステムアカウン トおよびグループが存在しない場合は、
OS ユーザー作成用のウ ィンド ウが開きます。 129 ページの 「オペレーティ

ングシステムアカウン トの作成」 を参照して ください。

• オペレーティングシステムアカウン トおよびグループが存在する場合は、 既
存の OS ユーザー用のウ ィンド ウが開きます。 130 ページの 「既存のオペ

レーティングシステムアカウン トの変更」 を参照して ください。

オペレーティ ングシステムアカウン トの作成

98 ページの図 11 に、 [ パフォーマンスマネージャ用のオペレーティングシステ

ムユーザー ] ウ ィンド ウが示されています。 

1 [ パスワード ] ボッ クスで trendadm アカウン トのパスワードを作成し、 [ パ
スワードの確認 ] ボッ クスにも う一度そのパスワードを入力します。

このアカウン トの目的は、 OVPI が実行される環境を保存するこ とです。 この

アカウン トはオペレーティングシステムへのログオンのために使用するもので
あ り、 Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンへのログオンに使用する、 134
ページのタスク 8 で作成する trendadm アカウン ト と混同しないでください。 
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デフォルトでは、 パスワードは 1 文字以上でなければならず、 最大長の制限

はあ り ません。 任意の文字を指定できますが、 パスワードの作成については
会社のポ リ シーに従う こ とをお勧めします。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

3 130 ページのタスク 15 に進みます。

既存のオペレーティ ングシステムアカウン トの変更

99 ページの図 12 に、 [ パフォーマンスマネージャ用のオペレーティングシステ

ムユーザー ] ウ ィンド ウが示されています。 

1 以下のいずれかをク リ ッ ク します。

— [ ユーザー環境を変更する ]。 このオプシ ョ ンは、 trendadm アカウン トの

.profile または .cshrc を OVPI 環境変数 (COLLECT_HOME、

DPIPE_HOME、 DPIPE_TMP、 および TREND_LOG) で更新します。

— [ ユーザー環境を変更しない ]。 このオプシ ョ ンは、 アカウン トの

.profile または .cshrc を OVPI 環境変数で更新しません。 このオプ

シ ョ ンを選択した場合は、 後から OVPI 環境変数を手作業で追加する必

要があ り ます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  15:管理サーバーに関する情報を指定する。

1 [HTTP ポート ] ボッ クスに管理サーバーがリ スンするポート を入力します。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

このウ ィンド ウでは、 システムのバッ クグラウンドで実行される管理サーバー
を作成します。 これによ り、 OVPI の管理コンソールアプ リケーシ ョ ンを使用し

て、 OVPI のコンポーネン ト を管理するこ とができます ( 管理コンソールの詳細

は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください )。 また、 管理サー

バーによって、 OVPI 分散インス トール内の各コンポーネン トが相互に通信する

こ と も可能になり ます。

管理サーバーは、 OVPI セッ ト アッププログラムによって自動的に起動される

サービスです。 このサービスはサポート されているオペレーティングシステム
上で以下のよ うに表されます。

• Windows: OVPI HTTP Server 
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• Solaris: /etc/init.d/ovpi_httpdおよび /etc/rc3.d/

S99ovpi_httpd起動スク リプ ト

• HP-UX: /sbin/init.d/ovpi_httpdおよび /sbin/rc3.d/

S99ovpi_httpd起動スク リプ ト

タスク  16:Web アクセスサーバーに関する情報を指定する

1 [Web アクセスサーバーホス ト ] ボッ クスに Web アクセスサーバーの名前を

入力します。

2 [Web アクセスサーバーポート ] ボッ クスに Web アクセスサーバーのポート

番号を入力します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  17:インス トール情報を確認してインス トールする

1 [ 概要 ] ウ ィンド ウの内容を確認します (105 ページの図 14)。 

2 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。 
変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィンド ウまで戻り ま

す。

3 [ インス トール ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

[ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、 インス トールの進捗状況が表示

されます。

タスク  18:セッ トアッププログラムを終了する 

以下のいずれかを実行します。

• OVPI のインス トールが正常に終了した場合は、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

• OVPI のインス トールが正常に終了しなかった場合は、 [ インス トールの進

捗状況 ] ウ ィ ンド ウの下にある [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク して詳細な情報を

調べてから、 テクニカルサポートに連絡して ください。 

Web アクセスサーバーをまだインス トールしていない場合は、 どこにインス

トールするかを入力します。

UNIX システムに OVPI をインス トールした場合は、 インス トールは

完了です。
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タスク  19:Windows システムのみ : システムをリブートする

OVPI を使用する前に、 Windows システムを リブートする必要があ り ます。 

Web アクセスサーバーのインストール

この項では、 Web アクセスサーバーコンポーネン トに必要な準備と インス トー

ル手順について説明します。

インストールの準備

インス トールプロセスを遅延なく進めるため、 以下の情報がそろっているこ と
を確認して ください。

• OVPI のインス トール先ディレク ト リ

• 作成する必要のある Web アクセスサーバー管理者アカウン トのユーザー名

とパスワード

• Web アクセスサーバーの HTTP ポート

• データベースホス トおよびポート

コンポーネン トのインス トール

以下の手順に従って、 Web アクセスサーバーコンポーネン ト をインス トールし

ます。

タスク  1: このコンポーネン ト をインス トールする前に、 データベースをインス トールして
実行してお く。 

このコンポーネン トのインス トール時に、 データベースシステムからデータ
ベース情報をダウンロードするために、 データベースホス トおよびポート番号
が要求されるからです。 データベースがインス トールされていなくてもインス

トールを続行するこ とはできますが、 このコンポーネン トのインス トール後に
管理コンソールを使用してデータベースシステムを構成する必要があ り ます。

詳細は、 第 3 章 「データベースのインス トール」 を参照して ください。

タスク  2: セッ トアッププログラムを起動する

60 ページの 「セッ ト アッププログラムの起動」 を参照して ください。 



第 5 章

133

セッ ト アッププログラムを起動する と、 [ セッ ト アップ ](62 ページを参照 ) ウ ィ

ンド ウが開きます。 

タスク  3: OVPI インス トールオプシ ョ ンを選択する

ウ ィンド ウの [ インス トール ] セクシ ョ ンから [OVPI  5.1.1] を選択します。 [ よ

う こそ ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

タスク  4: [ よう こそ ] ウィ ンドウを読む

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  5: 使用許諾条件を承諾または拒否する

[ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウが開きます。

以下のいずれかを実行します。

• 使用許諾条件を拒否してインス トールを中断する場合は、 [ キャンセル ] をク

リ ッ ク します。

確認のウ ィンド ウが表示されます。 

— [ はい ] をク リ ッ クする と、 インス トールプロセスが終了します。

— [ いいえ ] をク リ ッ クする と、 [ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウが再び表示さ

れます。 そこで [ 使用許諾条件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ クする

と、 インス トールを続行できます。

• 使用許諾条件に承諾し、 OVPI のインス トールを続行するには、 [ 使用許諾条

件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  6: インストールする OVPI コンポーネン トを選択する。

[ コンポーネン トの選択 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。 

1 [Web アクセスサーバー ] チェッ クボッ クスをオンにし、 その他すべての

チェ ッ クボッ クスをオフにします。 

コンポーネン トの説明については、 12 ページの 「OVPI のコンポーネン ト 」

を参照して ください。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 
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タスク  7: OVPI ソフ トウェアのインス トールディ レク ト リを指定する

インス トールディ レク ト リは、 NFS マウン トディ レク ト リ 、 UNIX ソフ ト リ ン

ク、 UNIX ハード リ ンク、 Windows マップド ラ イブのいずれでも構いません。 

以下のいずれかを実行します。

• [ 次へ ] をク リ ッ ク してデフォルトのインス トール先フォルダーを採用し、

インス トールを続行する。 

• デフォルト とは異なる宛先ディ レク ト リ を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して

インス トールを続行する。

指定したインス トールディ レク ト リによって、 以下のよ うにな り ます。

• インス トールディ レク ト リが存在しない場合は、 セッ ト アッププログラムに
よって作成されます。 

• インス トールディ レク ト リがすでに存在していて、 データが入っている場合
は、 そのディ レク ト リが空でないこ とを警告する メ ッセージが表示されま
す。 

• セッ ト アッププログラムがアクセスできないファ イルシステム上のインス
トールディ レク ト リ を指定した場合は、 警告メ ッセージが表示されます。 有
効なディレク ト リ を指定するまで、 インス トールは続行できません。 

タスク  8: Web アクセスサーバーのポート を指定する

1 [ ユーザー名 ] ボッ クスに、 OVPI Web アクセスサーバー管理者のユーザー

名を入力します。 ユーザー名はデフォルトでは trendadmです。 

このシステムにすでに別の OVPI コンポーネン ト をインス トールして

いる場合は、 [ インス トール先フォルダー ] ウ ィンド ウは表示されま

せん。 その場合は、 134 ページのタスク 8 に進んでください。

宛先フォルダーへのパスには、 スペース ( 空白 ) を入れるこ とはできません。

このアカウン トは Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンへのログ

オンに使用します。 Web アクセスサーバーのアカウン トのデフォル

ト名は trendadmですが、 こ こでこの名前を変更できます。
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2 [ パスワード ] ボッ クスにパスワードを入力して、 OVPI Web アクセスサー

バー管理者アカウン トのパスワードを作成します。

Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンを使用して、 OVPI のインス トール

後にパスワード規則を変更するこ とができます。 詳細は、 『Performance 
Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

3 [ パスワードの確認 ] ボッ クスに手順 2 で作成したパスワードを入力します。

4 デフォルト値を採用しない場合は、 [HTTP ポート ] ボッ クスに Web アクセ

スサーバーのポート番号 (80) を入力します。 開いているポート ならどのポー

トでも使用できます。

5 必要に応じて、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク して [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ ク

スを開き、 以下の処理が実行できます。

• レポートディ レク ト リの場所の変更 ([ ディレク ト リ ] タブ )。 レポート

ディレク ト リには、 配布されたすべてのレポートが保存されます。 詳細
は、 135 ページの 「レポートディ レク ト リの変更」 を参照して くださ

い。

• ユーザーアカウン トの作成および削除 ([OVPI ユーザー ] タブ ) ユー

ザーアカウン トから、 OVPI のク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ン ( レポー

ト ビューア、 レポート ビルダ、 Web アクセスサーバー、 および管理コン

ソール ) にログオンできます。 詳細は、 136 ページの 「ユーザーアカウ

ン トの作成および変更」 を参照して ください。

• Web アクセスサーバーとサポート されている Web ブラウザ間の SSL 
(Secure Sockets Layer) 通信を有効にする ([SSL の設定 ] タブ )。 詳細

は、 137 ページの 「SSL (Secure Sockets Layer) 通信を有効にする」 を

参照して ください。

6 [ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

レポートディ レク ト リの変更

レポートディ レク ト リの場所を変更するには、 [ ディレク ト リ ] タブを使用

します。 場所を変更するには、 以下の手順に従います。

インス トールウ ィザードによる長さの制限 ( 最小および最大 ) や、

ユーザー名およびパスワードに使用できる文字に関する制限はあ り ま
せんが、 ユーザー名とパスワードを指定するよ う要求されます。 ユー

ザー名およびパスワードの作成に関する会社のポ リシーに準拠するこ
とをお勧めします。
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a [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスの [ ディ レク ト リ ] タブを選択し

ます。

b レポートディ レク ト リ を変更するには、 以下のいずれかを実行します。

— [ レポートディ レク ト リ ] ボッ クスに新しいディ レク ト リの場所を入

力する。

— [ 参照 ] をク リ ッ ク しディ レク ト リ を検索する。 ディ レク ト リ を探し、

[ 開く ] をク リ ッ クする。 

c [ 適用 ] をク リ ッ ク して変更を有効にします。 

d [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィンド ウに戻り、

[ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

ユーザーアカウン トの作成および変更

[OVPI ユーザー ] タブを使用してユーザーアカウン ト を作成します。 これら

のアカウン トは、 OVPI ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン ( 管理コンソール、

レポート ビルダ、 レポート ビューア、 および Web アクセスサーバー ) への

ログオンに使用されます。 

通常のユーザーアカウン ト または管理者アカウン ト を作成できます。 管理者

以外のアカウン ト を持つユーザーは、 OVPI ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン

にアクセスできます。 管理者アカウン ト を持つユーザーは、 Web アクセス

サーバーの管理機能 ([ 管理 ] リ ンク ) を使用できます。 詳細は、

『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。 

アカウン ト を作成および変更するには、 以下の手順に従います。

a [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスの [OVPI ユーザー ] タブを選択し

ます。

b ユーザーアカウン ト を追加するには、 以下の手順に従います。

— [ ユーザーの追加 ] をク リ ッ クする。 ユーザー名、 パスワード、 および

ユーザーの役割について、 新規ユーザーのデフォルト値が設定され
たデフォルトユーザーが表示されます。 

— [ ユーザー名 ] 列の下にある新規ユーザーセルをダブルク リ ッ ク し、

デフォルト値を削除して、 使用するユーザー名を入力する。

— [ パスワード ] 列の下の新規ユーザーセルをダブルク リ ッ ク し、 デ

フォル ト値を削除して、 使用するパスワードを入力する。
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— [ ロール ] 列の下のユーザーセルをク リ ッ ク し、 一覧から役割 (user
または admin) を選択する。 

— すべての変更が完了したら [ 適用 ] をク リ ッ クする。

c ユーザーアカウン ト を削除するには、 以下の手順に従います。

— ユーザー名を選択します。 ユーザー名、 パスワード、 および役割を

含む行全体が選択されます。

— [ ユーザーの削除 ] をク リ ッ ク します。 

— すべての変更が完了したら [ 適用 ] をク リ ッ ク します。

d [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィンド ウに戻り、

[ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

OVPI のインス トール後に、 Web アクセスサーバーを使用してユーザーアカ

ウン ト を作成、 変更または削除できます。 詳細は、 『Performance Insight 管
理ガイ ド』 を参照して ください。

SSL (Secure Sockets Layer) 通信を有効にする

SSL を使用する と、 Web アクセスサーバーとサポート されている Web ブラ

ウザ、 レポート ビューア、 レポート ビルダおよび管理コンソール間の安全な
通信を実現できます 

SSL を有効にするには、 自己署名証明書を作成します。 この証明書によ り

SSL を有効にできますが、 この自己署名証明書の有効期限は 90 日間です。 
90 日間の期限が切れる前に、 この証明書を認証機関に送って署名入りデジ

タル証明書を受け取るか、 別の自己署名証明書を作成する必要があ り ます。 

署名入りデジタル証明書を受け取ったら、 Web アクセスサーバーアプ リ

ケーシ ョ ンを使用してインポートする必要があ り ます。 また、 Web アクセス

サーバーを使用して、 OVPI のインス トール後に SSL の設定を変更するこ

と もできます。 詳細は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して くだ

さい。 

SSL 通信を有効にして自己署名証明書を作成するには、 以下の手順に従い

ます。

a [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスの [SSL の設定 ] タブを選択しま

す。
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b [SSL の有効化 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

c 以下のいずれかを実行します。

— [SSL ポート ] ボッ クスの値をそのままにする ( デフォルト値は

443)。 

— [SSL ポート ] ボッ クスの値を変更する。

d [ キース ト ア パスワード ] ボッ クスに 6 文字以上のパスワードを入力し

ます。 

e [ 国コード ] ボッ クスに 2 文字の国コードを入力します ("JP" など )。

f 以下の情報は省略可能です。

— [ 組織 ]。 自分が所属する組織名を入力します ("ABC システム株式会

社 " など )。

— [ 組織単位 ]。 所属部署の名称を入力します (" 営業部 " など )。 

— [ 市町村 ]。 所在地の市町村名を入力します ("Suginami-ku" など )。

— [ 州 / 都道府県 ]。 都道府県名を入力します ("Tokyo" など )。

g [ 適用 ] をク リ ッ ク して変更を有効にします。

h [OK] をク リ ッ ク して [Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィンド ウに戻り、

[ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

このオプシ ョ ンを選択しても、 標準の HTTP リ スナーは無効になり

ません。 したがって、 安全な SSL ポート と安全の確保されていない

HTTP ポートが両方と も有効にな り ます。

パスワードを記録し安全な場所に保管しておきます。 このパスワード
は、 署名証明書を作成するのに必要です。

自己署名証明書を作成する と、 証明書リポジ ト リに保存されます。 こ
のパスワードによ り、 Web アクセスサーバーは証明書リポジ ト リに

アクセスできます。

残りのフ ィールドは、 証明書署名機関によって検証および署名される
必要のある、 SSL キーを生成するのに必要な情報を要求します。 この

情報は、 証明書の有効性を確認するために、 証明書のチェ ッ ク担当者
が使用します。
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タスク  9: データベースに関する情報を指定する。

図 3 に、 [ リモートデータベースの設定 ] ウ ィンド ウを示します。

図 3 [ リモートデータベースの設定 ] ウィ ンドウ

1 [ リモートデータベースのホス ト ] ボッ クスにデータベースホス トの名前を

入力します。

2 [ リモート管理サーバーのポート ] ボッ クスにデータベースホス トのポート

番号を入力します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

タスク  10:インス トール情報を確認してインス トールする

1 [ 概要 ] ウ ィンド ウの内容を確認します。 

システムがデータベースに接続してデータベース情報を取得できない場合は、
警告メ ッセージが表示されます。 

インス トールを続行するには、 データベース (Sybase または Oracle) と OVPI
データベースが実行されている必要があ り ます。 Oracle を使用している場合は、

Oracle Listener プログラムも実行しておく必要があ り ます。

[ キャンセル ] をク リ ッ ク してデータベース情報を再入力するか、 [OK] をク リ ッ

ク してインス トールを続行します。 インス トールを続行する場合は、 インス トー

ル後に管理コンソールを使用してデータベース接続を設定する必要があ り ます。 
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2 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。 
変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィンド ウまで戻り ま

す。

3 [ インス トール ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

[ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、 インス トールの進捗状況が表示

されます。

タスク  11:セッ トアッププログラムを終了する。 

以下のいずれかを実行します。

• OVPI のインス トールが正常に終了した場合は、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

• OVPI のインス トールが正常に終了しなかった場合は、 [ インス トールの進

捗状況 ] ウ ィ ンド ウの下にある [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク して詳細な情報を

調べてから、 テクニカルサポートに連絡して ください。 

タスク  12:Windows システムのみ : システムをリブートする

OVPI を使用する前に、 Windows システムを リブートする必要があ り ます。

UNIX システムに OVPI をインス トールした場合は、 インス トールは

完了です。

Web アクセスサーバーをインス トールしたシステムにハードウェア障害が発生

した場合、 Web アクセスサーバーを新しいシステムに再インス トールし、

OVPI データベースがインス トールされているシステムから deploytool コマ

ンドを実行して、 Web アクセスサーバーにレポート を再配布して ください。 
deploytool コマンドの詳細については、 『Performance Insight Reference 
Guide』 を参照して ください。
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クライアン ト コンポーネン トのインストール

この項では、 ク ラ イアン ト コンポーネン トに必要な準備と インス トール手順に
ついて説明します。 ク ラ イアン トは OVPI へのインタフェースを提供します。 任
意のネッ ト ワークシステムにク ライアン ト をインス トールできます。 OVPI ク ラ

イアン トの詳細は、 14 ページの 「OVPI ク ラ イアン ト 」 を参照して ください。

インストールの準備

インス トールプロセスを遅延なく進めるため、 以下の情報がそろっているこ と
を確認して ください。

• OVPI のインス トール先ディレク ト リ

• 作成する必要のある Web アクセスサーバー管理者アカウン トのユーザー名

とパスワード

• Web アクセスサーバーの常駐先のポート番号

ク ライアン ト をインス トールする と、 いくつかのアプリ ケーシ ョ ンがインス
トールされます。 これらのアプ リ ケーシ ョ ンの一覧は、 14 ページの 「OVPI ク

ライアン ト 」 を参照して ください。

コンポーネン トのインス トール

以下の手順に従って、 OVPI ク ラ イアン ト コンポーネン ト をインス トールしま

す。

タスク  1: セッ トアッププログラムを起動する

60 ページの 「セッ ト アッププログラムの起動」 を参照して ください。 

セッ ト アッププログラムを起動する と、 [ セッ ト アップ ](62 ページを参照 ) ウ ィ

ンド ウが開きます。

管理コンソールの全機能を有効にするには、 パフォーマンスマネージャをイン
ス トールする必要があ り ます。 ク ラ イアン トのみのインス トールをした場合は、

通常の OVPI 全体のインス トールをしたあとに管理コンソールの [ ツール ] メ

ニューから使用できる以下のアプリ ケーシ ョ ンが、 使用できません。 データ
ベースチューナー、 MIB ブラウザ、 SNMP 検出、 タイプ検出、 およびパッケー

ジマネージャ。 さ らに、 新しいデータテーブルまたはプロパティテーブルを登録

するこ と も、 収集データをデータベースに自動的に追加するこ と もできません。
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タスク  2: OVPI インス トールオプシ ョ ンを選択する。

[ セッ ト アップ ] ウ ィンド ウの [ インス トール ] セクシ ョ ンから [OVPI  5.1.1] を選

択します。 [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが表示されます。

タスク  3: [ よう こそ ] ウィ ンドウを読む

[ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。 [ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウ

が開きます。

タスク  4: 使用許諾条件を承諾または拒否する。

以下のいずれかを実行します。

• 使用許諾条件を拒否してインス トールを中断する場合は、 [ キャンセル ] をク

リ ッ ク します。

確認のウ ィンド ウが表示されます。 

— [ はい ] をク リ ッ クする と、 インス トールプロセスが終了します。

— [ いいえ ] をク リ ッ クする と、 [ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウが再び表示さ

れます。 そこで [ 使用許諾条件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ クする

と、 インス トールを続行できます。

• 使用許諾条件に承諾し、 OVPI のインス トールを続行するには、 [ 使用許諾条

件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

[ コンポーネン トの選択 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

タスク  5: インストールする OVPI コンポーネン トを選択する。

1 [OVPI クライアン ト ] チェ ッ クボッ クスをオンにし、 その他すべてのチェッ ク

ボッ クスをオフにします。 

コンポーネン トの説明については、 12 ページの 「OVPI のコンポーネン ト 」

を参照して ください。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

[ インス トール先フォルダー ] ウ ィンド ウが開きます。 
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タスク  6: OVPI ソフ トウェアのインス トールディ レク ト リを指定する

インス トールディ レク ト リは、 NFS マウン トディ レク ト リ 、 UNIX ソフ ト リ ン

ク、 UNIX ハード リ ンク、 Windows マップド ラ イブのいずれでも構いません。 

以下のいずれかを実行します。

• [ 次へ ] をク リ ッ ク してデフォルトのインス トール先フォルダーを採用し、

インス トールを続行する。 

• デフォルト とは異なる宛先ディ レク ト リ を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して

インス トールを続行する。

指定したインス トールディ レク ト リによって、 以下のよ うにな り ます。

• インス トールディ レク ト リが存在しない場合は、 セッ ト アッププログラムに
よって作成されます。 

• インス トールディ レク ト リがすでに存在していて、 データが入っている場合
は、 そのディ レク ト リが空でないこ とを警告する メ ッセージが表示されま
す。 

• セッ ト アッププログラムがアクセスできないファ イルシステム上のインス
トールディ レク ト リ を指定した場合は、 警告メ ッセージが表示されます。 有
効なディレク ト リ を指定するまで、 インス トールは続行できません。 

[ リモートの Web アクセスサーバーの設定 ] ウ ィンド ウが開きます。

タスク  7: Web アクセスサーバーにアクセスするのに必要な情報を指定する。

以下の手順に従います。

1 [Web アクセスサーバーホス ト ] ボッ クスに Web アクセスサーバーの名前を

入力します。

2 [Web アクセスサーバーポート ] ボッ クスに Web アクセスサーバーのポート

番号を入力します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

このシステムにすでに別の OVPI コンポーネン ト をインス トールして

いる場合は、 [ インス トール先フォルダー ] ウ ィンド ウは表示されま

せん。 その場合は、 タスク 7 に進んでください。

宛先フォルダーへのパスには、 スペース ( 空白 ) を入れるこ とはできません。
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タスク  8: インストール情報を確認してインス トールする

1 [ 概要 ] ウ ィンド ウの内容を確認します。 

2 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。 
変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィンド ウまで戻り ま

す。

3 [ インス トール ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

[ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、 インス トールの進捗状況が表示

されます。

タスク  9: セッ トアッププログラムを終了する。 

以下のいずれかを実行します。

• OVPI のインス トールが正常に終了した場合は、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

• OVPI のインス トールが正常に終了しなかった場合は、 [ インス トールの進

捗状況 ] ウ ィ ンド ウの下にある [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク して詳細な情報を

調べてから、 テクニカルサポートに連絡して ください。 

タスク  10:Windows システムのみ : システムをリブートする

OVPI を使用する前に、 Windows システムを リブートする必要があ り ます。

リモートポーラーコンポーネン トのインストール

この項では、 リモートポーラーコンポーネン トに必要な準備と インス トール手
順について説明します。

リモートポーラーはコマンド行から実行可能なデータベースク ライアン トです。 
インス トール時に、 リモートポーラーは、 現在 OVPI データベースを管理して

いるシステムを除くすべてのシステムにすべてのポーリ ングバイナリ をインス
トールします。 

UNIX システムに OVPI をインス トールした場合は、 インス トールは

完了です。

パフォーマンスマネージャをすでにインス トールしている場合は、 リモート
ポーラーをインス トールする必要はあ り ません。 リ モートポーラーはパフォーマ

ンスマネージャのサブセッ トです。
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インストールの準備

インス トールプロセスを遅延なく進めるため、 以下の情報がそろっているこ と
を確認して ください。

• リ ポートポーラーをインス トールするディ レク ト リ

• データベースホス ト

• データベースホス トの番号

• ポーラーおよびデータ収集で使用するキャッシュディ レク ト リ

• UNIX システムのみ : アカウン トが存在していない場合は、 オペレーティン

グシステムアカウン ト (trendadm) のパスワードを選択します。

コンポーネン トのインス トール

以下の手順に従って、 リモート ポーラーコンポーネン ト をインス トールします。

タスク  1: データベースがインストールされていて、 動作中であることを確認する 

詳細は、 第 3 章 「データベースのインス トール」 を参照して ください。

タスク  2: セッ トアッププログラムを起動する

60 ページの 「セッ ト アッププログラムの起動」 を参照して ください。 

セッ ト アッププログラムを起動する と、 [ セッ ト アップ ](62 ページを参照 ) ウ ィ

ンド ウが開きます。 

タスク  3: OVPI インス トールオプシ ョ ンを選択する

[ セッ ト アップ ] ウ ィンド ウの [ インス トール ] セクシ ョ ンから [ リモートポー

ラー ] を選択します。

タスク  4: [ よう こそ ] ウィ ンドウを読む。

[ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

[ 次へ ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

タスク  5: 使用許諾条件を承諾または拒否する。

[ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウが開きます。
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以下のいずれかを実行します。

• 使用許諾条件を拒否してインス トールを中断する場合は、 [ キャンセル ] をク

リ ッ ク します。

確認のウ ィンド ウが表示されます。 

— [ はい ] をク リ ッ クする と、 インス トールプロセスが終了します。

— [ いいえ ] をク リ ッ クする と、 [ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウが再び表示さ

れます。 そこで [ 使用許諾条件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ クする

と、 インス トールを続行できます。

• 使用許諾条件に承諾し、 OVPI のインス トールを続行するには、 [ 使用許諾条

件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  6: OVPI ソフ トウェアのインス トールディ レク ト リを指定する。

インス トールディ レク ト リは、 NFS マウン トディ レク ト リ 、 UNIX ソフ ト リ ン

ク、 UNIX ハード リ ンク、 Windows マップド ラ イブのいずれでも構いません。 

以下のいずれかを実行します。

• [ 次へ ] をク リ ッ ク してデフォルトのインス トール先フォルダーを採用し、

インス トールを続行する。 

• デフォルト とは異なる宛先ディ レク ト リ を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して

インス トールを続行する。

指定したインス トールディ レク ト リによって、 以下のよ うにな り ます。

• インス トールディ レク ト リが存在しない場合は、 セッ ト アッププログラムに
よって作成されます。 

• インス トールディ レク ト リがすでに存在していて、 データが入っている場合
は、 そのディ レク ト リが空でないこ とを警告する メ ッセージが表示されま
す。 

このシステムにすでに別の OVPI コンポーネン ト をインス トールして

いる場合は、 [ インス トール先フォルダー ] ウ ィンド ウは表示されま

せん。 その場合は、 タスク 7 に進んでください。

宛先フォルダーへのパスには、 スペース ( 空白 ) を入れるこ とはできません。
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• セッ ト アッププログラムがアクセスできないファ イルシステム上のインス
トールディ レク ト リ を指定した場合は、 警告メ ッセージが表示されます。 有
効なディレク ト リ を指定するまで、 インス トールは続行できません。 

[ リモートデータベースの設定 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

タスク  7: データベースに関する情報を指定する。

139 ページの図 3 に、 [ リモートデータベースの設定 ] ウ ィ ンド ウが示されてい

ます。

1 [ リモートデータベースのホス ト ] ボッ クスにデータベースホス トの名前を

入力します。

2 [ リモート管理サーバーのポート ] ボッ クスにデータベースホス トのポート

番号を入力します。

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

[ パフォーマンスマネージャの設定 ] ウ ィンド ウが表示されます。

タスク  8: ポーリングの収集を設定する。

1 以下のいずれかを実行します。

— [ 次へ ] をク リ ッ ク してキャ ッシュフォルダーのデフォルトの場所を採用

し、 インス トールプロセスを続行する。

— [ 参照 ] をク リ ッ ク してキャ ッシュフォルダーの別の場所を選択し、 [ 次
へ ] をク リ ッ ク してインス トールプロセスを続行する。

システムがデータベースに接続してデータベース情報を取得できない場合は、
警告メ ッセージが表示されます。 インス トールを続行する前に、 データベース

(Sybase または Oracle) と OVPI データベースを実行しておく こ とをお勧めしま

す。 [ キャンセル ] をク リ ッ ク してデータベース情報を再入力するか、 [OK] をク

リ ッ ク してインス トールを続行します。 インス トールを続行する場合は、 インス

トール後に管理コンソールを使用してデータベース接続を設定する必要があ り
ます。 詳細は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。

収集が正常に動作するには、 ポーラーおよびデータ収集で使用する
キャ ッシュディ レク ト リがあるディ スクパーティシ ョ ンの 5% の空き

領域に加えて、 さ らに 512MB の空き領域が必要です。 たとえば、

ディ スクパーティシ ョ ンが 10GB の場合、 1GB の空き領域が必要で

す。
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2 必要に応じて、 [ 詳細 ] をク リ ッ ク して [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ ク

スを開き、 リモートポーラーのログファ イルが常駐するディ レク ト リ を指定
するこ とができます。

ログファ イルのディ レク ト リ を指定するには、 以下の手順に従います。

a [ パフォーマンスマネージャの設定 ] ウ ィンド ウで [ 詳細 ] をク リ ッ ク し

ます。 [OVPI 詳細設定 ] ダイアログボッ クスが表示されます。

b [ ログディ レク ト リ ] ボッ クスにログファ イルが常駐するディ レク ト リ

パスを入力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク して希望のディ レク ト リ を確定す

るか、 またはデフォルトのパスを採用します。

c [OK] をク リ ッ ク して [ パフォーマンスマネージャの設定 ] ウ ィンド ウに

戻り ます。 

d [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

3 オペレーティングシステムによって以下のいずれかを実行します。

— UNIX: タスク 9 に進みます。

— Windows: 149 ページのタスク 10 に進みます。 

タスク  9: UNIX システムのみ : オペレーテ ィングシステムのアカウン トを作成または変更

する。

UNIX システムの場合、 パフォーマンスマネージャコンポーネン トには、

trendadm という名前のオペレーティングシステムアカウン トおよびグループが

必要です。 

このアカウン トが存在しているかど うかによって、 インス トールのこの時点で
表示されるウ ィンド ウが異なり ます。

インス トールでは、 OVPI をインス トールしたディ レク ト リの下にロ

グディ レク ト リが作成されます。 特定のログファ イルは、 [ ログディ

レク ト リ ] ボッ クスで指定したディ レク ト リに関係なく、 このログ

ディ レク ト リで管理されます。

このアカウン トの目的は、 OVPI が実行される環境を保存するこ とです。 この

アカウン トはオペレーティングシステムへのログオンのために使用するもので
あ り、 Web アクセスサーバーアプリ ケーシ ョ ンへのログオンに使用する、 134
ページのタスク 8 で作成する trendadm アカウン ト と混同しないでください。 
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• オペレーティングシステムアカウン トおよびグループが存在しない場合は、
OS ユーザー作成用のウ ィンド ウが開きます。 149 ページの 「オペレーティ

ングシステムアカウン トの作成」 を参照して ください。

• オペレーティングシステムアカウン トおよびグループが存在する場合は、 既
存の OS ユーザー用のウ ィンド ウが開きます。 149 ページの 「既存のオペ

レーティングシステムアカウン トの変更」 を参照して ください。

オペレーティ ングシステムアカウン トの作成

1 [ パスワード ] ボッ クスで trendadm アカウン トのパスワードを作成し、 [ パ
スワードの確認 ] ボッ クスにも う一度そのパスワードを入力します。

デフォルトでは、 パスワードは 1 文字以上でなければならず、 最大長の制限

はあ り ません。 任意の文字を指定できますが、 パスワードの作成については
会社のポ リ シーに従う こ とをお勧めします。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

3 149 ページのタスク 10 に進みます。

既存のオペレーティ ングシステムアカウン トの変更

1 以下のいずれかをク リ ッ ク します。

— [ ユーザー環境を変更する ]。 このオプシ ョ ンは、 trendadm アカウン トの

.profile または .cshrc を OVPI 環境変数 (COLLECT_HOME、

DPIPE_HOME、 DPIPE_TMP、 および TREND_LOG) で更新します。

— [ ユーザー環境を変更しない ]。 このオプシ ョ ンは、 アカウン トの

.profile または .cshrc を OVPI 環境変数で更新しません。 このオプ

シ ョ ンを選択した場合は、 後から OVPI 環境変数を手作業で追加する必

要があ り ます。

2 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  10:インス トール情報を確認してインス トールする。

1 [ 概要 ] ウ ィンド ウ ( 図 4) の内容を確認します。
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図 4 [ 概要 ] ウィ ンドウ

2 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。 
変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィンド ウまで戻り ま

す。

3 [ インス トール ] をク リ ッ ク してインス トールを続行します。

[ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、 インス トールの進捗状況が表示

されます。

タスク  11:セッ トアッププログラムを終了する。 

以下のいずれかを実行します。

• OVPI のインス トールが正常に終了した場合は、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

• OVPI のインス トールが正常に終了しなかった場合は、 [ インス トールの進

捗状況 ] ウ ィ ンド ウの下にある [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク して詳細な情報を

調べてから、 テクニカルサポートに連絡して ください。 

UNIX システムに OVPI をインス トールした場合は、 インス トールは

完了です。
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タスク  12:Windows システムのみ : システムをリブートする。

OVPI を使用する前に、 Windows システムを リブートする必要があ り ます。 

複数ポーラー用 trendtimer.sched ファイルの編集

複数ポーラーを使用する場合は、 trendtimer.sched ファ イルを編集し、

mw_collect コマンドに -X オプシ ョ ンを追加するこ とをお勧めします。 このよ う

にする と、 ポーラーは trendpm コマンドによって起動される、 raw から delta
への変換処理を実行しません。 この編集を行わない場合、 パフォーマンス上の問

題が起こる可能性があ り ます。

1 つを除き、 すべてのポーラーのファ イルを編集する必要があ り ます。 たとえ

ば、 3 つのリモート ポーラーでポーリ ングを実行しているサテライ ト システムが

ある場合 ( つま り OVPI のパフォーマンスマネージャコンポーネン トがこのシス

テムにインス トールされている場合 )、 サテライ ト システムのファイルだけはそ

のままにして、 すべてのポーラーのファイルを編集します。 サテライ ト システム

がポーリ ングを行っていない場合は、 2 つのポーラーのうち 1 つのファイルを編

集し、 も う 1 つはそのままにしておきます。

raw から delta への変換処理をオフにするには、 以下の手順に従います。

1 trendtimer.sched ファ イルを編集します。

2 ファ イルのすべての mw_collect行に -Xオプシ ョ ンを追加します。 

たとえば、 ファ イルの該当行が以下のとおりである と仮定します。

5 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect -n -i 5 -K 1 
10 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect -n -i 10 -K 1 
15 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect -n -i 15 -K 1 
20 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect -n -i 20 -K 1 
60 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect -n -i 60 -K 1 
24:00+1:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect -n -i 1440 -K 1

以下のよ うに行を編集します。

リモートポーラーは、 ポーリ ングポ リ シーを設定するまでデバイスのポーリ ン
グを開始しません。 リモート ポーラーをインス トールした OVPI データベース

にポーリ ングポ リ シーを設定する必要があ り ます。 リ モート ポーラーのポーリ ン

グポ リシーの設定に関する詳細は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 の第 2
章を参照してください。
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5 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect -n -i 5 -K 1 -X 
10 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect -n -i 10 -K 1 -X 
15 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect -n -i 15 -K 1 -X 
20 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect -n -i 20 -K 1 -X 
60 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect -n -i 60 -K 1 -X 
24:00+1:00 - - {DPIPE_HOME}/bin/mw_collect -n -i 1440 -K 1 -X 

3 ファ イルを保存します。

文書のインストール

OVPI をインス トールした後で、 文書をインス トールします。 OVPI の文書は、

PDF(Portable Document Format) 形式で利用可能です。 PDF を見るには

Adobe Acrobat Reader を使用します。 

文書は、 OVPI をインス トールしたディ レク ト リの下の docs フォルダ内にイン

ス トールされます。 たとえば Windows システムでは、 以下の場所から文書を利

用するこ とができます。

installation_directory¥docs 

こ こでは、 installation_directory は OVPI のインス トール先ディ レク ト リです。

UNIX でのインストール

UNIX での文書のインス トール方法は次のとおりです。

1 root と してログオンします。  

2 文書 CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。 UNIX ユーザーの場合は、 挿

入した CD をマウン ト します。 

文書をインス トールしないと、 OVPI のオンラインヘルプが使用できません。
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表 1 に、 各 UNIX プラ ッ ト フォームでの CD のマウン ト方法を示します。

3 Solaris システムの場合のみ : 以下の手順を実行します。

a cd_label を表示するには、 次のコマンドを入力します。

ls -l /cdrom 

b ディレク ト リ を変更するには、 次のコマンドを入力します。

cd /cdrom/cd_label 

この場合で、 cd_label は CD 名です。

表 1 UNIX での OVPICD のマウン ト

オペレーテ ィ ング
システム コマンド

Sun Solaris CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入する と、 CD は自動的にマ

ウン ト されます。 CD-ROM が自動的にマウン ト される と、

ファ イルマネージャウ ィンド ウが開きます。 ウ ィンド ウが
開かれない場合は、 root と して次のよ うに入力します。

mkdir /cdrom
mount -r /dev/dsk/cd_devicename /cdrom 

このインスタンスで、 cd_devicename は CD-ROM デバ

イスの名前です。

HP-UX SAM ユーティ リ テ ィを使用して CD-ROM をマウン トする

か、 または次のコマンドを入力します。

mkdir /cdrom 
mount /dev/dsk/cd_devicename /cdrom 

このインスタンスで、 cd_devicename は CD-ROM デバ

イスの名前です。
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4 セッ ト アッププログラムを検索し、 以下のコマンドを入力して起動します。

./setup 

[ よ う こそ ] ページが開きます。

5 インス トールウ ィザードの指示に従います。

Windows でのインス トール

Windows での文書のインス トール方法は次のとおりです。

1 適切な管理者権限をもっているこ とを確認して ください。 

2 文書 CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。 

OVPI 文書 CD を挿入する と、 自動的にインス トールプログラムが起動しま

す。 自動的に起動しない場合は、 CD の最上位のフォルダーから setup.exe

をダブルク リ ッ ク します。

[ よ う こそ ] ページが開きます。

3 インス トールウ ィザードの指示に従います。

サービスパックの適用

この リ リースのサービスパッ クを適用する必要があ り ます。 この リ リースのサー

ビスパッ クの場所を確認するには、 次の Web サイ トにアクセスして ください。

http://support.openview.hp.com/cpe/ovpi/patch_ovpi.jsp ( 英語 ) 

インストール後の設定作業

OVPI のインス トール完了後に OVPI を構成する方法、 および実行する必要のあ

る管理タスクについては、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して くだ

さい。 
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OVPI のアンインストール

本章では、 HP OpenView Performance Insight (OVPI) の、 Windows システム

および UNIX システムからのアンインス トールの方法について説明します。 

OVPI をアンインス トールする場合、 先に OVPI をアンインス トールしてから、

次にデータベースをアンインス トールして ください。 

Oracle データベースのアンインス トールの詳細は、 Oracle のマニュアルを参照

して ください。

アンインストールウィザードの起動

アンインス トールウ ィザードは、 OVPI インス トール時にシステムに追加された

ファイル (OVPI コンポーネン ト など ) を削除します。 ユーザーあるいはアプリ

ケーシ ョ ンによって生成または作成されたファイル ( たとえばログファ イルやレ

ポート ) は削除されません。 OVPI のアンインス トール手順では、 ローカルシス

テムからすべての OVPI コンポーネン トが削除されます。

アンインス トールウ ィザードの起動方法以外は、 Windows システムと UNIX シ

ステムの OVPI のアンインス トール手順は同じです。
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Windows 上および UNIX 上の OVPI をアンインス トールするには、 以下の手順

に従います。

タスク  1: アンインス トールウィザードを起動する。

オペレーティングシステムによって以下のいずれかを実行します。

• Windows の場合 : 

— 管理者権限を持つユーザーと してローカルシステムにログオンします。

— Windows のデスク ト ップから [ スタート ] をク リ ッ ク し、 [ すべてのプロ

グラム ]、 [HP OpenView]、 [Performance Insight] の順に選択し、 [ ア
ンインストール ] をク リ ッ ク します。 

• UNIX の場合 :

— ローカルシステムに root と してログオンします。

— uninstall プログラムを検索し、 以下のコマンドを入力して起動しま

す。

%DPIPE_HOME/bin/uninstall 

$DPIPE_HOME は OVPI をインス トールしたディ レク ト リです。

[ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが表示されます。
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タスク  2: [ よう こそ ] ウィ ンドウを読む。

[ 次へ ] をク リ ッ ク してアンインス トールを続行します。

以下のどちらかになり ます。

• OVPI をアンインス トールしよ う とするシステムにデータベーススキーマが

インス トールされている場合は、 タスク 3 に進みます。

• OVPI をアンインス トールしよ う とするシステムにデータベーススキーマが

インス トールされていない場合は、 タスク 4 に進みます。 

タスク  3: ローカル Sybase データベースのみ : Sybase 管理者パスワードを入力する

以下のいずれかを実行します。

• Sybase 管理者パスワードを設定している場合は、 [Sybase 管理者 (SA) パス

ワード ] ボッ クスにパスワードを入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。 

• Sybase 管理者パスワードを設定していない場合は、 [Sybase 管理者 (SA) パ
スワード ] ボッ クスを空白のままにし、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

タスク  4: 情報を確認してアンインス トールする。 

[ 概要 ] ウ ィンド ウが表示されます。

1 [ 概要 ] ウ ィンド ウの内容を確認します。 
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2 必要があれば、 [ 戻る ] をク リ ッ ク して前のウ ィンド ウに戻り、 変更します。

変更が完了したら、 [ 次へ ] をク リ ッ ク して [ 概要 ] ウ ィンド ウまで戻り ま

す。

3 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  5: セッ トアッププログラムを終了する。 

[ アンインス トールの進捗状況 ] ウ ィ ンド ウが開き、 アンインス トールの進捗状

況が表示されます。

以下のいずれかを実行します。

• OVPI のアンインス トールが正常に終了した場合は、 [ 完了 ] をク リ ッ ク しま

す。 

• OVPI のアンインス トールが正常に終了しなかった場合は、 [ アンインス

トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウの下にある [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク して詳

細な情報を調べてから、 サポートに連絡して ください。 

タスク  6: Windows システムのみ : システムをリブートする

アンインス トールを完了するには、 Windows システムを リブートする必要があ

り ます。

タスク  7: OVPI がインストールされたディ レク ト リ と .ovpi ディ レク ト リを手作業で削除

します。

アンインス トールウ ィザードは、 インス トールウ ィザードによってインス トー
ルされたファイルのみを削除します。 たとえば、 インス トールしたレポート
パッ クに対して配布したレポートのすべてが削除されるわけではあ り ません。
したがって、 OVPI を再インス トールする際の潜在的な問題を回避するため、 以

下を削除するこ とをお勧めします。

• OVPI のインス トール先ディレク ト リ

保存しておく必要のあるレポートやデータがこのデイレク ト リの中に
ある場合は、 ディ レク ト リ を削除する前にそれらのファ イルを別の場
所に移動しておいてください。
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• ユーザーのカスタム設定を保存している .ovpi ディ レク ト リ

.ovpi ディ レク ト リは隠しファ イルであるため、 削除するにはファ イルシス

テムから見えるよ うにする必要があ り ます。 UNIX システムでは、 このディ

レク ト リは UNIX ホームディ レク ト リにあ り ます。 Windows システムで

は、 以下の場所にあ り ます。

%SystemDrive%¥Documents and Settings¥username

ユーザーの .ovpi ディレク ト リ を削除する必要があ り ます。 

OVPI および .ovpi ディ レク ト リの削除

UNIX システムでこれらのディ レク ト リ を削除するには、 以下の手順に従いま

す。

1 アプ リ ケーシ ョ ンがインス トールされているシステムで新しいシェルウ ィ ン
ド ウを開きます。

2 OVPI がインス トールされているディ レク ト リ を削除するには、 次のコマン

ドを入力します。

rm -rf OVPI_directory

たとえば、 /data ディ レク ト リに OVPI をインス トールした場合は、 次のコ

マンドを入力します。

rm -rf /data/ovpi

3 .ovpiディレク ト リ を削除するには、 ホームディ レク ト リから次のコマン

ドを入力します。

rm -rf .ovpi

Windows システムでこれらのディ レク ト リ を削除するには、 以下の手順に従い

ます。

1 OVPI がインス トールされているディ レク ト リ を削除するには、 以下のいず

れかを実行します。

• Windows エクスプローラの場合、 ディ レク ト リ を検索し、 右ク リ ッ ク

し [ 削除 ] を選択します。

このディ レク ト リは、 レポート ビルダ、 レポート ビューア、 Web ア

クセスサーバーのいずれかのアプリ ケーシ ョ ンを実行した場合にのみ
存在します。
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• コマンド  プロンプ ト  ウ ィ ンド ウの場合、 次のコマンドを入力します。

rmdir /S OVPI_installation_directory

2 .ovpi ディ レク ト リ を削除するには、 以下のいずれかを実行します。

• Windows エクスプローラの場合、 以下の場所に移動します。

%SystemDrive%¥Documents and Settings¥username

.ovpi ディ レク ト リ を右ク リ ッ ク し、 [ 削除 ] を選択します。 

• コマンド  プロンプ ト  ウ ィ ンド ウの場合、 次のコマンドを入力します。

rmdir /S  .ovpi
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OVPI のアップグレード

この章ではアップグレードに関する情報を説明します。

• OVPI 5.0 から  OVPI 5.1.1 へのアップグレード

• OVPI で使用されるレポートパッ ク

• リ モートポーラー

この章ではシステムソフ ト ウェアの要件、 事前の作業、 アップグレードを実施す
る手順、 アップグレード後の作業について説明します。

システムの要件

この項では、 OVPI 5.1.1 にアップグレードする前にシステムのソフ ト ウェア要

件について説明します。 

アップグレードでは、 Oracle データベースのみサポート されます。

アップグレードの前に十分な時間をと り、 不適切なファ イルを検出および修正
する時間を設けてください。 
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サポート されている OVPI のバージ ョ ン

OVPI リ リース 5.1.1 にアップグレードするには、 OVPI リ リース 5.0 GA( サー

ビスパッ クの有無に関わらず ) がインス トールされている必要があ り ます。

これよ り古いバージ ョ ンの OVPI を実行している場合、 バージ ョ ン 5.1.1 にアッ

プグレードする前に、 サポート されているバージ ョ ンにアップグレードする必
要があ り ます。 古いバージ ョ ンからのアップグレードについては、 サポートにお

問い合わせください。

アップグレード用メディア

アップグレードするには以下のメディアが必要です。

• OVPI 5.1.1 インス トール CD-ROM

• RNS 製品配布版 CD-ROM

オペレーテ ィ ングシステム要件

OVPI バージ ョ ン 5.1.1 にアップグレードするには、 以下のいずれかのオペレー

ティングシステムを使用する必要があ り ます。

• HP-UX 11.11

• Sun Solaris 8、 9

• MS Windows 2000 Service Pack 4

• MS Windows 2003

• MS Windows XP ( ク ラ イアン トのみ ) 

別のオペレーティングシステムを実行している場合、 アップグレードする前に、
サポート されているオペレーティングシステムにアップグレードする必要があ
り ます。
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オペレーテ ィ ングシステム別 Java パッチ要件

OVPI 5.1.1 には Java 1.4.2_02 が搭載されています。 Java はアップグレード時

にシステムに自動的にロード され、 OVPI でインス トールされた以前のバージ ョ

ンの Java は置き換えられます。 

データベースのバージ ョ ン要件

Oracle Enterprise Edition 9.2.0.5 が必要です。 Oracle 9.2.0.4 をインス トールし

ている OVPI 5.0 ユーザーは、 Oracle Enterprise Edition 9.2.0.5 にアップグ

レードする必要があ り ます。 正しいアップグレード順序は、 まず OVPI を 5.1.1
にアップグレード し、 Oracle 9.2.0.5 パッチを適用します。 次にすべての OVPI
サービスを起動します。 

事前に必要な作業のチェ ックリス ト

アップグレードを開始する前に、 以下の事前作業を実行します。

1 システムが 161 ページの 「システムの要件」 に記載されているすべての要件

を満たしているこ とを確認します。

2 『Performance Insight リ リース ノート 』 を読みます。 このドキュ メン トは、

OVPI バージ ョ ン 5.1.1 のリ リースでの変更点の概要を説明しています。

3 すべてのユーザーがログオフしているこ とを確認します。

4 Windows システムの場合のみ、 すべてのウ ィ ンド ウおよびサードパーティ

アプ リ ケーシ ョ ンが終了しているこ とを確認します。

オペレーティングシステムに必要な適切な Java パッチをインス トールする必要

があ り ます。 それらのパッチの詳細は、 34 ページの 「Java の実行で必要な

パッチ」 を参照して ください。
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5 UNIX システムの場合のみ、 DISPLAY環境変数が設定されているこ とを確認

します。 カスタムレポートパッ クまたはスク リプ トが格納されているディ レ

ク ト リへの ( および $DPIPE_HOME ディレク ト リへの ) 読み取りパー

ミ ッシ ョ ンがあるこ とを確認します。

6 データベースにアクセスするすべてのリモート OVPI プロセスが停止してい

るこ とを確認します。 たとえば、 アップグレードするシステムに Web アク

セスサーバーがインス トールされている場合、 データベース  スキーマを

アップグレードする前にこのサーバーをシャ ッ ト ダウンする必要があ り ま
す。

7 OVPI 5.1.1 へのアップグレードプロセスでは、 環境のカスタマイズは保存

されません。 作成したカスタムレポートは失われませんが、 HP 提供のレ

ポートパッ クに加えた変更はすべて失われます。 カスタム変更を再作成およ

び再適用するのに必要な情報が残っているこ とを確認して ください。 

8 以下の作業を行ってシステムのバッ クアップを作成して ください。

a OVPI のすべてのファ イルと、 現在のバージ ョ ンの OVPI の、 バッ ク

アップを作成します。

b データベースのバッ クアップを作成します。

9 アップグレード ウ ィザードを実行する前に、 OVPI Timer と OVPI HTTP 
Server プロセスが停止しており、 OVPI に関連するすべてのプロセスが完了

しているこ とを確認して ください。 165 ページの 「OVPI Timer と OVPI 
HTTP Server の停止」 を参照して ください。

10 OpenView Operations Agent が実行中である場合は、 それを停止させます。

165 ページの 「OpenView Operations Agent の停止」 を参照して ください。

11 データベースが実行中であるこ とを確認します。 166 ページの 「データベー

スの実行」 を参照して ください。

アップグレード手順ではバッ クアウ トが機能しないため、 アップグ
レードプロセスを再度実行するこ とはできません。 問題が発生した場

合、 バッ クアップファ イルからシステムを復元する必要があ り ます。 
詳細は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。
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OVPI Timer と OVPI HTTP Server の停止

アップグレードを実行する前に、 OVPI Timer と OVPI HTTP Server プロセス

が停止しており、 OVPI に関連するすべてのプロセスが完了しているこ とを確認

するには、 以下の手順に従います。

• Windows

[ サービス ] ウ ィ ンド ウから OVPI Timer を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ 停
止 ] を選択します。

[ サービス ] ウ ィ ンド ウから OVPI HTTP Server を右ク リ ッ ク し、 メニューか

ら [ 停止 ] を選択します。

• HP-UX

以下のコマンドを入力します。

/sbin/init.d/ovpi_timer stop

/sbin/init.d/ovpi_httpd stop

• Solaris

以下のコマンドを入力します。

/etc/init.d/ovpi_timer stop

/etc/init.d/ovpi_httpd stop

OpenView Operations Agent の停止

OpenView Operations Agent が OVPI システムにインス トールされ稼動中であ

る場合、 アップグレードする前に停止させる必要があ り ます。 

OpenView Operations Agent を停止させるには、 以下のいずれかを実行します。

• Windows 

OVO Agent を停止させないでアップグレードを実行する と、 共有ファイルを

アップグレード しよ う とする際にアップグレードが失敗し、 システムが回復不
可能な状態になる可能性があ り ます。
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a コン ト ロールパネルウ ィンド ウから、 [ 管理ツール ] ウ ィンド ウ、 [ サービ

ス ] ウ ィ ンド ウの順に開きます。

b [HP ITO Agent] を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ 停止 ] を選択します。

c [HP ITO Agent] を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ プロパティ ] を選択しま

す。

d [ スタート アップの種類 ] リ ス トから [ 無効 ] を選択します。 

このサービスは、 OVPI のアップグレードが終了するまで無効にしておきま

す。 アップグレードの終了後、 [ スタート アップの種類 ] を [ 自動 ] に変更し

ます。

• UNIX

OVO Agent のステータスを確認し、 停止させます。 コマンド行に以下のコ

マンドを入力して、 OVO Agent が稼動していないこ とを確認します。

opcagt -status
opcagt -stop
opcagt -status

アップグレードの終了後、 エージェン ト を再度起動できます。

データベースの実行

OVPI のアップグレードを開始する前に、 データベースが稼動している必要があ

り ます。 この項では、 データベースが稼動しているかど うかを判断する方法、 お

よび、 稼動していない場合にデータベースを起動する方法について説明します。

データベースが稼動していることの確認 (Windows)

Windows システムでデータベースが稼動しているこ とを確認するには、 以下の

手順に従います。

1 [ コン トロールパネル ] ウ ィンド ウから、 [ 管理ツール ] ウ ィンド ウを開き [ サー

ビス ] ウ ィ ンド ウを開きます。

2 Sybase または Oracle サービスを探します。 
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— Sybase サービスは以下のよ うに表示されます。 <server> は使用中の

Sybase サーバーの名前です。 

Sybase SQLServer_<server>

— Oracle サービスは以下のよ うに表示されます。 <db name> は使用中の

データベースの名前です。

Oracle OraHome 92 TNSListener
OracleService <db name>

3 サービスがアクティブでない場合、 データベースは稼動していません。 [ 操
作 ] メニューから起動する必要があ り ます。

データベースが稼動していることの確認 (UNIX)

UNIX システムでデータベースが稼動しているこ とを確認するには、 以下の手

順に従います。

• Sybase

コマンド行に以下のコマンドを入力します。 $DATABASE はデータベースをイ

ンス トールしたディ レク ト リです。

$DATABASE/install/showserver 

たとえば、 Sybase を /usr/Sybaseにインス トールしてある場合、 以下のよ う

に入力します。

/usr/Sybase/install/showserver 

サーバーがリ ス ト内に表示されない場合、 データベースが稼動していません。
起動する必要があ り ます。

• Oracle

コマンド行に以下のコマンドを入力します。

ps -aef | grep -i ora

結果リ ス トに、 リ スナープログラムと、 その他の一連の Oracle プロセスが表示

されるこ とを確認します。

$oracle/home/bin/tnslsnr
ora_xxx_<sid value>
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いずれの場合も、 xxx はプロセス名、 <sid value> は Oracle システム識別子で

す。 プロセスが リ ス ト内に表示されない場合、 データベースが稼動していませ

ん。

UNIX システムでデータベースを起動するには、 root アカウン トでシステムに

ログオンし、 オペレーティングシステムに応じて以下のいずれかのコマンドを
入力します。

• Sybase

— Solaris

/etc/init.d/Sybase start 

— HP-UX

/sbin/init.d/Sybase start 

• Oracle

データベースの起動手順については、 Oracle のマニュアルを参照して くだ

さい。 

コンポーネン トのアップグレード順序

OVPI のインス トールはスタンドアロン構成か分散型構成のいずれかです。 スタ

ンドアロン構成では、 OVPI のすべてのコンポーネン トが 1 つのシステムにイン

ス トールされます。 分散型構成では、 OVPI コンポーネン ト群が物理的に別々な

複数のシステムにインス トールされ、 全体が 1 つの分散型システムと して動作

します。

OVPI が正し く動作するには、 OVPI コンポーネン トがインス トールされている  
すべてのシステム、 およびすべてのコンポーネン ト をアップグレードする必要
があ り ます。 たとえば、 データベースを実行しているシステムをアップグレード

した場合、 ク ライアン ト システムと Web アクセスサーバーは、 これらをアップ

グレード していないと、 データベースに接続できません。 OVPI 5.1.1 コンポー

ネン トは、 古いバージ ョ ンの OVPI とは通信できません。



第 7 章

169

スタンドアロン構成では、 コンポーネン トは任意の順序でアップグレードでき
ます。 分散型構成では、 最初にデータベーススキーマをアップグレードする必要

があ り ます。 現在の実装にリモート ポーラーも分散型サーバーも含まれていない

場合は、 その他のコンポーネン ト を任意の順序でアップグレード します。 含まれ

ている場合は、 以下の手順でアップグレード します。

• リ モートポーラー

特定のサーバーに従って構成された リモート ポーラーが実装に含まれている
場合は、 まずそのサーバーをアップグレード し、 次にリモートポーラーを
アップグレード します。 リモートポーラーをアップグレードするには、 189
ページの 「リモートポーラーのアップグレード」 を参照して ください。

• 分散型サーバー

分散型サーバー ( サテライ トおよび中央サーバー ) が実装に含まれている場

合は、 trendcopy を実行するサーバーをアップグレード してから、 他の

データベースシステムをアップグレード します。 

エラーのロギング

アップグレードの間、 OVPI は upgrade.log とい う ログファ イルを作成しま

す。 このファ イルは、 $TREND_log (UNIX の場合 ) または %TREND_LOG% 
(Windows の場合 ) にあ り ます。 このファ イルにはアップグレード中に行われた

すべてのステップが記録されます。

OVPI のアップグレード手順

アップグレード ウ ィザードの起動方法を除けば、 Windows システムと UNIX シ

ステムとで、 OVPI のアップグレード手順は同じです。 したがって、 以下の手順

では、 Windows と UNIX の各システムでのウ ィザードの起動の違いを説明して

いますが、 アップグレードの手順は共通です。

この項では、 1 つのシステムにすべての OVPI コンポーネン トがインス トール

されている場合、 つま り スタンドアロン構成の場合のアップグレードについて
説明します。 
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リ モートポーラーのアップグレードの手順は、 189 ページの 「リモート ポーラー

のアップグレード」 を参照して ください。 

OVPI をアップグレードするには、 以下の作業を実行します。

タスク  1: ログオンする 

1 ローカルシステムにログオンします ( 分散型のアップグレードの場合は、

アップグレードするコンポーネン ト を含むシステムからアップグレードを開
始します )。

— Windows

管理者権限を持つユーザーと してログオンします。

— UNIX 

root と してログオンします。

2 OVPI インス トール CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。 UNIX ユー

ザーも CD をマウン ト します。 手順は、 61 ページの表 10 を参照して くださ

い。

3 Solaris システムのユーザーのみ : 以下の作業を行います。

a cd_label を表示するには、 次のコマンドを入力します。

ls -l /cdrom 

b ディレク ト リ を変更するには、 以下のコマンドを入力します。 cd_label
は CD 名です。

cd /cdrom/cd_label

タスク  2: セッ トアッププログラムを起動する。

1 セッ ト アッププログラムを起動するには、 以下の手順に従います。

— Windows

OVPI インス トール CD を挿入する と、 自動的にセッ ト アッププログラ

ムが起動します。 自動的に起動しない場合は、 CD の最上位のフォル

ダーから setup.exe をダブルク リ ッ ク します。 

— UNIX

セッ ト アッププログラムを検索し、 以下のコマンドを入力して起動しま
す。
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./setup

[ セッ ト アップ ] ウ ィンド ウが開きます。 

2 [ セッ ト アップ ] ウ ィンド ウの [ アップグレード ] セクシ ョ ンから、 [OVPI 
5.1.1] を選択します。 

Windows のみ : ウ ィザードのウ ィンド ウが正し く表示されない場合

は、 付録 A 「 ト ラブルシューティング」 を参照して ください。

HP 提供のレポートパッ クに行ったカスタム変更を再作成および再適

用するのに必要な情報が残っているこ とを確認して ください。 この情

報が手元にない場合、 アップグレードを保留にし、 必要な情報を入手
して ください。
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[ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開きます。 

3 [ 次へ ] をク リ ッ ク してアップグレードプロセスを続行します。 

[ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウが開きます。
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4 以下のいずれかを実行します。

— 使用許諾条件を拒否し、 アップグレードを中断する場合は、 [ キャンセ

ル ] をク リ ッ ク します。

確認のウ ィンド ウが表示されます。 

– [ はい ] をク リ ッ ク してアップグレードプロセスを終了します。

– [ いいえ ] をク リ ッ ク して [ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウに戻り ます。 
[ 使用許諾条件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ クする とアップグ

レードを続行できます。

— 使用許諾条件に承諾し、 OVPI のアップグレードを続行するには、 [ 使用

許諾条件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク しま

す。

[OVPI 識別子 ] ウ ィ ンド ウが開きます。

アップグレード ウ ィザードは、 システムを検証し、 ウ ィンド ウの各オプシ ョ
ンが持つ情報を表示します。

— 現在の OVPI のバージョ ン。 現在インス トールされている OVPI のバー

ジ ョ ンを表示します。

— 現在の OVPI のディ レク ト リ。 OVPI がインス トールされているディ レ

ク ト リ を表示します。
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— 現在の trendtimer.sched ファイル。 trendtimer.sched ファ イルの

場所を表示します。

— 現在の OVPI のコンポーネン ト。 システムに現在インス トールされてい

る OVPI コンポーネン ト を表示します。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

タスク  3: アップグレードを終了する

データベーススキーマが、 アップグレードするシステムにインス トールされて
いない場合、 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。 

[ 概要 ] ウ ィンド ウが開きます。

1 [ 概要 ] ウ ィンド ウで、 オプシ ョ ンの概要を確認します。

2 [ アップグレード ] をク リ ッ ク します。
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[ 進捗状況 ] ウ ィ ンド ウが開き、 アップグレードの進捗状況が表示されます。 
アップグレードが終了する と、 アップグレードが正常終了したこ とを示す
メ ッセージが [ 進捗状況 ] ウ ィンド ウに表示されます。

3 以下のいずれかを実行します。

— アップグレードが正常に終了した場合は、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

— OVPI のアップグレードが正常終了しなかった場合は、 [ インス トール

の進捗状況 ] ウ ィンド ウの下にある [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク して詳細

な情報を調べてから、 サポートに連絡して ください。 サポートへの連絡
方法については、 3 ページの 「サポート 」 を参照して ください。 

4 アップグレードを終了します。

— UNIX 

インス トールは終了です。

— Windows

システムを リブートするには、 [ 今すぐ再起動する ] を選択して [OK] をク

リ ッ ク します。 アップグレード版の OVPI を使用する前に、 システムを

リブートする必要があ り ます。
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5 Oracle 9.2.0.4 ユーザーのみ : Oracle 9.2.0.5 パッチセッ ト を適用し、 OVPI
のすべてのサービスを開始します。 65 ページのタスク 3 を参照し、 OVPI
の新規インス トールにのみ関連する、 OVPI とパッチセッ トのインス トール

順序の警告は無視してください。

レポートパックとデータパイプのアップグレード

RNS 8.0 のローカライズされたレポートパッ クを使用するには、 以下の手順に

従います。

1 RNS 7.0 にアップグレード します。 181 ページの 「パッケージのアップグ

レード手順」 を参照して ください。

2 RNS 8.0 のローカライズされたレポートパッ クを抽出します。 186 ページの

「RNS CD からのパッケージの抽出」 を参照して ください。

3 RNS 8.0 のローカライズされたレポートパッ ク用のレポート とフォームをす

べて再配布します。 他のすべてのレポートパッ クのレポートおよびフォーム

を、 手作業で配布する必要があ り ます。 188 ページの 「レポートおよび

フォームの配布」 を参照して ください。 

この章では、 以下の項目について説明します。

• アップグレードに関する基本情報

• OVPI と RNS との互換性の問題

• 新しい名前の 2 つのパッケージ

• シーケンス問題

• パッケージのアップグレード手順

次の用途に使用できるアップグレード版レポートパッ クがあ り、 パッケージマ
ネージャを使用してレポート とフォームを再配布します。 Interface Resources、
Device Resources、 RMON Ethernet、 System Resources、 Common 
Properties です。 これらのレポートパッ クは次の Web サイ トからダウンロード

できます。

http://support.openview.hp.com/cpe/ovpirp/patch_ovpi_report_solutions.jsp 
( 英語 )
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• アップグレード終了後の作業

アップグレードに関する基本情報

RNS の各リ リースに、 新しいパッケージ、 既存のパッケージの更新版、 および

以前のリ リースから変更されていないパッケージが混じって同梱されています。 
パッケージを初めてインス トールする場合、 インス トールは簡単です。 新しい

パッケージには前提条件 ( 依存関係と も呼ぶ ) があるかも知れませんが、 その前

提条件がすでにインス トール済みである場合もあ り ます。 まだインス トールさ
れていない場合、 パッケージマネージャによって自動的にインス トールされま
す。

すでにインス トール済みのレポートパッ クをアップグレードする場合、 インス
トールは複雑です。 これは、 場合によっては、 まず前提条件となるパッケージを

アップグレード し、 次にレポートパッ クのアップグレードをする必要があるか
らです。 レポートパッ クをアップグレードする前に、 前提条件となるパッケージ

をアップグレードするこ と と、 レポートパッ クのアップグレード後に、 レポー
トパッ クに関連したオプシ ョ ンモジュール ( ロケーシ ョ ンモジュールなど ) を
アップグレードするこ とに注意して ください。 次の項で詳細に説明しますが、 レ

ポートパッ クをアップグレード した後で、 これらのモジュールのアップグレー
ドパッケージをインス トールする必要があ り ます。

OVPI と RNS との互換性の問題

RNS のリ リースは、 特定の OVPI リ リース と と もに動作するよ う設計されてい

ます。 OVPI 5.1.1 は RNS 7.0 以降で動作します。 

OVPI 5.0 から OVPI 5.1.1 にアップグレード した後は、 以下のいずれかを選択

できます。

• RNS 6.0 をそのまま使用し続ける。 ただし、 レポート と フォームはローカラ

イズされない。

• RNS 7.0 にアップグレードする。 ただし、 レポート とフォームはローカライ

ズされない。

RNS の各リ リースに、 新しい機能とバグ修正を説明した リ リース ノートが付属

しています。 パッケージが変更されているかど うかを確認する場合は、 RNS リ

リース ノート を参照して ください。
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• RNS 8.0 レポートパッ クを抽出し、 次にレポートパッ クのレポート と フォー

ムを再配布する。

順序の問題

複数のパッケージを同時にアップグレードできます。 複数のパッケージを同時に

アップグレードする場合、 以下の順序で行う こ とをお勧めします。

• 共有パッケージをアップグレードする

• Interface Reporting など前提条件となるレポートパッ クをアップグレード

する

• 他のすべてのレポートパッ クをアップグレードする

共有パッケージ

一部の OVPI パッケージは、 複数のレポートパッ クで共有されています。 共有

パッケージは、 同時に並行してインス トールできます。 

表 1 に共有パッケージのリ ス ト を示します。 この リ ス トからわかるよ うに、 共有

パッケージには、 先にアップグレードが必要な依存パッケージはあ り ません。 こ
れは共有パッケージには前提条件となるパッケージがないからか、 またはアッ
プグレードパスがないからです。

表 1 共有パッケージのアップグレードシーケンス

RNS 8.0 英語バージ ョ ンにはインス トール可能な新しいレポートパッ クがあ り

ますが、 これらのレポートパッ ク用のレポート とフォームはローカライズされ
ていません。 

アップグレードする共有パッケージ 先にアップグレードするパッケージ

Common Properties Tables N/A ( 依存関係なし )

Thresholds Module N/A ( 依存関係なし )

Interface Discovery Datapipe N/A ( アップグレードパスなし )
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レポートパック

表 2 にレポートパッ クのリ ス ト を示します。 またそのレポートパッ クをアップ

グレードする前に先にアップグレード しておく必要があるパッケージも示しま
す。 Common Property Tables は必須パッケージであるため、 必ず Common 
Property Tables を最初にアップグレードする必要があ り ます。 Thresholds 
Module はオプシ ョ ンです。 このため、 Thresholds Module のアップグレード

は、 Threshold Module を使用している場合にのみ必要です。 

Interface Reporting が、 アップグレードするレポートパッ クにとっての前提条

件である場合は、 まず Interface Reporting を先にアップグレード してから、 レ

ポートパッ クのアップグレードパッケージをインス トールする必要があ り ます。

NetFlow Preprocessor N/A ( アップグレードパスなし )

Newbridge Preprocessor N/A ( アップグレードパスなし )

Stratacom Preprocessor N/A ( アップグレードパスなし )

Interface Discovery Datapipe は、 複数のレポートパッ クにインタフェースに関

する情報を提供します。 Interface Discovery Datapipe は、 以下のデータパイプ

の前提条件です。

• Interface Reporting ifEntry Datapipe

• ATM ifEntry Datapipe

• Frame Relay CPE Datapipe

上記のデータパイプのいずれかを初めてインス トールする場合、 パッケージマ
ネージャが自動的に Interface Discovery Datapipe をインス トールします。

アップグレードする共有パッケージ 先にアップグレードするパッケージ
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表 2 レポートパックのアップグレードシーケンス

アップグレードするレポートパック 先にアップグレードするパッケージ

ATM a Common Property Tables
Thresholds Module
Interface Reporting

Cisco IP Telephony Call Detail Common Property Tables
Thresholds Module

Cisco IP Telephony Statistics Common Property Tables
Thresholds Module

Cisco Ping Common Property Tables
Thresholds Module

Device Resources Common Property Tables
Thresholds Module

Executive Summaries Common Property Tables
Thresholds Module
Interface Reporting
Device Resources

Frame Relay Common Property Tables
Thresholds Module
Interface Reporting

Interface Reporting Common Property Tables
Thresholds Module

IP Access Rate Common Property Tables
Thresholds Module
Interface Reporting

IP QoS Statistics Common Property Tables
Thresholds Module
Interface Reporting
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パッケージのアップグレード手順

以下の手順に従って、 レポートパッ クをアップグレード します。

• OVPI Timer を停止させる

MPLS VPN Common Property Tables
Thresholds Module

NetFlow Global Common Property Tables
Thresholds Module

NetFlow Interface Common Property Tables
Thresholds Module

NNM Event and Availability Common Property Tables
Thresholds Module

Internet Services (OVIS) Common Property Tables
Thresholds Module

RMON Ethernet Statistics Common Property Tables
Thresholds Module

RMON2 Traffic Profiling Common Property Tables
Thresholds Module

Service Assurance Common Property Tables
Thresholds Module

System Resources Common Property Tables
Thresholds Module

a. ATM のアップグレードを実行する前に、 Upgrade ATM Checker をインス トー
ルする必要があ り ます。 DPIPE_HOME/tmp にある、
check_ATM_Property_consistency.out という出力ファイルを確認
し、 エラーをすべて修正してから、 ATM レポートパッ クをアップグレード しま
す。

アップグレードするレポートパック 先にアップグレードするパッケージ
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• ポーリ ングポ リシー / グループをエクスポート して既存の設定データを保存

する

• アップグレードパスのないパッケージをアンインス トールする

• 新しいパッケージのディ レク ト リ を作成する

• レポートパッ クをインス トールする

• 新しいデータパイプをインス トールする

• アップグレード後の作業を実行する

OVPI Timer を停止させる

OVPI Timer がまだ停止していない場合は停止させ、 以下の作業を実行してプロ

セスが終了するのを待ちます。

— Windows

a コン ト ロールパネルから、 [ 管理ツール ] をダブルク リ ッ ク します。 [ 管理

ツール ] ウ ィ ンド ウが開きます。 

b [ サービス ] をダブルク リ ッ ク します。 [ サービス ] ウ ィンド ウが開きま

す。

c [OVPI Timer] を右ク リ ッ ク し、 メニューから [ 停止 ] を選択します。 

— HP-UX 

/sbin/init.d/ovpi_timer stop と入力します。

— Solaris 

/etc/init.d/ovpi_timer stop と入力します。

設定データの保存

データパイプをアンインス トールし、 同じデータパイプの新しいバージ ョ ンを
再インス トールする場合、 リモートポーラーに割り当てられたポーリ ングポ リ
シーは失われます。 また汎用ポ リシーに別の名前を指定しこの名前を複数のリ

モートポーラーに割り当てた場合も、 複製したポーリ ングポ リシーはすべて失
われます。 これは、 新しいデータパイプの再インス トールによ り汎用ポーリ ング
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ポ リ シーが元に戻るこ とが原因です。 カスタマイズ結果が失われるのを防ぐに
は、 collection_manager コマンド と group_manager コマンドを使用して、

現在有効な設定を取り込みます。  

collection_manager コマンド と group_manager コマンドの詳細は、

『Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。

ポーリングポリシーのエクスポート

お使いの環境にリモート ポーラー用のポーリ ングポ リシーが割り当てられてい
る場合には、 collection_manager コマンドを使って、 すべてのポーリ ング

ポ リ シーをファイルにエクスポート して ください。 

• UNIX

trendadm ユーザーは、 コマンド行から以下を実行します。 

cd $DPIPE_HOME
./bin/collection_manager -export -file /tmp/
savePollingPolicy.lst

• Windows

Administrator と して、 コマンド ウ ィンド ウを起動し、 OVPI のインス トー

ルディ レク ト リに移動し、 コマンド行から以下を実行します。

bin¥collection_manager -export -file 
¥temp¥savePollingPolicy.lst

ポーリンググループのエクスポート

お使いの環境に、 カスタマイズまたは変更したポーリ ンググループがある場合
は、 group_manager コマンドを使用して、 すべてのグループを 1 つのディ レ

ク ト リの個々の .xml ファ イルにエクスポート して ください。 

• UNIX

trendadm ユーザーは、 コマンド行から以下を実行します。 

cd $DPIPE_HOME
./bin/group_manager -export_all -outfile /tmp/
savePollingGroups

エクスポート したものを、 新しいバージ ョ ンにインポートするべきではあ り ま
せん。 データパイプのバージ ョ ン間は互換性があ り ません。 エクスポート したも

のは設定が正し く元に戻らず、 データ破壊が発生する可能性があ り ます。
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• Windows

Administrator と して、 コマンド ウ ィンド ウを起動し、 OVPI のインス トー

ルディ レク ト リに移動し、 コマンド行から以下を実行します。

bin¥group_manager -export_all -outfile 
¥temp¥savePollingGroups

カスタムテーブルビューの削除

データテーブルまたはプロパティテーブルにカスタムビューを作成した場合、
そのカスタムビューがレポートパッ クのアップグレードプロセスに影響を及ぼ
し、 アップグレードが失敗する場合があ り ます。 作成したカスタムビューがアッ

プグレードプロセスに影響を及ぼすかど うかは、 その作成方法によ り ます。 これ

らのビューを、 SQL を使用して作成した場合、 アップグレードは成功しますが、

アップグレードが終了する とカスタムビューが使用できな くな り ます。 これらの

ビューを、 Datapipe Manager を使用して作成した場合、 アップグレードが失敗

するこ とがあ り ます。 アップグレードが失敗しないよ うにするために、 レポート

パッ クをアップグレードする前に必ずカスタムビューを削除し、 アップグレー
ドが完了してから これらのビューを再作成してください。 

カスタムデータテーブルビューを削除するには、 以下をコマンド行に入力しま
す。 <custom view name> はデータテーブルビューの名前です。

datapipe_manager -p delete -T <custom view name>

アップグレードパスのないパッケージのアンインストール

RNS 配布 CD からパッケージを抽出する前に、 以下の種類のパッケージをアン

インス トールできます。

• データパイプ

• プリプロセッサ

• しきい値サブパッケージ

パッケージの抽出の後、 これらのパッケージの最新バージ ョ ンを再インス トー
ルします。 

これらのパッケージの既存のバージ ョ ンをアンインス トールするには、 以下の
手順に従います。

1 アンインス トールする各パッケージの名前とバージ ョ ン番号を書き留めま
す。
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2 パッケージマネージャを開始します。

3 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開いたら、 [ アンインストール ] をク

リ ッ ク します。

4 [OVPI レポートの配布 ] ウ ィンド ウが開いたら、 [ レポートの配布 ] を無効に

します。

5 [OVPI パッケージの場所 ] ウ ィンド ウが開いたら、 アンインス トールする各

パッケージをク リ ッ ク します。

6 [ 概要 ] ウ ィンド ウが開いたら、 [ アンインス トール ] をク リ ッ ク します。

7 パッケージマネージャによ りアンインス トールの完了が通知されたら、 [ 完
了 ] をク リ ッ ク します。

パッケージディ レク ト リの作成

アップグレードパッケージに新しいディ レク ト リ を作成するには、 以下の手順
に従います。

1 DPIPE_HOME/packagesディ レク ト リの名前を変更します。 これによ り現

在のレポートパッ クが保存され、 ディ レク ト リが移動します。

2 空の DPIPE_HOME/packagesディレク ト リ を新規に作成します。

3 UNIX ユーザーのみ : パッケージ エクス ト ラ ク タを実行する前に、 以下の手

順に従います。

a パッケージ エクス ト ラ ク タを実行するシステムに、 root と してログオ

ンします。

b DISPLAY 環境変数を設定します。

ksh シェルと sh シェルについては、 以下のコマンドを入力します。

hostname は、 パッケージ エクス ト ラ ク タを実行するシステムの名前で

す。 

DISPLAY=hostname:0; export DISPLAY

csh シェルの場合、 以下を入力します。

setenv DISPLAY hostname:0
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RNS CD からのパッケージの抽出

アップグレードパッケージはすべて RNS 配布 CD に収録されています。 この

CD には、 パッケージディ レク ト リにパッケージを抽出するためのインス トール

スク リプ ト、 パッケージ エクス ト ラ ク タも収録されています。

パッケージを抽出するには、 以下の手順に従います。

1 RNS 配布 CD を挿入し、 パッケージ エクス ト ラ ク タを実行します。 
CD-ROM ディ レク ト リから、 以下のいずれかを実行します。

— UNIX

以下のコマンドを入力します。

./setup

— Windows

ファ イル setup.bat をダブルク リ ッ ク します。

2 作業を続行するかど うかを尋ねる警告メ ッセージが表示されます。 y と入力

します。 

レポートパッ クのアップグレードのメ イン メニューが開きます。

3 選択フ ィールドに 1 を入力し、 Enter を押します。

インス トールスク リプ トが進捗バーを表示します。 Packages ディレク ト リ

へのコピーが終了する と、 インス トールスク リプ トはパッケージマネージャ
を開始します。 [ パッケージマネージャ ] の [ よ う こそ ] ウ ィンド ウが開きま

す。

レポートパックのインストール

RNS 配布 CD からパッケージを抽出する前に、 アップグレードパスがないパッ

ケージをアンインス トールできます。 これらのパッケージにはデータパイプと し

きい値サブパッケージが含まれており、 すべてを一度にアンインス トールでき
ます。 これらのパッケージをアンインス トールしたら、 レポートパッ クをアップ

グレードするこ とができます。 各レポートパッ クをアップグレード したら、 各

データパイプの最新バージ ョ ンと しきい値サブパッケージの最新バージ ョ ンを
再インス トールできます。
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オプシ ョ ンモジュール

一部のレポートパッ クはオプシ ョ ンモジュールを含んでいます。 オプシ ョ ンモ
ジュールは、 メ インパッケージをアップグレード しただけではアップグレード
されません。 表 3 に、 オプシ ョ ンモジュールを含むレポートパッ クを示します。 

オプシ ョ ンモジュールを含むレポートパッ クをアップグレードする場合、 必ず
複数の作業が必要です。 なぜなら、 メ インパッケージがアップグレード される
までは、 オプシ ョ ンモジュールのアップグレードパッケージをインス トールで
きないからです。 

オプシ ョ ンモジュールを含むレポートパックのアップグレード

アップグレードするレポートパッ クにオプシ ョ ンモジュールが含まれている場
合、 かつ、 パッケージマネージャがそれらのモジュールのアップグレードパス
を示している場合は、 アップグレードを以下のよ うに実行します。

• パッケージマネージャを起動し、 レポートバッ クのアップグレードパッケー
ジをインス トールします。

• インス トールが終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

表 3 オプシ ョ ンモジュールを含むレポートパック

レポートパック モジュール

Device Resources DeviceResourceBackplane

Interface Reporting Interface_Reporting_Device
Interface_Reporting_Location
Interface_Reporting_Protocol
Interface_Reporting_Vlan

IP Telephony Call Detail IPT_CallDetails_Location

IP Telephony Statistics Gateway_Statistics_Location

Service Assurance Service_Assurance_Location
Service_Assurance_NRT

System Resources SR_CPU
SR_DISK
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• パッケージマネージャを再起動します。 各オプシ ョ ンモジュールのアップグ
レードパッケージを ( 同時に ) インス トールします。

• インス トールが終了したら、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

パッケージマネージャの詳細については、 『Performance Insight 管理ガイ ド』

を参照して ください。 パッケージのインス トールの詳細は、 そのパッケージの

ユーザーガイ ドを参照して ください。 パッケージのユーザーガイ ドは、 以下の

Web サイ トからダウンロードできます。

http://www.hp.com/managementsoftware ( 英語 )

[Support]、 [ 製品マニュアル ( 英語 )] の順に選択する と、 「Product Manuals 
search」 ページ ( 英語 ) が表示されます。 OVPI のマニュアルは [1. Product] で
[Performance Insight] を選択する と表示されます。 また、 レポートパッ クおよ

び共有パッケージのユーザーガイ ドは、 [Reporting and Network Solutions] を
選択する と表示されます。

レポートおよびフォームの配布

RNS 8.0 レポートパッ クを抽出したら、 レポートパッ クのレポートおよび

フォームを配布する必要があ り ます。 

以下のいずれかの方法を使ってレポート を配布します。

• 配布ウ ィザード。 詳細は、 『Performance Insight レポートの作成および表示

ガイ ド』 を参照して ください。

• Web アクセスサーバー。 詳細は、 『Performance Insight レポートの作成お

よび表示ガイ ド』 を参照して ください。

パッケージマネージャには 2 つの場所にバージ ョ ン番号が表示されます。 [ バー

ジ ョ ン ] 列と、 アップグレードパッケージの名前です。 場合によっては、 [ バー

ジ ョ ン ] 列に表示される数値が、 パッケージ名に表示されるバージ ョ ン番号と

一致しないこ とがあ り ます。 この不一致が見つかった場合は必ず、 アップグレー

ドパッケージの名前と して表示されている方のバージ ョ ン番号を採用して くだ
さい。

配布する必要があるのは、 ローカライズ版を使用したいレポートパッ クのレ
ポートおよびフォームだけです。 英語版のレポートパッ クは、 ローカライズされ

たシステムでも実行できます。
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• deploytool コマンド。 詳細は、 『Performance Insight Reference Guide』 を

参照して ください。

以下のいずれかの方法を使ってフォームを配布します。

• パッケージマネージャ。 Package Manger の詳細については 『Performance 
Insight 管理ガイ ド』 を参照して ください。 install.pkg ファ イル用の

formディ レクティブおよび formdirディ レクティブの詳細については、

『Performance Insight Reference Guide』 を参照して ください。 

• formdeploytool コマンド。 詳細は、 『Performance Insight Reference 
Guide』 を参照して ください。

• 配布ウ ィザードから実行。 詳細は、 『Performance Insight レポートの作成お

よび表示ガイ ド』 を参照して ください。

アップグレード後の作業

以下のタスクを実行します。

1 復元の必要のあるポーリ ングポ リシーとグループ定義を再設定します。 

2 カスタムデータテーブルビューを削除した場合は、 こ こでビューを再作成し
ます。 

3 この時点でサービスパッ クをインス トールしない場合、 パッケージアップグ
レードプロセスを起動する前に停止させた OVPI Timer、 OVO Agent プロ

セス、 その他すべてのプロセスを再起動します。

リモートポーラーのアップグレード

リ モートポーラーは、 ネッ ト ワーク ノードからデータを収集し、 リ レーシ ョナ
ルデータベースにそのデータを格納します。 リ モート ポーラー自体にはデータ

ベースはあ り ません。 外部のサーバーによって制御され、 通常は OVPI グラフ ィ

カルユーザーインタフェースアプリ ケーシ ョ ンを含んでいません。 標準外または

エクスポート したものを、 新しいバージ ョ ンにインポートするべきで
はあ り ません。 データパイプのバージ ョ ン間には互換性があ り ませ
ん。 インポートに使用する と、 設定が正し く元に戻らず、 データが破

壊されるおそれがあ り ます。
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従来の装置のパフォーマンスデータは、 データパイプを使用して収集できます。 
データパイプの詳細は、 『Performance Insight 管理ガイ ド』 を参照して くださ

い。

リモートポーラーをアップグレードするには、 以下の手順に従います。

1 ローカルシステムにログオンします。

— Windows の場合 :

管理者権限を持つユーザーと してログオンします。

— UNIX の場合 : 

root と してログオンします。

2 OVPI 5.1.1 インス トール CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。 UNIX
ユーザーは CD をマウン トする必要があ り ます。 この作業の詳細について

は、 61 ページの表 10 を参照して ください。

3 Solaris システムの場合のみ : 以下の手順に従います。

a cd_label を表示するには、 次のコマンドを入力します。

ls -l /cdrom 

b ディレク ト リ を変更するには、 以下のコマンドを入力します。 cd_label
は CD 名です。

cd /cdrom/cd_label

4 以下のいずれかを実行してアップグレード ウ ィザードを起動します。

— Windows の場合 : 

[ スタート ] メニューから、 [ ファイル名を指定し実行 ] を選択し、 [ 名前 ]
ボッ クスに以下を入力します。 cdrom_drive は CD-ROM のド ライブを

入力して ください。

cdrom_drive:¥setup -upgrade 

— UNIX の場合 : 

セッ ト アッププログラムを検索し、 以下のコマンドを入力して起動しま
す。

アップグレード ウ ィザードが自動的に起動する場合、 [ 終了 ] を選択

します。 アップグレード ウ ィザードは手動で起動する必要があ り ま
す。
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./setup -upgrade

[ セッ ト アップ ] ウ ィンド ウが開きます (171 ページを参照 )。

5 ウ ィンド ウの [ アップグレード ] セクシ ョ ンから、 [ リモートポーラー ] を選

択します。

[ よ う こそ ] ウ ィ ンド ウが開きます (172 ページを参照 )。 [ 次へ ] をク リ ッ ク

してアップグレードプロセスを続行します。 

6 [ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウが開きます (172 ページを参照 )。 以下のいずれ

かを実行します。

— 使用許諾条件を拒否し、 アップグレードを中断する場合は、 [ キャンセ

ル ] をク リ ッ ク します。

確認のウ ィンド ウが表示されます。 

– [ はい ] をク リ ッ ク してアップグレードプロセスを終了します。

– [ いいえ ] をク リ ッ ク して [ 使用許諾条件 ] ウ ィンド ウに戻り ます。 
[ 使用許諾条件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク してアップグ

レードを続けます。

— 使用許諾条件に承諾し、 OVPI のアップグレードを続行するには、 [ 使用

許諾条件に同意します ] オプシ ョ ンをク リ ッ ク し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク しま

す。

7 [OVPI 識別子 ] ウ ィ ンド ウが開きます (173 ページを参照 )。 

アップグレード ウ ィザードは、 システムを検証し、 ウ ィンド ウの各オプシ ョ
ンが持つ情報を表示します。

— 現在の OVPI のバージョ ン。 現在インス トールされている OVPI のバー

ジ ョ ンを表示します。

— 現在の OVPI のディ レク ト リ。 OVPI がインス トールされているディ レ

ク ト リ を表示します。

— 現在の trendtimer.sched ファイル。 trendtimer.sched ファ イルの

場所を表示します。

— 現在の OVPI のコンポーネン ト。 システムに現在インス トールされてい

る OVPI コンポーネン ト を表示します。

[ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。 
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8 [ リモートデータベースの設定 ] ウ ィ ンド ウが開きます (139 ページの図 3 を

参照 )。

a [ リモートデータベースホス ト ] ボッ クスにデータベースホス トの名前

を入力します。

b [ リモート管理サーバーポート ] ボッ クスにデータベースホス トのポー

ト番号を入力します。

c [ 次へ ] をク リ ッ ク して続行します。

9 [ 概要 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。 このウ ィンド ウでオプシ ョ ンの要約を確

認し、 [ アップグレード ] をク リ ッ ク します。

10 [ インス トールの進捗状況 ] ウ ィンド ウが開き、 インス トールの進捗状況が

表示されます。 以下のいずれかを実行します。

• アップグレードが正常に終了した場合は、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。 

• OVPI のアップグレードが正常に終了しなかった場合は、 [ インス トー

ルの進捗状況 ] ウ ィ ンド ウの下にある [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク して詳細

な情報を調べてから、 サポートに連絡して ください。 

11 アップグレードを終了します。

— UNIX システム : インス トールは終了です。

— Windows システム : システムを再起動してアップグレード版 OVPI の使

用を開始するには、 [ 今すぐ再起動する ] を選択します。 [OK] をク リ ッ ク

します。 

OVPI を使用する前に、 システムを リブートする必要があります。

最新の OVPI サービスパックの適用

この時点で、 OVPI 環境の各システムに、 OVPI バージ ョ ン 5.1.1 の最新のサー

ビスパッ クをインス トールするこ とを強くお勧めします。 サービスパッ クは、 以

下の Web サイ トから入手できます。

http://support.openview.hp.com/cpe/ovpi/patch_ovpi.jsp
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A

ト ラブルシューテ ィング

この付録では、 HP OpenView Performance Insight (OVPI) のインス トール中に

発生する可能性のあるエラーメ ッセージおよび諸問題について説明します。

UNIX に関連する問題

この項では、 Sybase または OVPI のインス トール時に、 特定のベンダーのデバ

イスに対して必要になる変更作業について説明します。

OVPI の起動 (Solaris の場合 )

Solaris で OVPI を起動する と、 次の警告メ ッセージが表示される場合があ り ま

す。

Illegal mnemonic - could not convert X KEYSYM to a keycode 

これは、 ハード ウェアのキーマッピングの問題であ り、 OVPI に影響はあ り ませ

ん。 必要に応じて、 xmodmap プログラムを使って現在のキーマッピングを参照

し、 修正するこ とができます。 
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現在のキーマッピングを参照し、 修正するには、 次の手順に従います。

1 コマンド行から、 以下のよ うに入力します。

su to root 

2 次のコマンドを入力します。

xmodmap -e “keysym KP_Insert = Insert” 

Windows に関連する問題

この項では、 Windows 環境で OVPI を使用する際に起こる可能性のある問題に

ついて説明します。 

インストールウィザードのウィンドウの表示の修正

インス トール時にインス トールまたはアンインス トールウ ィザードのウ ィ ンド
ウが正し く表示されない場合は、 Windows フォン トのテキス トサイズを変更す

る必要があ り ます。 

Windows フォン トのテキス トサイズを変更するには、 次の手順に従います。

1 Windows のタスクバー上の [ スタート ] ボタンをク リ ッ ク し、 [ 設定 ]、 [ コ

ン ト ロール パネル ] の順に選択します。 [ コン ト ロール パネル ] ウ ィ ンド ウが

開きます。

2 [ 画面 ] アイコンをダブルク リ ッ ク します。

3 [ 設定 ] タブを選択します。 

4 [ 設定 ] タブで、 [ 詳細 ] ボタンをク リ ッ ク します。

5 [ 全般 ] タブで、 [ フォン ト  サイズ ] リ ス ト から [ 小さい フォン ト ] を選択しま

す。

この作業はシステムを再起動するたびに実行する必要があ り ます。
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手作業による OVPI のアンインス トール

何らかの理由で Windows 上での OVPI のアンインス トールが失敗した場合は、

以下の手順に従って、 手作業で OVPI をアンインス トールする必要があ り ます。

OVPI を手作業でアンインス トールするには、 次の手順に従います。

タスク  1: すべての OVPI サービスを停止する 

以下のサービスを停止します。

• OVPI HTTP Server

• OVPI Timer

タスク  2: OVPI HTTP Server を削除する

 OVPI HTTP Server を削除するには、 次の手順に従います。

1 コマンドプロンプ ト ウ ィンド ウを開き、 installation_directory¥jrun¥bin
ディレク ト リに移動します。 installation_directory は、 OVPI のインス トー

ル先ディレク ト リです。

2 次のコマンドを実行します。

jrunsvc -remove "OVPI HTTP Server" 

タスク  3: 以下のレジスト リエン ト リーを削除する

1 [HKEY_LOCAL_MACHINE] [SOFTWARE] の順に開き、 Macromedia
フォルダー、 Install Data フォルダーを展開して、 次のエン ト リーを削除し

ます。

JRun4

2 [HKEY_LOCAL_MACHINE] [SOFTWARE] [Hewlett-Packard] [HP 
OpenView] の順に開き、 次のエン ト リーを削除します。

Performance Insight
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タスク  4: OVPI Timer サービスを削除する

OVPITimer を削除するには、 次の手順に従います。

1 コマンドプロンプ ト ウ ィンド ウを開き、 installation_directory¥binディレ

ク ト リに移動します。 installation_directory は、 OVPI のインス トール先

ディレク ト リです。

2 次のコマンドを実行して OVPITimer を削除します。

trendtimer -r 

タスク  5: 特定の環境変数を削除して編集する

1 Windows のタスクバー上の [ スタート ] ボタンをク リ ッ ク し、 [ 設定 ]、 [ コ

ン ト ロール パネル ] の順に選択します。 [ コン ト ロール パネル ] ウ ィ ンド ウが

開きます。

2 [ システム ] をダブルク リ ッ ク します。 [ システムのプロパティ ] ダイアログ

ボッ クスが表示されます。

3 [ 詳細 ] タブをク リ ッ ク し、 [ 環境変数 ] ボタンをク リ ッ ク します。

4 以下の変数を削除します。

— COLLECT_HOME

— DPIPE_HOME

— DPIPE_TMP

— TREND_LOG

5 PATH 環境変数の OVPI に関連するものをすべて削除するよ う編集し、 完了

したら [OK] をク リ ッ ク します。

タスク  6: システムを再起動する

タスク  7: OVPI ディ レク ト リを削除する

タスク  8: OVPI プログラムフォルダーを削除する

1 [ スタート ] ボタンを右ク リ ッ ク します。

2 シ ョート カッ ト メニューから [ 開く  - All Users] を選択します。
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3 [ プログラム ] フォルダーを展開し、 [HP OpenView] フォルダーを展開しま

す。

4 [Performance Insight] を右ク リ ッ ク し、 シ ョー ト カッ ト メニューから [ 削除 ]
を選択します。
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Pre-Upgrade Checker エラーメ ッセージ

Pre-Upgrade Checker は、 このリ リースでは使用されません。
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